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第145回
阿孫  久見

タマボウキ（キジカクシ科）

　
や
や
標
高
の
高
い
草
地
に
生
育

す
る
高
さ
１
㍍
ほ
ど
の
雌
雄
異
株

の
多
年
草
で
す
。
枝
は
よ
く
分
枝

し
て
明
る
い
緑
色
の
ホ
ウ
キ
状

で
、
栽
培
品
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に

似
て
い
ま
す
。

　
全
縁
の
細
い
葉
は
マ
ツ
葉
の
よ

う
な
披
針
形
で
す
。
枝
に
あ
る
節

の
部
分
に
３
〜
４
個
の
葉
が
片
方

向
に
集
ま
っ
て
束
生
し
ま
す
。
大

き
さ
は
長
さ
２
㌢
、
幅
が
１
㍉
ほ

ど
で
す
。
ま
た
葉
の
基
部
に
は
茶

色
の
薄
い
葉
鞘
（
葉
の
付
け
根
を

と
り
囲
む
さ
や
の
こ
と
）
が
あ
り

ま
す
。

　
春
か
ら
初
夏
の
頃
、
枝
の
上
部

に
長
い
花
柄
の
あ
る
径
８
㍉
ほ
ど

の
淡
紫
色
の
筒
状
鐘
形
の
先
が
５

裂
し
た
花
（
写
真
は
雌
花
）
を
垂

れ
て
咲
か
せ
ま
す
。
花
の
後
、
夏

に
赤
く
熟
れ
る
径
１
㌢
ほ
ど
の
球

形
の
果
実
を
つ
け
ま
す
。

　
和
名
の
由
来
は
球
形
の
実
を
つ

け
、
植
物
の
形
状
が
竹
ボ
ウ
キ
に

似
て
い
る
の
で
、
玉
箒
の
名
が
あ

り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
く
じ
ゅ
う
山
系
の
火

山
性
土
壌
の
高
原
の
み
に
産
す
る

産
地
極
限
の
稀
な
植
物
で
す
。
大

分
県
の
絶
滅
危
惧
種
で
大
陸
系
遺

存
植
物
。
花
期
は
５
月
で
す
。

あ
と
が
き

　「
広
報
た
け
た
」
担
当
７
年
９
か
月
（
旧

竹
田
市
時
代
の
６
年
を
含
め
る
と
約
14

年
）
を
経
て
、
こ
の
春
に
異
動
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。▽「
土
、
日
も
取
材
で
大

変
ね
」「
い
つ
も
表
紙
の
写
真
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
」
等
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は

こ
れ
ま
で
大
変
励
み
に
な
る
お
言
葉
を
頂

戴
し
ま
し
た
。▽
取
材
先
や
印
刷
会
社
、

職
場
の
上
司
、
同
僚
、
寄
稿
し
て
い
た
だ

い
た
執
筆
者
の
先
生
方
、
多
く
の
関
係
者

の
皆
さ
ま
の
お
陰
で
、
毎
月
発
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。▽
ま
た
、
毎
月
の
広
報

紙
は
視
覚
障
害
の
方
の
た
め
に
、
社
協
を

通
じ
て
「
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
版
」
を
制
作

し
回
覧
し
て
い
ま
す
。
録
音
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
の
温
か
い
善
意
に
、
こ
の
場

を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。▽
お

世
話
に
な
っ
た
す
べ
て
の
方
に
感
謝
を
込

め
て
、
最
初
で
最
後
の
「
あ
と
が
き
」
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　
　
　（
江
渡
）
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城下町再生

　
ま
た
、
市
民
の
日
常
的
な
文
化
芸

術
活
動
の
発
表
の
場
と
し
て
、
引
き

続
き
「
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
施
設

内
に
設
け
ま
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
（
平
成
31
年
）
ま
で

　
歴
史
資
料
館
は
建
替
え
工
事
の

た
め
、
長
期
休
館
と
な
り
ま
す
。
そ

の
間
、
事
務
室
は
旧
図
書
館
に
移
り

ま
す
が
、
古
文
書
の
講
座
や
閲
覧
、

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
は
行
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
多

く
の
皆
さ
ま
に
は
、
し
ば
ら
く
の
間

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

〇
歴
史
資
料
館
　
４
月
３
日
㈪
よ
り
休
館

〇
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館
　
５
月
15
日

㈪
よ
り
休
館

ワ
ー
ク
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す

　
多
く
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
ま
す
！

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、市
民

の
皆
さ
ま
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、基

憩
え
る
空
間
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
は
、
広
間
・
半
屋
外
空

間
・
広
場
が
整
備
さ
れ
ま
す
。
バ
ス

を
待
つ
間
な
ど
、
市
民
が
ち
ょ
っ
と

集
っ
て
だ
ん
ら
ん
す
る
場
、
中
高
生

の
学
習
ス
ペ
ー
ス
、
マ
ル
シ
ェ
（
市

場
）
や
子
ど
も
夜
市
な
ど
の
商
店
街

の
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
な
ど
、
様
々
な
事
に
利
用
可
能

で
す
。
観
光
客
が
城
下
町
の
情
報
を

取
得
す
る
場
に
も
な
り
ま
す
。
城
下

町
の
中
心
部
が
市
民
や
観
光
客
の

新
た
な
交
流
の
場
と
な
り
ま
す
。

歴
史
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
と
は
？

　
歴
史
資
料
館
と
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
水
琴
館
の
建
替
え
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
歴
史
資
料
館
は
、
古
今
の
竹
田
市

が
持
つ
歴
史
の
豊
か
さ
と
文
化
力
の

高
さ
を
世
界
へ
ア
ピ
ー
ル
し
、「
ま
ち

づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り
」
を
支
援
す

る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
再
生
し
ま

す
。岡
城（
岡
藩
）と
田
能
村
竹
田（
豊

後
南
画
）
の
専
門
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と

し
て
、
市
民
や
竹
田
市
へ
の
来
訪
者

が
竹
田
市
独
自
の
歴
史
文
化
の
魅
力

に
出
会
い
学
ぶ
場
で
あ
り
、
特
別
収

蔵
庫
で
は
貴
重
な
文
化
財
等
を
未
来

へ
保
管
・
継
承
し
て
い
き
ま
す
。

城下町再生へ
「城下町交流拠点施設」を整備

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）      

　 

２
０
１
８
年
度
オ
ー
プ
ン
予
定

歴
史
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）    

２
０
１
９
年
度
オ
ー
プ
ン
予
定

「
ひ
と
つ
に
な
っ
て
。」

人口のうごき
　　　　　　　　　 （前月比）
人　口　22,774　人（－41人 ）
男　性　10,640　人（－ 6人 ）
女　性　12,134　人（－35人 ）
世帯数　10,419世帯（－20世帯）
住民基本台帳登録人数

（平成29年３月１日現在）

  2   〔城下町再生〕「城下町交流拠点施設」
を整備  ほか

  4   「竹田市行財政改革」を実践！／人事異動

  8   監査公表／竹田市長選挙・竹田市議
会議員選挙

10   まちの出来事

12   〔財政公表〕平成29年度当初予算を
お知らせします

13   たけたん情報　竹田市のこよみ／誕
生おめでとう／人権「ぬくもり」   ほか

21   休日当番医情報／子育て小児科

22   ミステリアス！竹田キリシタンⅡ

24   学び舎／まるごと博物館 

25   〔農業〕農政関係者表彰  ほか

26   市長コラム「有由有縁」

27   〔食育〕入田地区で100年前の「料理
講習会レシピ」を再現！

28   郷土の植物／すくすく１歳  ほか

■今月の表紙

君に会いに行くよ
この町の定住を選択した若い夫妻
は、仲間たちと空き店舗をリノベー
ション。さあ、笑顔に会いに行こう。
きっかけはいつもこの「イミルバ」
から。『３.２.１.cue！』
撮影場所  イミルバ（古町通り)
モデル・協力　臼田朗・成美（かどぱん）／
桑島孝彦（スーベニアショップ枢）／堀場貴
雄・さくら（たけた駅前ホステルcue）敬称略

旧城下町に集う人々の新たな交流・情報発信拠点が誕生するとともに、歴史資料
館が生まれ変わります。

城
下
町
は
本
当
に
再
生
で
き
る
か ―

―
―
―
―
―

竹
田
城
下
町
の
未
来
に
向
か
っ
て
、
大
き
く
動
き
始
め
ま
し
た
。

竹
田

市
民
が

↑株式会社隈研吾建築都市設計事務所の提案書より転載

↑「若手後継者とのTOP懇談会」に参加した皆さん

設
計
者
選
定
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

を
開
催

　
竹
田
市
は
、
中
心
市
街
地
で
あ
る

旧
城
下
町
エ
リ
ア
の
再
生
に
向
け
、

２
０
１
８
年
（
平
成
30
年
）
度
ま
で

に
「
城
下
町
交
流
拠
点
施
設
」
と
し

て
、
２
つ
の
施
設
〔
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
と
歴
史
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）〕
の
整
備
を

計
画
し
ま
し
た
。
２
０
１
７
年
（
平

成
29
年
）
２
月
、
設
計
者
を
選
定
す

る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
第
２
次
審
査
が

開
催
さ
れ
、「
株
式
会
社
隈
研
吾
建

築
都
市
設
計
事
務
所
」（
展
示
設
計

協
力 

株
式
会
社
フ
ジ
ヤ
）
が
最
優

秀
者
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
２
０
１
７
年
中
に
基
本

設
計
及
び
実
施
設
計
を
行
い
、
２

０
１
８
年
か
ら
建
設
工
事
を
行
う

予
定
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）

と
は
？

　
市
民
の
皆
さ
ま
が
自
由
に
集
い

　
３
月
15
日
、
商
工
業
等
の
後
継
者

を
対
象
と
し
た
「
平
成
28
年
度 

若

手
後
継
者
と
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
」
が

竹
田
商
工
会
議
所
２
階
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
、
竹
田
商
工
会
議
所
青
年
部

や
九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
青
年
部

か
ら
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　「
30
年
度
に
高
規
格
道
路
・
竹
田

市
鏡
イ
ン
タ
ー
の
完
成
に
向
け
て

市
街
地
の
駐
車
場
の
計
画
は
？
」
と

い
う
意
見
に
、
執
行
部
は
「
イ
ン

タ
ー
か
ら
ど
う
や
っ
た
ら
町
に
来
て

く
れ
る
か
、
今
年
度
基
本
の
計
画
を

た
て
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

個
店
の
魅
力
を
あ
げ
る
こ
と
に
も

力
を
注
ぎ
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、「
竹
田
市
街
地
に
空

き
店
舗
、
空
き
家
の
新
陳
代
謝
を
促

し
て
ほ
し
い
」「
人
材
、
人
出
不
足
の

解
消
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
労
働
力
と

し
て
の
外
国
人
の
受
け
入
れ
を
進
め

て
ほ
し
い
」「
竹
田
高
校
の
生
徒
数

が
減
少
し
て
い
る
。
ま
ち
ぐ
る
み
で

偏
差
値
を
上
げ
て
い
く
よ
う
な
、
教

育
環
境
の
整
備
を
考
え
て
ほ
し
い
」

等
、
市
政
に
対
す
る
実
直
な
意
見
、

提
案
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
近
い
将
来
の
「
町
づ
く
り
」
を
担

う
30
〜
40
代
の
若
手
後
継
者
を
一

堂
に
会
し
て
開
か
れ
た
懇
談
会
は
、

盛
会
裏
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

成
熟
期
を
迎
え
た
竹
田
城
下

町
で
生
ま
れ
る
「
人
間
磁
場
」

　
３
月
２
日
、
竹
田
城
下
町
に
移

住
し
て
き
た
作
家
や
地
元
の
若
者

た
ち
を
対
象
に
町
づ
く
り
を
テ
ー

↑2020年東京五輪の新国立競技場の設計も手
掛ける隈研吾建築都市設計事務所

若
手
後
継
者
と
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
開
催

熱
く
語
る
「
明
る
い
未
来
の
竹
田
」

↑「町づくり」について考える竹田に移住してきた
作家や地元の若者たち

マ
に
「
城
下
町
に
集
う
若
者
た
ち

と
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
」
が
公
民
館

竹
田
分
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
活
発
な
意
見
、
提
案

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　「
Ｔ
Ｓ
Ｇ
在
住
の
作
家
た
ち
の
作

品
を
発
表
で
き
る
場
所
を
後
押
し

て
ほ
し
い
」

　「
竹
田
に
民
間
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
フ
ァ
ン
ド
を
設
立
し
て
ほ
し
い
」

　「
作
家
た
ち
の
作
品
の
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
の
必
要
を
感
じ
て
い
る
」

　
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た

懇
談
会
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

の
あ
り
方
を
考
え
る
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

本
設
計
・
実
施
設
計
に
反
映
し
て
い

き
ま
す
。
よ
り
良
い
施
設
を
市
民
の

皆
さ
ま
と
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
せ

　竹
田
市
立
歴
史
資
料

館

　☎
63-

２
２
０
０ 
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た
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の
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、
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。
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史
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、
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が
、
古
文
書
の
講
座
や
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、
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。
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で
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
多

く
の
皆
さ
ま
に
は
、
し
ば
ら
く
の
間

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

〇
歴
史
資
料
館
　
４
月
３
日
㈪
よ
り
休
館

〇
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館
　
５
月
15
日

㈪
よ
り
休
館

ワ
ー
ク
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す

　
多
く
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
ま
す
！

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、市
民

の
皆
さ
ま
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、基

憩
え
る
空
間
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
は
、
広
間
・
半
屋
外
空

間
・
広
場
が
整
備
さ
れ
ま
す
。
バ
ス

を
待
つ
間
な
ど
、
市
民
が
ち
ょ
っ
と

集
っ
て
だ
ん
ら
ん
す
る
場
、
中
高
生

の
学
習
ス
ペ
ー
ス
、
マ
ル
シ
ェ
（
市

場
）
や
子
ど
も
夜
市
な
ど
の
商
店
街

の
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
な
ど
、
様
々
な
事
に
利
用
可
能

で
す
。
観
光
客
が
城
下
町
の
情
報
を

取
得
す
る
場
に
も
な
り
ま
す
。
城
下

町
の
中
心
部
が
市
民
や
観
光
客
の

新
た
な
交
流
の
場
と
な
り
ま
す
。

歴
史
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
と
は
？

　
歴
史
資
料
館
と
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
水
琴
館
の
建
替
え
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
歴
史
資
料
館
は
、
古
今
の
竹
田
市

が
持
つ
歴
史
の
豊
か
さ
と
文
化
力
の

高
さ
を
世
界
へ
ア
ピ
ー
ル
し
、「
ま
ち

づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り
」
を
支
援
す

る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
再
生
し
ま

す
。岡
城（
岡
藩
）と
田
能
村
竹
田（
豊

後
南
画
）
の
専
門
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と

し
て
、
市
民
や
竹
田
市
へ
の
来
訪
者

が
竹
田
市
独
自
の
歴
史
文
化
の
魅
力

に
出
会
い
学
ぶ
場
で
あ
り
、
特
別
収

蔵
庫
で
は
貴
重
な
文
化
財
等
を
未
来

へ
保
管
・
継
承
し
て
い
き
ま
す
。

城下町再生へ
「城下町交流拠点施設」を整備

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）      

　 

２
０
１
８
年
度
オ
ー
プ
ン
予
定

歴
史
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）    

２
０
１
９
年
度
オ
ー
プ
ン
予
定

「
ひ
と
つ
に
な
っ
て
。」

人口のうごき
　　　　　　　　　 （前月比）
人　口　22,774　人（－41人 ）
男　性　10,640　人（－ 6人 ）
女　性　12,134　人（－35人 ）
世帯数　10,419世帯（－20世帯）
住民基本台帳登録人数

（平成29年３月１日現在）

  2   〔城下町再生〕「城下町交流拠点施設」
を整備  ほか

  4   「竹田市行財政改革」を実践！／人事異動

  8   監査公表／竹田市長選挙・竹田市議
会議員選挙

10   まちの出来事

12   〔財政公表〕平成29年度当初予算を
お知らせします

13   たけたん情報　竹田市のこよみ／誕
生おめでとう／人権「ぬくもり」   ほか

21   休日当番医情報／子育て小児科

22   ミステリアス！竹田キリシタンⅡ

24   学び舎／まるごと博物館 

25   〔農業〕農政関係者表彰  ほか

26   市長コラム「有由有縁」

27   〔食育〕入田地区で100年前の「料理
講習会レシピ」を再現！

28   郷土の植物／すくすく１歳  ほか

■今月の表紙

君に会いに行くよ
この町の定住を選択した若い夫妻
は、仲間たちと空き店舗をリノベー
ション。さあ、笑顔に会いに行こう。
きっかけはいつもこの「イミルバ」
から。『３.２.１.cue！』
撮影場所  イミルバ（古町通り)
モデル・協力　臼田朗・成美（かどぱん）／
桑島孝彦（スーベニアショップ枢）／堀場貴
雄・さくら（たけた駅前ホステルcue）敬称略

旧城下町に集う人々の新たな交流・情報発信拠点が誕生するとともに、歴史資料
館が生まれ変わります。

城
下
町
は
本
当
に
再
生
で
き
る
か ―

―
―
―
―
―

竹
田
城
下
町
の
未
来
に
向
か
っ
て
、
大
き
く
動
き
始
め
ま
し
た
。

竹
田

市
民
が

↑株式会社隈研吾建築都市設計事務所の提案書より転載

↑「若手後継者とのTOP懇談会」に参加した皆さん

設
計
者
選
定
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

を
開
催

　
竹
田
市
は
、
中
心
市
街
地
で
あ
る

旧
城
下
町
エ
リ
ア
の
再
生
に
向
け
、

２
０
１
８
年
（
平
成
30
年
）
度
ま
で

に
「
城
下
町
交
流
拠
点
施
設
」
と
し

て
、
２
つ
の
施
設
〔
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
と
歴
史
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）〕
の
整
備
を

計
画
し
ま
し
た
。
２
０
１
７
年
（
平

成
29
年
）
２
月
、
設
計
者
を
選
定
す

る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
第
２
次
審
査
が

開
催
さ
れ
、「
株
式
会
社
隈
研
吾
建

築
都
市
設
計
事
務
所
」（
展
示
設
計

協
力 

株
式
会
社
フ
ジ
ヤ
）
が
最
優

秀
者
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
２
０
１
７
年
中
に
基
本

設
計
及
び
実
施
設
計
を
行
い
、
２

０
１
８
年
か
ら
建
設
工
事
を
行
う

予
定
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）

と
は
？

　
市
民
の
皆
さ
ま
が
自
由
に
集
い

　
３
月
15
日
、
商
工
業
等
の
後
継
者

を
対
象
と
し
た
「
平
成
28
年
度 

若

手
後
継
者
と
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
」
が

竹
田
商
工
会
議
所
２
階
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
、
竹
田
商
工
会
議
所
青
年
部

や
九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
青
年
部

か
ら
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　「
30
年
度
に
高
規
格
道
路
・
竹
田

市
鏡
イ
ン
タ
ー
の
完
成
に
向
け
て

市
街
地
の
駐
車
場
の
計
画
は
？
」
と

い
う
意
見
に
、
執
行
部
は
「
イ
ン

タ
ー
か
ら
ど
う
や
っ
た
ら
町
に
来
て

く
れ
る
か
、
今
年
度
基
本
の
計
画
を

た
て
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

個
店
の
魅
力
を
あ
げ
る
こ
と
に
も

力
を
注
ぎ
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、「
竹
田
市
街
地
に
空

き
店
舗
、
空
き
家
の
新
陳
代
謝
を
促

し
て
ほ
し
い
」「
人
材
、
人
出
不
足
の

解
消
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
労
働
力
と

し
て
の
外
国
人
の
受
け
入
れ
を
進
め

て
ほ
し
い
」「
竹
田
高
校
の
生
徒
数

が
減
少
し
て
い
る
。
ま
ち
ぐ
る
み
で

偏
差
値
を
上
げ
て
い
く
よ
う
な
、
教

育
環
境
の
整
備
を
考
え
て
ほ
し
い
」

等
、
市
政
に
対
す
る
実
直
な
意
見
、

提
案
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
近
い
将
来
の
「
町
づ
く
り
」
を
担

う
30
〜
40
代
の
若
手
後
継
者
を
一

堂
に
会
し
て
開
か
れ
た
懇
談
会
は
、

盛
会
裏
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

成
熟
期
を
迎
え
た
竹
田
城
下

町
で
生
ま
れ
る
「
人
間
磁
場
」

　
３
月
２
日
、
竹
田
城
下
町
に
移

住
し
て
き
た
作
家
や
地
元
の
若
者

た
ち
を
対
象
に
町
づ
く
り
を
テ
ー

↑2020年東京五輪の新国立競技場の設計も手
掛ける隈研吾建築都市設計事務所

若
手
後
継
者
と
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
開
催

熱
く
語
る
「
明
る
い
未
来
の
竹
田
」

↑「町づくり」について考える竹田に移住してきた
作家や地元の若者たち

マ
に
「
城
下
町
に
集
う
若
者
た
ち

と
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
」
が
公
民
館

竹
田
分
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
活
発
な
意
見
、
提
案

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　「
Ｔ
Ｓ
Ｇ
在
住
の
作
家
た
ち
の
作

品
を
発
表
で
き
る
場
所
を
後
押
し

て
ほ
し
い
」

　「
竹
田
に
民
間
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
フ
ァ
ン
ド
を
設
立
し
て
ほ
し
い
」

　「
作
家
た
ち
の
作
品
の
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
の
必
要
を
感
じ
て
い
る
」

　
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た

懇
談
会
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

の
あ
り
方
を
考
え
る
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

本
設
計
・
実
施
設
計
に
反
映
し
て
い

き
ま
す
。
よ
り
良
い
施
設
を
市
民
の

皆
さ
ま
と
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
せ

　竹
田
市
立
歴
史
資
料

館

　☎
63-

２
２
０
０ 
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「竹田市行財政改革」を実践！

　
竹
田
市
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
31

年
度
ま
で
の
５
年
間
を
第
３
次
行
財
政
改
革

大
綱
の
実
施
期
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
第
３
次
竹
田
市
行
財
政
改
革
大
綱
（
２
年

次
）
の
取
り
組
み
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
に
伴
い
、
４
月
１
日
か
ら

市
役
所
の
行
政
組
織
及
び
執
務
室
を
一
部
変

更
い
た
し
ま
し
た
。

■ 

定
員
管
理
（
職
員
数
）
に
つ
い
て

　
過
去
５
年
間
の
竹
田
市
職
員
数
の
推
移
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。（※

「
表
１
」
の
と
お
り
）

　
今
後
も
「
最
少
の
職
員
数
で
最
大
の
効
果

を
あ
げ
る
こ
と
」
を
念
頭
に
お
き
、
定
員
管

理
に
取
り
組
み
ま
す
。

■ 

組
織
機
構
・
財
政
改
革
に
つ
い
て

・「
文
化
政
策
課
」
の
新
設

　
本
年
４
月
か
ら
「
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー

ル
」
の
開
館
準
備
を
担
い
つ
つ
、
市
民
協
働

も
視
野
に
入
れ
た
総
合
的
か
つ
戦
略
的
な
文

化
行
政
を
展
開
す
る
た
め
、
市
長
部
局
に「
文

化
政
策
課
」
を
新
設
し
、
同
課
に
「
文
化
政

策
係
」
を
設
け
ま
し
た
。

・「
企
画
情
報
課
」
の
機
構
及
び
業
務
の

　
ス
リ
ム
化

　
企
画
情
報
課
内
の
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

推
進
室
」と「
農
村
回
帰
推
進
室
」を
統
合
し
、

新
た
に
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
戦
略
推
進
室
」
を
設
置
し

ま
し
た
。
統
合
の
趣
旨
は
、
事
業
が
達
成
さ

れ
た
業
務
や
文
化
行
政
に
関
す
る
事
務
等
を

他
の
部
署
に
移
管
す
る
こ
と
に
よ
り
、
機
構

及
び
業
務
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
ま
し
た
。

※

Ｔ
Ｏ
Ｐ
と
は
？

　「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
と
は
、
竹
田
市
の
Ｔ
、
そ
し
て
挑

戦（
ト
ラ
イ
）の
頭
文
字
、Ｏ
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
、

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
、Ｐ
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
意
味

し
て
い
ま
す
」

・「
上
下
水
道
課
」
の
新
設
及
び

　「
水
道
課
」
の
廃
止

　
上
下
水
道
業
務
を
統
合
及
び
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
で
あ
る
水
道
窓
口
の
充
実
を
図
る
観
点
か

ら
「
上
下
水
道
課
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
同

課
に
「
庶
務
係
」「
工
務
係
」「
生
活
排
水
係
」

を
設
け
ま
し
た
。
統
合
に
伴
い
、「
水
道
課
」

４月１日から市役所の行政組織及び業務分担が変わります！

４月１日から一部、市役所の執務室を変更します。

竹田市役所　本庁舎

１F

２F

３F

「第３次行革大綱（２年次）」の取り組みについてお知らせします。

「竹田市行財政改革」を実践 !

を
廃
止
し
ま
し
た
。
上
下
水
道
課
は
、
本
庁

舎
１
階
に
て
業
務
を
行
い
ま
す
。

（※

下
木
庁
舎
の
水
道
課
の
執
務
室
は
閉
鎖

し
ま
し
た
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
）

・「
環
境
衛
生
課
」
の
廃
止

　「
環
境
衛
生
課
」
を
廃
止
し
ま
し
た
。
廃
止

に
伴
い
、「
生
活
排
水
係
」
を
「
上
下
水
道
課
」

に
、「
環
境
衛
生
係
」
を
「
市
民
課
」
に
移
管

し
ま
し
た
。

・「
市
民
課
」
に
「
環
境
衛
生
係
」
の
新
設

　「
環
境
衛
生
課
」
の
廃
止
に
伴
い
、「
市
民

課
」
に
「
環
境
衛
生
係
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

・「
商
工
観
光
課
」
に

　「
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
所
」
を
新
設

　
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
を
観
光
資
源
と
し

て
政
策
展
開
す
る
機
構
と
し
て
、「
商
工
観
光

課
」
に
「
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
所
」
を
新

設
し
ま
し
た
。
新
設
に
伴
い
「
南
蛮
文
化
振

興
室
」
を
廃
止
し
ま
し
た
。

・「
文
化
財
課
」
の
「
文
化
財
管
理
係
」
の

　
廃
止

　「
文
化
財
課
」
の
「
文
化
財
管
理
係
」
を
廃

止
し
、「
文
化
財
係
」
の
１
係
と
し
ま
し
た
。

・「
職
員
の
賃
金
カ
ッ
ト
」
の
実
施

　
４
月
１
日
か
ら
１
年
間
、
職
員
の
賃
金

カ
ッ
ト
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
伴
い
、

年
間
約
５
３
０
０
万
円
の
財
源
効
果
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　
国
・
地
方
を
通
じ
た
厳
し
い
財
政
状
況

下
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
ら

れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
効
率
的
な

行
政
運
営
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
誇
れ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
よ
う
今
後
も
行
財
政
改
革
に
取
り
組

み
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
総
務
課
行
政
改
革

推
進
室
　
☎
０
９
７
４-

63-

１
１
１
１
　

（
内
線
２
１
１
）

　「
行
財
政
改
革
」
と
は
？
　…

行
政

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
及

び
財
政
面
で
の
経
費
節
減
と
効
率
性
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
行
政
改
革
の
一

つ
で
す
。

　「
定
員
管
理
」
と
は
？
　…

定
員
管
理

の
目
的
は
、
市
民
負
担
の
増
加
抑
制
に

留
意
し
な
が
ら
、
貴
重
な
人
材
を
活
か

す
た
め
に
、
最
少
の
職
員
数
で
最
大
の

効
果
を
挙
げ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

農林整備課
地籍調査係

社会福祉課
（福祉事務所）

契約
検査室

会計課公衆電話

保険健康課

上下水道課税務課会議室

キャッシュコーナー ATM
正面玄関

市民課 管理
人室

記者クラブ

企画情報課 総務課
副
市
長
室

応接室 市長室

秘書広報係

庁議室文化政策課

会議室

建設課

農業委員会
事務局

農政課 農林整備課
会長室

財政課
都市

デザイン課

人権
同和
対策課

全員協議会室

議場

委員会室
２

委員会室
１

会議室４会議室３会議室２会議室１
監査事務局
選挙管理
委員会

会議室５生涯学習課
学校教育課

教育委員会
教育総務課 文化財課 議員控室 応接

正副
議長室

議会
事務局

受付
ロビー

教育
長室

〔表１〕

過去の竹田市職員数の推移（４/１現在）

職員数
（人）

年　度

対前年
（人）

H25

410

-

H26

390

-20

H27

378

-12

H28

362

-16

H29

352

-10EV

EV

EV
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「竹田市行財政改革」を実践！

　
竹
田
市
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
31

年
度
ま
で
の
５
年
間
を
第
３
次
行
財
政
改
革

大
綱
の
実
施
期
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
第
３
次
竹
田
市
行
財
政
改
革
大
綱
（
２
年

次
）
の
取
り
組
み
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
に
伴
い
、
４
月
１
日
か
ら

市
役
所
の
行
政
組
織
及
び
執
務
室
を
一
部
変

更
い
た
し
ま
し
た
。

■ 

定
員
管
理
（
職
員
数
）
に
つ
い
て

　
過
去
５
年
間
の
竹
田
市
職
員
数
の
推
移
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。（※

「
表
１
」
の
と
お
り
）

　
今
後
も
「
最
少
の
職
員
数
で
最
大
の
効
果

を
あ
げ
る
こ
と
」
を
念
頭
に
お
き
、
定
員
管

理
に
取
り
組
み
ま
す
。

■ 

組
織
機
構
・
財
政
改
革
に
つ
い
て

・「
文
化
政
策
課
」
の
新
設

　
本
年
４
月
か
ら
「
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー

ル
」
の
開
館
準
備
を
担
い
つ
つ
、
市
民
協
働

も
視
野
に
入
れ
た
総
合
的
か
つ
戦
略
的
な
文

化
行
政
を
展
開
す
る
た
め
、
市
長
部
局
に「
文

化
政
策
課
」
を
新
設
し
、
同
課
に
「
文
化
政

策
係
」
を
設
け
ま
し
た
。

・「
企
画
情
報
課
」
の
機
構
及
び
業
務
の

　
ス
リ
ム
化

　
企
画
情
報
課
内
の
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

推
進
室
」と「
農
村
回
帰
推
進
室
」を
統
合
し
、

新
た
に
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
戦
略
推
進
室
」
を
設
置
し

ま
し
た
。
統
合
の
趣
旨
は
、
事
業
が
達
成
さ

れ
た
業
務
や
文
化
行
政
に
関
す
る
事
務
等
を

他
の
部
署
に
移
管
す
る
こ
と
に
よ
り
、
機
構

及
び
業
務
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
ま
し
た
。

※

Ｔ
Ｏ
Ｐ
と
は
？

　「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
と
は
、
竹
田
市
の
Ｔ
、
そ
し
て
挑

戦（
ト
ラ
イ
）の
頭
文
字
、Ｏ
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
、

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
、Ｐ
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
意
味

し
て
い
ま
す
」

・「
上
下
水
道
課
」
の
新
設
及
び

　「
水
道
課
」
の
廃
止

　
上
下
水
道
業
務
を
統
合
及
び
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
で
あ
る
水
道
窓
口
の
充
実
を
図
る
観
点
か

ら
「
上
下
水
道
課
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
同

課
に
「
庶
務
係
」「
工
務
係
」「
生
活
排
水
係
」

を
設
け
ま
し
た
。
統
合
に
伴
い
、「
水
道
課
」

４月１日から市役所の行政組織及び業務分担が変わります！

４月１日から一部、市役所の執務室を変更します。

竹田市役所　本庁舎

１F

２F

３F

「第３次行革大綱（２年次）」の取り組みについてお知らせします。

「竹田市行財政改革」を実践 !

を
廃
止
し
ま
し
た
。
上
下
水
道
課
は
、
本
庁

舎
１
階
に
て
業
務
を
行
い
ま
す
。

（※

下
木
庁
舎
の
水
道
課
の
執
務
室
は
閉
鎖

し
ま
し
た
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
）

・「
環
境
衛
生
課
」
の
廃
止

　「
環
境
衛
生
課
」
を
廃
止
し
ま
し
た
。
廃
止

に
伴
い
、「
生
活
排
水
係
」
を
「
上
下
水
道
課
」

に
、「
環
境
衛
生
係
」
を
「
市
民
課
」
に
移
管

し
ま
し
た
。

・「
市
民
課
」
に
「
環
境
衛
生
係
」
の
新
設

　「
環
境
衛
生
課
」
の
廃
止
に
伴
い
、「
市
民

課
」
に
「
環
境
衛
生
係
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

・「
商
工
観
光
課
」
に

　「
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
所
」
を
新
設

　
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
を
観
光
資
源
と
し

て
政
策
展
開
す
る
機
構
と
し
て
、「
商
工
観
光

課
」
に
「
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
所
」
を
新

設
し
ま
し
た
。
新
設
に
伴
い
「
南
蛮
文
化
振

興
室
」
を
廃
止
し
ま
し
た
。

・「
文
化
財
課
」
の
「
文
化
財
管
理
係
」
の

　
廃
止

　「
文
化
財
課
」
の
「
文
化
財
管
理
係
」
を
廃

止
し
、「
文
化
財
係
」
の
１
係
と
し
ま
し
た
。

・「
職
員
の
賃
金
カ
ッ
ト
」
の
実
施

　
４
月
１
日
か
ら
１
年
間
、
職
員
の
賃
金

カ
ッ
ト
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
伴
い
、

年
間
約
５
３
０
０
万
円
の
財
源
効
果
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　
国
・
地
方
を
通
じ
た
厳
し
い
財
政
状
況

下
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
ら

れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
効
率
的
な

行
政
運
営
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
誇
れ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
よ
う
今
後
も
行
財
政
改
革
に
取
り
組

み
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
総
務
課
行
政
改
革

推
進
室
　
☎
０
９
７
４-
63-
１
１
１
１
　

（
内
線
２
１
１
）

　「
行
財
政
改
革
」
と
は
？
　…

行
政

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
及

び
財
政
面
で
の
経
費
節
減
と
効
率
性
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
行
政
改
革
の
一

つ
で
す
。

　「
定
員
管
理
」
と
は
？
　…

定
員
管
理

の
目
的
は
、
市
民
負
担
の
増
加
抑
制
に

留
意
し
な
が
ら
、
貴
重
な
人
材
を
活
か

す
た
め
に
、
最
少
の
職
員
数
で
最
大
の

効
果
を
挙
げ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

農林整備課
地籍調査係

社会福祉課
（福祉事務所）

契約
検査室

会計課公衆電話

保険健康課

上下水道課税務課会議室

キャッシュコーナー ATM
正面玄関

市民課 管理
人室

記者クラブ

企画情報課 総務課
副
市
長
室

応接室 市長室

秘書広報係

庁議室文化政策課

会議室

建設課

農業委員会
事務局

農政課 農林整備課
会長室

財政課
都市

デザイン課

人権
同和
対策課

全員協議会室

議場

委員会室
２

委員会室
１

会議室４会議室３会議室２会議室１
監査事務局
選挙管理
委員会

会議室５生涯学習課
学校教育課

教育委員会
教育総務課 文化財課 議員控室 応接

正副
議長室

議会
事務局

受付
ロビー

教育
長室

〔表１〕

過去の竹田市職員数の推移（４/１現在）

職員数
（人）

年　度

対前年
（人）

H25

410

-

H26

390

-20

H27

378

-12

H28

362

-16

H29

352

-10EV

EV

EV
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平
成
29
年
度
竹
田
市
人
事
異
動

平成29年度竹田市人事異動

【
平
成
29
年
４
月
１
日
付
（

　）
内
は
旧
役
職
】

■
課
長

▽
企
画
情
報
課
長
（
商
工
観
光
課
長
兼
野
外
活
動

施
設
所
長
兼
瀧
廉
太
郎
記
念
館
長
兼
竹
田
温
泉
花

水
月
館
長
）
工
藤
隆
浩
▽
文
化
政
策
課
長
（
生
涯

学
習
課
長
兼
中
央
公
民
館
長
兼
竹
田
市
文
化
会
館

長
兼
佐
藤
義
美
記
念
館
長
）
山
口
誠
▽
税
務
課
長

（
税
務
課
長
兼
特
別
収
納
推
進
室
長
）
相
馬
隆
英

▽
税
務
課
参
事
兼
管
理
係
長
（
税
務
課
長
補
佐
兼

管
理
係
長
）
菊
池
享
子
▽
市
民
課
長
兼
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
長
（
環
境
衛
生
課
長
）
菊
池
博
文
▽
市

民
課
参
事
兼
年
金
係
長
（
税
務
課
長
補
佐
兼
資
産

係
長
）
堀
勇
進
▽
保
険
健
康
課
長
兼
国
保
・
高
齢

者
医
療
係
長
事
務
取
扱
（
市
民
課
参
事
兼
年
金
係

長
）
吉
野
憲
之
▽
保
険
健
康
課
参
事
（
保
険
健
康

課
長
補
佐
）
坂
本
信
江
▽
人
権
・
同
和
対
策
課
長

（
竹
田
中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
兼
久
住
学

校
給
食
共
同
調
理
場
長
兼
直
入
学
校
給
食
共
同
調

理
場
長
）
井
上
隆
明
▽
社
会
福
祉
課
長
（
福
祉
事

務
所
長
）（
総
務
課
長
補
佐
兼
行
政
改
革
推
進
室
長

補
佐
兼
行
政
係
長
）
阿
南
秀
則
▽
社
会
福
祉
課
参

事
兼
竹
田
保
育
所
長
（
竹
田
保
育
所
長
）
佐
藤
美

紀
▽
高
齢
者
福
祉
課
長
（
建
設
課
参
事
兼
庶
務
係

長
）
岩
本
郁
▽
高
齢
者
福
祉
課
参
事
（
高
齢
者
福

祉
課
長
補
佐
）
甲
斐
香
代
子
▽
高
齢
者
福
祉
課
参

事
（
高
齢
者
福
祉
課
長
補
佐
）
渡
辺
由
美
子
▽
農

政
課
長
（
水
道
課
長
）
工
藤
両
一
▽
農
林
整
備
課
長

（
農
林
整
備
課
長
補
佐
兼
大
野
川
上
流
推
進
室
長
）

今
澤
盛
治
▽
農
林
整
備
課
参
事
兼
地
籍
調
査
係
長

（
農
林
整
備
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
兼
地
籍
調
査

係
長
）
安
藤
信
次
▽
商
工
観
光
課
長
兼
野
外
活
動

施
設
所
長
兼
瀧
廉
太
郎
記
念
館
長
兼
竹
田
温
泉
花

水
月
館
長
（
総
務
課
市
長
公
室
長
）
志
賀
郁
夫
▽

商
工
観
光
課
参
事
兼
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
所
長

（
文
化
財
課
長
補
佐
兼
文
化
財
係
長
兼
歴
史
資
料

館
次
長
兼
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
次
長
（
併
）
商
工

観
光
課
南
蛮
文
化
振
興
室
長
）
後
藤
篤
美
▽
建
設

課
長
（
農
林
整
備
課
長
）
志
賀
清
隆
▽
建
設
課
参

事
兼
玉
来
ダ
ム
・
中
九
州
横
断
道
路
推
進
対
策
室

長
（
環
境
衛
生
課
参
事
）
大
谷
恭
一
▽
上
下
水
道
課

長
（
水
道
課
長
補
佐
）
吉
良
栄
三
▽
上
下
水
道
課

参
事
兼
庶
務
係
長
（
水
道
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
）

衛
藤
洋
一
▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
（
会
計
課

参
事
）
工
藤
英
信
▽
会
計
課
参
事
兼
会
計
係
長
（
議

会
事
務
局
次
長
兼
議
事
係
長
）
柴
尾
浩
昭
▽
会
計

課
契
約
検
査
室
長
（
久
住
支
所
地
域
振
興
課
長
兼

会
計
課
久
住
分
室
長
（
併
）
久
住
学
校
給
食
共
同

調
理
場
次
長（
併
）選
挙
管
理
委
員
会
久
住
支
局
長
）

清
水
禎
治
▽
荻
支
所
長
（
荻
支
所
地
域
振
興
課
参

事
）
倉
原
邦
夫
▽
荻
支
所
地
域
振
興
課
長
兼
会
計

課
荻
分
室
長
兼
産
業
建
設
係
長
事
務
取
扱
（
併
）

生
涯
学
習
課
付
課
長
（
併
）
選
挙
管
理
委
員
会
荻

支
局
長
（
建
設
課
長
補
佐
兼
玉
来
ダ
ム
・
中
九
州

横
断
道
路
推
進
対
策
室
長
）
赤
木
宏
幸
▽
久
住
支

所
長
（
保
険
健
康
課
参
事
兼
国
保
・
高
齢
者
医
療

係
長
）
志
賀
良
雄
▽
久
住
支
所
地
域
振
興
課
長
兼

会
計
課
久
住
分
室
長
兼
産
業
建
設
係
長
事
務
取
扱

（
併
）
生
涯
学
習
課
付
課
長
（
併
）
久
住
学
校
給
食

共
同
調
理
場
次
長
（
併
）
選
挙
管
理
委
員
会
久
住

支
局
長
（
財
政
課
長
補
佐
兼
市
有
財
産
経
営
管
理

室
長
）
後
藤
惟
稔
▽
直
入
支
所
長
（
農
政
課
長
）
秦

博
典
▽
教
育
総
務
課
参
事
（
教
育
総
務
課
長
補
佐
）

後
藤
聡
▽
生
涯
学
習
課
長
兼
中
央
公
民
館
長
兼
佐

藤
義
美
記
念
館
長
兼
Ｂ
＆
Ｇ
直
入
海
洋
セ
ン
タ
ー

所
長
（
保
険
健
康
課
参
事
）
工
藤
哲
郎
▽
文
化
財

課
長
兼
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
歴
史
資
料

館
長
兼
文
化
財
係
長
事
務
取
扱
（
企
画
情
報
課
長
）

佐
伯
治
▽
竹
田
中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
兼

久
住
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
兼
直
入
学
校
給
食

共
同
調
理
場
長
（
総
務
課
付
課
長
）
後
藤
治
一
郎
▽

議
会
事
務
局
長
（
保
険
健
康
課
長
）
後
藤
新
一

■
課
長
補
佐

▽
総
務
課
市
長
公
室
長
兼
秘
書
広
報
係
長
（
財
政

課
長
補
佐
兼
財
政
係
長
）
熊
谷
芳
浩
▽
総
務
課
長

補
佐
兼
行
政
改
革
推
進
室
長
補
佐
兼
行
政
係
長
（
農

政
課
長
補
佐
兼
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
長
）
宮
成
公
一

郎
▽
総
務
課
長
補
佐
兼
行
政
改
革
推
進
室
長
補
佐

兼
職
員
係
長
（
企
画
情
報
課
長
補
佐
兼
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
推
進
室
長
）
渡
辺
良
夫
▽
総
務
課
防
災
危

機
管
理
官
（
消
防
署
久
住
副
分
署
長
）
佐
藤
浩
和

▽
企
画
情
報
課
長
補
佐
（
文
化
財
課
長
補
佐
兼
文

化
財
管
理
係
長
）
古
田
卓
▽
企
画
情
報
課
長
補
佐

兼
Ｔ
Ｏ
Ｐ
戦
略
推
進
室
長
（
企
画
情
報
課
主
幹
兼

農
村
回
帰
推
進
室
長
）
渡
部
哲
哉
▽
文
化
政
策
課

長
補
佐
（
生
涯
学
習
課
主
幹
）
廣
瀬
恵
三
▽
財
政

課
長
補
佐
兼
財
政
係
長
（
社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼

障
が
い
福
祉
係
長
）
筑
紫
聡
▽
社
会
福
祉
課
長
補

佐
兼
障
が
い
福
祉
係
長
（
竹
田
中
央
学
校
給
食
共

同
調
理
場
主
幹
兼
管
理
係
長
兼
久
住
学
校
給
食
共

同
調
理
場
次
長
兼
直
入
学
校
給
食
共
同
調
理
場
次

長
）
松
田
好
恵
▽
竹
田
保
育
所
主
幹
保
育
士
（
白

丹
保
育
所
主
幹
保
育
士
）
高
橋
は
つ
み
▽
竹
田
保

育
所
主
幹
保
育
士
（
竹
田
保
育
所
主
幹
保
育
士
・

係
長
級
）
工
藤
京
子
▽
高
齢
者
福
祉
課
長
補
佐
（
高

齢
者
福
祉
課
長
補
佐
兼
高
齢
者
支
援
係
長
）
大
濱

寿
賀
子
▽
農
政
課
長
補
佐
兼
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
長

（
総
務
課
長
補
佐
兼
職
員
係
長
）
坂
本
大
蔵
▽
農

政
課
畜
産
振
興
室
長
補
佐
（
農
政
課
畜
産
振
興
室

主
幹
）
若
杉
浩
司
▽
農
林
整
備
課
長
補
佐
兼
大
野

川
上
流
推
進
室
長
（
会
計
課
契
約
検
査
室
長
補
佐
）

古
澤
眞
治
▽
商
工
観
光
課
長
補
佐
兼
商
工
観
光
係

長
（
総
務
課
長
補
佐
兼
行
政
改
革
推
進
室
長
補
佐
）

阿
南
輝
明
▽
建
設
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
（
社
会

福
祉
課
長
補
佐
）
大
神
正
己
▽
上
下
水
道
課
長
補

佐
（
環
境
衛
生
課
長
補
佐
）
深
田
徹
▽
会
計
課
契

約
検
査
室
長
補
佐
（
教
育
総
務
課
長
補
佐
兼
施
設

管
理
係
長
）
甲
斐
孝
二
▽
学
校
教
育
課
長
補
佐
兼

教
育
指
導
係
長
（
学
校
教
育
課
主
幹
兼
教
育
指
導

係
長
）
大
塚
聡
子
▽
直
入
幼
稚
園
主
幹
教
諭
（
直

入
幼
稚
園
主
幹
教
諭
・
係
長
級
）
熊
谷
恵
津
子
▽

生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
係
長
兼
中
央
公

民
館
次
長
兼
佐
藤
義
美
記
念
館
次
長
（
商
工
観
光

課
長
補
佐
兼
商
工
観
光
係
長
）
足
立
達
哉
▽
議
会

事
務
局
次
長
兼
議
事
係
長
（
議
会
事
務
局
次
長
）

野
仲
芳
尊
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
兼
農
地
係

長
（
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
）
和
田
雪
子

■
係
長

▽
文
化
政
策
課
文
化
政
策
係
長
（
総
務
課
秘
書
広

報
係
長
）
江
渡
孝
行
▽
財
政
課
主
幹
兼
市
有
財
産

経
営
管
理
室
長
（
農
業
委
員
会
事
務
局
主
幹
兼
農

地
係
長
）
佐
藤
俊
郎
▽
税
務
課
主
幹
兼
資
産
係
長

（
建
設
課
主
幹
兼
玉
来
ダ
ム
・
中
九
州
横
断
道
路

推
進
対
策
室
係
長
）
加
藤
剛
▽
税
務
課
主
幹
兼
特

別
収
納
推
進
室
長
（
税
務
課
主
幹
兼
特
別
収
納
推

進
室
係
長
）
本
田
広
行
▽
市
民
課
主
幹
兼
環
境
衛

生
係
長
（
環
境
衛
生
課
主
幹
兼
環
境
衛
生
係
長
）

工
藤
正
蔵
▽
保
険
健
康
課
主
幹
（
保
険
健
康
課
主

幹
兼
健
康
増
進
係
長
）
吉
田
ま
り
子
▽
保
険
健
康

課
健
康
増
進
係
長
（
保
険
健
康
課
）
堀
田
貴
子
▽

社
会
福
祉
課
管
理
係
長
（
企
画
情
報
課
農
村
回
帰

推
進
室
係
長
）
羽
田
野
京
子
▽
竹
田
保
育
所
主
幹

保
育
士
（
竹
田
保
育
所
主
幹
保
育
士
）
阿
南
明
美

▽
竹
田
保
育
所
主
幹
兼
係
長
（
竹
田
保
育
所
）
菅

里
美
▽
高
齢
者
福
祉
課
主
幹
兼
高
齢
者
支
援
係
長

（
高
齢
者
福
祉
課
）
後
藤
眞
紀
▽
農
政
課
畜
産
振

興
室
主
幹
兼
係
長
（
農
政
課
）
佐
藤
正
見
▽
農
林

整
備
課
主
幹
兼
庶
務
係
長
（
生
涯
学
習
課
主
幹
兼

生
涯
学
習
係
長
兼
中
央
公
民
館
次
長
兼
竹
田
市
文

化
会
館
次
長
兼
佐
藤
義
美
記
念
館
次
長
）
橋
爪
妙

子
▽
建
設
課
道
路
管
理
係
長
（
会
計
課
会
計
係
長
）

藤
島
勲
▽
上
下
水
道
課
主
幹
兼
生
活
排
水
係
長
（
建

設
課
主
幹
兼
道
路
管
理
係
長
）
吉
野
忠
道
▽
上
下

水
道
課
主
幹
（
水
道
課
主
幹
兼
工
務
係
長
）
大
塚

幸
治
▽
上
下
水
道
課
主
幹
兼
工
務
係
長
（
水
道
課
）

齋
藤
誠
▽
荻
支
所
地
域
振
興
課
主
幹
兼
係
長
（
荻

支
所
地
域
振
興
課
）
小
出
紀
美
子
▽
直
入
支
所
地

域
振
興
課
主
幹
兼
市
民
係
長
兼
人
権
・
同
和
対
策

課
係
長
（
企
画
情
報
課
農
村
回
帰
推
進
担
当
）（
併
）

直
入
学
校
給
食
共
同
調
理
場
次
長
（
併
）
選
挙
管

理
委
員
会
直
入
支
局
次
長
（
農
政
課
畜
産
振
興
室

係
長
）
橋
本
一
彦
▽
教
育
総
務
課
施
設
管
理
係
長

（
社
会
福
祉
課
管
理
係
長
）
佐
藤
哲
也

■
一
般

▽
総
務
課
（
久
住
支
所
地
域
振
興
課
）
佐
藤
雅
子

▽
総
務
課
（
企
画
情
報
課
）
森
淳
史
▽
総
務
課
（
竹

田
保
育
所
）
繁
野
加
奈
▽
総
務
課
付
（
大
分
県
へ

派
遣
）（
生
涯
学
習
課
）
中
村
美
智
子
▽
企
画
情
報

課
（
農
林
整
備
課
）
山
村
明
▽
企
画
情
報
課
（
商
工

観
光
課
）井
野
輝
未
▽
文
化
政
策
課（
生
涯
学
習
課
）

中
島
亜
紀
子
▽
財
政
課
（
直
入
支
所
地
域
振
興
課
）

塩
手
大
史
▽
税
務
課
（
商
工
観
光
課
）
佐
藤
史
織

▽
市
民
課（
環
境
衛
生
課
）井
上
久
憲
▽
市
民
課（
環

境
衛
生
課
）
佐
田
達
也
▽
市
民
課
（
農
政
課
）
髙
本

輝
美
▽
保
険
健
康
課
（
竹
田
保
育
所
）
山
村
明
子

▽
保
険
健
康
課
（
税
務
課
）
加
藤
光
寿
▽
保
険
健

康
課
（
税
務
課
）
牛
尾
公
一
▽
保
険
健
康
課
（
高
齢

者
福
祉
課
）
大
津
愛
実
▽
社
会
福
祉
課
（
市
民
課
）

渡
邊
真
由
美
▽
白
丹
保
育
所
（
竹
田
保
育
所
）
福

澤
知
子
▽
農
政
課
（
総
務
課
付
）
野
仲
康
弘
▽
農

政
課
（
荻
支
所
地
域
振
興
課
）
下
田
哲
照
▽
農
政

課
畜
産
振
興
室
（
環
境
衛
生
課
）
古
澤
邦
利
▽
農

林
整
備
課
（
企
画
情
報
課
）
井
出
剛
▽
農
林
整
備

課
（
税
務
課
）
伊
東
豪
▽
農
林
整
備
課
（
建
設
課
）

上
野
裕
美
▽
商
工
観
光
課
（
総
務
課
）
丸
小
野
真

紀
▽
商
工
観
光
課
（
農
林
整
備
課
）
島
村
育
郎
▽

商
工
観
光
課
（
企
画
情
報
課
）
西
山
泰
輝
▽
建
設

課
（
農
政
課
）
山
口
浩
輔
▽
上
下
水
道
課
（
財
政
課
）

中
村
祐
二
▽
上
下
水
道
課
（
環
境
衛
生
課
）
佐
藤

光
裕
▽
上
下
水
道
課
（
水
道
課
）
渡
部
夕
樹
▽
上

下
水
道
課
（
水
道
課
）
井
上
千
賀
子
▽
上
下
水
道

課
（
水
道
課
）
吉
川
沙
央
里
▽
上
下
水
道
課
（
農
林

整
備
課
）
安
達
隆
文
▽
荻
支
所
地
域
振
興
課
（
農

林
整
備
課
）
黒
林
達
也
▽
荻
支
所
地
域
振
興
課
（
保

険
健
康
課
）
大
津
真
▽
久
住
支
所
地
域
振
興
課
（
保

険
健
康
課
）
柴
田
剛
志
▽
直
入
支
所
地
域
振
興
課

（
生
涯
学
習
課
）
廣
橋
秀
晃
▽
生
涯
学
習
課
（
水
道

課
）
後
藤
正
樹
▽
生
涯
学
習
課
（
久
住
支
所
地
域

振
興
課
）
足
達
京
悟
▽
生
涯
学
習
課
（
農
政
課
）
土

屋
剛
▽
生
涯
学
習
課
（
社
会
福
祉
課
）
波
多
野
瑞

恵
▽
議
会
事
務
局
（
高
齢
者
福
祉
課
付
）
久
保
芳

久
▽
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
併
）
監
査
事
務

局
（
荻
支
所
地
域
振
興
課
）
藤
原
み
ど
り
▽
農
業
委

員
会
事
務
局
（
直
入
支
所
地
域
振
興
課
）
工
藤
裕
崇

【
平
成
29
年
３
月
31
日
付
退
職
】

▽
釘
宮
恒
憲
（
消
防
長
）▽
本
郷
純
司
（
市
民
課
長
）

▽
工
藤
寛
治
（
人
権
・
同
和
対
策
課
長
）▽
野
田
道

人
（
社
会
福
祉
課
長
）▽
後
藤
俊
治
（
高
齢
者
福
祉

課
長
）▽
堀
慎
司
（
建
設
課
長
）▽
上
野
寿
雄
（
会

計
課
長
）▽
野
村
忠
（
会
計
課
契
約
検
査
室
長
）▽

佐
藤
洋
介
（
荻
支
所
長
）▽
荒
巻
英
俊
（
久
住
支
所

長
）▽
林
寿
徳
（
直
入
支
所
長
）▽
阿
南
光
記
（
荻

支
所
地
域
振
興
課
長
）▽
城
戸
誠
（
文
化
財
課
長
）

▽
津
島
一
登
（
生
涯
学
習
課
参
事
）▽
大
塚
斎
昭
（
生

涯
学
習
課
参
事
）▽
大
塚
直
広
（
議
会
事
務
局
長
）

▽
森
正
治
（
荻
支
所
地
域
振
興
課
長
補
佐
）▽
高
司

幸
明
（
久
住
支
所
地
域
振
興
課
長
補
佐
）▽
山
井
信

二
（
直
入
支
所
地
域
振
興
課
長
補
佐
）▽
赤
木
真
由

美
（
竹
田
保
育
所
主
幹
保
育
士
）▽
工
藤
松
男
（
環

境
衛
生
課
主
幹
）

【
平
成
29
年
４
月
１
日
付
新
採
用
】

▽
佐
藤
綾
（
文
化
政
策
課
）▽
荒
木
創
太
（
税
務
課
）

▽
足
立
久
知
（
税
務
課
）▽
倉
員
明
穂
（
社
会
福
祉

課
）▽
吉
野
順
子（
農
政
課
）▽
後
藤
卓
也（
建
設
課
）

▽
山
村
啓
太
郎
（
荻
支
所
地
域
振
興
課
）▽
岩
本
哲

尚
（
久
住
支
所
地
域
振
興
課
）▽
小
松
篤
史
（
文
化

財
課
）

 

竹
田
市
消
防
本
部
・
消
防
署
人
事
異
動

【
平
成
29
年
４
月
１
日
付
（

　）
内
は
旧
役
職
】

■
消
防
本
部
・
課
長

▽
消
防
長
・
任
消
防
司
令
長
（
防
災
危
機
管
理
官

（
併
）
消
防
本
部
付
課
長
）
工
藤
忠
孝
▽
消
防
本
部

次
長
兼
警
防
課
長
・
消
防
司
令
（
消
防
署
長
兼
警

防
課
長
・
消
防
司
令
）
工
藤
敦
▽
消
防
本
部
次
長

兼
庶
務
課
長
・
消
防
司
令
（
消
防
本
部
次
長
・
消
防

司
令
）
大
塚
正
三

■
消
防
本
部
・
係
長

▽
庶
務
課
庶
務
係
長
兼
経
理
係
長
・
消
防
司
令
補

（
庶
務
課
経
理
係
長
兼
消
防
団
係
長
・
消
防
司
令

補
）
大
久
保
正
光
▽
庶
務
課
消
防
団
係
長
・
消
防

司
令
補
（
庶
務
課
消
防
団
係
・
消
防
司
令
補
）
岩
屋

英
明

■
消
防
署
・
課
長

▽
消
防
署
長
・
消
防
司
令
（
当
直
司
令
・
消
防
司

令
）
志
賀
和
吉

■
消
防
署
・
課
長
補
佐

▽
久
住
分
署
副
分
署
長
・
消
防
司
令
（
当
直
副
司

令
・
消
防
司
令
）
飯
田
精
華
▽
総
務
課
防
災
危
機

管
理
官
（
久
住
分
署
副
分
署
長
・
消
防
司
令
）
佐
藤

浩
和

■
消
防
署
・
係
長

▽
消
防
署
消
防
・
調
査
・
通
信
係
長
・
消
防
司
令
補

（
救
急
係
長
・
消
防
司
令
補
）
中
村
良
太
▽
救
助
係

長
兼
当
直
長
・
消
防
司
令
補
（
久
住
分
署
・
消
防
司

令
補
）
内
那
洋
介
▽
救
急
係
長
・
消
防
司
令
補
（
消

防
署
救
急
係
・
消
防
司
令
補
）
後
藤
章
八

■
消
防
署
・
一
般

▽
久
住
分
署
・
消
防
士
長
（
消
防
署
救
急
係
・
消
防

士
長
）
阿
部
晋
一
郎
▽
消
防
署
救
助
係
・
消
防
士
長

（
消
防
本
部
警
防
係
・
消
防
士
長
）
足
達
大
輔
▽
久

住
分
署
・
消
防
士
長
（
消
防
署
調
査
係
・
消
防
士

長
）廣
岡
幸
三
▽
消
防
署
・
任
消
防
士
長（
消
防
署
・

消
防
副
士
長
）
麻
生
拓
児
▽
久
住
分
署
・
消
防
副

士
長
（
消
防
署
救
急
係
・
消
防
副
士
長
）
吉
川
両
介

▽
消
防
署
救
急
係
・
消
防
副
士
長
（
消
防
本
部
庶

務
課
付
・
消
防
副
士
長
）
志
賀
篤
▽
消
防
署
・
任
消

防
副
士
長
（
消
防
署
・
消
防
士
）
大
塚
健
人
▽
消
防

署
・
任
消
防
副
士
長
（
消
防
署
・
消
防
士
）
倉
野
逸

人
▽
消
防
署
救
急
係
・
消
防
副
士
長
（
久
住
分
署
・

消
防
副
士
長
）
佐
藤
愛
朗
▽
消
防
署
救
助
係
・
任

消
防
副
士
長
（
久
住
分
署
・
消
防
士
）
前
田
翔
▽
消

防
署
救
助
係
・
消
防
副
士
長
（
久
住
分
署
・
消
防
副

士
長
）
古
澤
淳
士
▽
久
住
分
署
・
消
防
士
（
消
防
署

通
信
係
・
消
防
士
）
加
藤
誠
也

【
平
成
29
年
４
月
１
日
付
新
採
用
】

▽
河
野
大
貴
（
消
防
本
部
庶
務
課
付
・
任
消
防
士
）

▽
今
澤
太
志
（
消
防
本
部
庶
務
課
付
・
任
消
防
士
）
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平
成
29
年
度
竹
田
市
人
事
異
動

平成29年度竹田市人事異動

【
平
成
29
年
４
月
１
日
付
（

　）
内
は
旧
役
職
】

■
課
長

▽
企
画
情
報
課
長
（
商
工
観
光
課
長
兼
野
外
活
動

施
設
所
長
兼
瀧
廉
太
郎
記
念
館
長
兼
竹
田
温
泉
花

水
月
館
長
）
工
藤
隆
浩
▽
文
化
政
策
課
長
（
生
涯

学
習
課
長
兼
中
央
公
民
館
長
兼
竹
田
市
文
化
会
館

長
兼
佐
藤
義
美
記
念
館
長
）
山
口
誠
▽
税
務
課
長

（
税
務
課
長
兼
特
別
収
納
推
進
室
長
）
相
馬
隆
英

▽
税
務
課
参
事
兼
管
理
係
長
（
税
務
課
長
補
佐
兼

管
理
係
長
）
菊
池
享
子
▽
市
民
課
長
兼
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
長
（
環
境
衛
生
課
長
）
菊
池
博
文
▽
市

民
課
参
事
兼
年
金
係
長
（
税
務
課
長
補
佐
兼
資
産

係
長
）
堀
勇
進
▽
保
険
健
康
課
長
兼
国
保
・
高
齢

者
医
療
係
長
事
務
取
扱
（
市
民
課
参
事
兼
年
金
係

長
）
吉
野
憲
之
▽
保
険
健
康
課
参
事
（
保
険
健
康

課
長
補
佐
）
坂
本
信
江
▽
人
権
・
同
和
対
策
課
長

（
竹
田
中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
兼
久
住
学

校
給
食
共
同
調
理
場
長
兼
直
入
学
校
給
食
共
同
調

理
場
長
）
井
上
隆
明
▽
社
会
福
祉
課
長
（
福
祉
事

務
所
長
）（
総
務
課
長
補
佐
兼
行
政
改
革
推
進
室
長

補
佐
兼
行
政
係
長
）
阿
南
秀
則
▽
社
会
福
祉
課
参

事
兼
竹
田
保
育
所
長
（
竹
田
保
育
所
長
）
佐
藤
美

紀
▽
高
齢
者
福
祉
課
長
（
建
設
課
参
事
兼
庶
務
係

長
）
岩
本
郁
▽
高
齢
者
福
祉
課
参
事
（
高
齢
者
福

祉
課
長
補
佐
）
甲
斐
香
代
子
▽
高
齢
者
福
祉
課
参

事
（
高
齢
者
福
祉
課
長
補
佐
）
渡
辺
由
美
子
▽
農

政
課
長
（
水
道
課
長
）
工
藤
両
一
▽
農
林
整
備
課
長

（
農
林
整
備
課
長
補
佐
兼
大
野
川
上
流
推
進
室
長
）

今
澤
盛
治
▽
農
林
整
備
課
参
事
兼
地
籍
調
査
係
長

（
農
林
整
備
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
兼
地
籍
調
査

係
長
）
安
藤
信
次
▽
商
工
観
光
課
長
兼
野
外
活
動

施
設
所
長
兼
瀧
廉
太
郎
記
念
館
長
兼
竹
田
温
泉
花

水
月
館
長
（
総
務
課
市
長
公
室
長
）
志
賀
郁
夫
▽

商
工
観
光
課
参
事
兼
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
所
長

（
文
化
財
課
長
補
佐
兼
文
化
財
係
長
兼
歴
史
資
料

館
次
長
兼
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
次
長
（
併
）
商
工

観
光
課
南
蛮
文
化
振
興
室
長
）
後
藤
篤
美
▽
建
設

課
長
（
農
林
整
備
課
長
）
志
賀
清
隆
▽
建
設
課
参

事
兼
玉
来
ダ
ム
・
中
九
州
横
断
道
路
推
進
対
策
室

長
（
環
境
衛
生
課
参
事
）
大
谷
恭
一
▽
上
下
水
道
課

長
（
水
道
課
長
補
佐
）
吉
良
栄
三
▽
上
下
水
道
課

参
事
兼
庶
務
係
長
（
水
道
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
）

衛
藤
洋
一
▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
（
会
計
課

参
事
）
工
藤
英
信
▽
会
計
課
参
事
兼
会
計
係
長
（
議

会
事
務
局
次
長
兼
議
事
係
長
）
柴
尾
浩
昭
▽
会
計

課
契
約
検
査
室
長
（
久
住
支
所
地
域
振
興
課
長
兼

会
計
課
久
住
分
室
長
（
併
）
久
住
学
校
給
食
共
同

調
理
場
次
長（
併
）選
挙
管
理
委
員
会
久
住
支
局
長
）

清
水
禎
治
▽
荻
支
所
長
（
荻
支
所
地
域
振
興
課
参

事
）
倉
原
邦
夫
▽
荻
支
所
地
域
振
興
課
長
兼
会
計

課
荻
分
室
長
兼
産
業
建
設
係
長
事
務
取
扱
（
併
）

生
涯
学
習
課
付
課
長
（
併
）
選
挙
管
理
委
員
会
荻

支
局
長
（
建
設
課
長
補
佐
兼
玉
来
ダ
ム
・
中
九
州

横
断
道
路
推
進
対
策
室
長
）
赤
木
宏
幸
▽
久
住
支

所
長
（
保
険
健
康
課
参
事
兼
国
保
・
高
齢
者
医
療

係
長
）
志
賀
良
雄
▽
久
住
支
所
地
域
振
興
課
長
兼

会
計
課
久
住
分
室
長
兼
産
業
建
設
係
長
事
務
取
扱

（
併
）
生
涯
学
習
課
付
課
長
（
併
）
久
住
学
校
給
食

共
同
調
理
場
次
長
（
併
）
選
挙
管
理
委
員
会
久
住

支
局
長
（
財
政
課
長
補
佐
兼
市
有
財
産
経
営
管
理

室
長
）
後
藤
惟
稔
▽
直
入
支
所
長
（
農
政
課
長
）
秦

博
典
▽
教
育
総
務
課
参
事
（
教
育
総
務
課
長
補
佐
）

後
藤
聡
▽
生
涯
学
習
課
長
兼
中
央
公
民
館
長
兼
佐

藤
義
美
記
念
館
長
兼
Ｂ
＆
Ｇ
直
入
海
洋
セ
ン
タ
ー

所
長
（
保
険
健
康
課
参
事
）
工
藤
哲
郎
▽
文
化
財

課
長
兼
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
歴
史
資
料

館
長
兼
文
化
財
係
長
事
務
取
扱
（
企
画
情
報
課
長
）

佐
伯
治
▽
竹
田
中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
兼

久
住
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
兼
直
入
学
校
給
食

共
同
調
理
場
長
（
総
務
課
付
課
長
）
後
藤
治
一
郎
▽

議
会
事
務
局
長
（
保
険
健
康
課
長
）
後
藤
新
一

■
課
長
補
佐

▽
総
務
課
市
長
公
室
長
兼
秘
書
広
報
係
長
（
財
政

課
長
補
佐
兼
財
政
係
長
）
熊
谷
芳
浩
▽
総
務
課
長

補
佐
兼
行
政
改
革
推
進
室
長
補
佐
兼
行
政
係
長
（
農

政
課
長
補
佐
兼
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
長
）
宮
成
公
一

郎
▽
総
務
課
長
補
佐
兼
行
政
改
革
推
進
室
長
補
佐

兼
職
員
係
長
（
企
画
情
報
課
長
補
佐
兼
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
推
進
室
長
）
渡
辺
良
夫
▽
総
務
課
防
災
危

機
管
理
官
（
消
防
署
久
住
副
分
署
長
）
佐
藤
浩
和

▽
企
画
情
報
課
長
補
佐
（
文
化
財
課
長
補
佐
兼
文

化
財
管
理
係
長
）
古
田
卓
▽
企
画
情
報
課
長
補
佐

兼
Ｔ
Ｏ
Ｐ
戦
略
推
進
室
長
（
企
画
情
報
課
主
幹
兼

農
村
回
帰
推
進
室
長
）
渡
部
哲
哉
▽
文
化
政
策
課

長
補
佐
（
生
涯
学
習
課
主
幹
）
廣
瀬
恵
三
▽
財
政

課
長
補
佐
兼
財
政
係
長
（
社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼

障
が
い
福
祉
係
長
）
筑
紫
聡
▽
社
会
福
祉
課
長
補

佐
兼
障
が
い
福
祉
係
長
（
竹
田
中
央
学
校
給
食
共

同
調
理
場
主
幹
兼
管
理
係
長
兼
久
住
学
校
給
食
共

同
調
理
場
次
長
兼
直
入
学
校
給
食
共
同
調
理
場
次

長
）
松
田
好
恵
▽
竹
田
保
育
所
主
幹
保
育
士
（
白

丹
保
育
所
主
幹
保
育
士
）
高
橋
は
つ
み
▽
竹
田
保

育
所
主
幹
保
育
士
（
竹
田
保
育
所
主
幹
保
育
士
・

係
長
級
）
工
藤
京
子
▽
高
齢
者
福
祉
課
長
補
佐
（
高

齢
者
福
祉
課
長
補
佐
兼
高
齢
者
支
援
係
長
）
大
濱

寿
賀
子
▽
農
政
課
長
補
佐
兼
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
長

（
総
務
課
長
補
佐
兼
職
員
係
長
）
坂
本
大
蔵
▽
農

政
課
畜
産
振
興
室
長
補
佐
（
農
政
課
畜
産
振
興
室

主
幹
）
若
杉
浩
司
▽
農
林
整
備
課
長
補
佐
兼
大
野

川
上
流
推
進
室
長
（
会
計
課
契
約
検
査
室
長
補
佐
）

古
澤
眞
治
▽
商
工
観
光
課
長
補
佐
兼
商
工
観
光
係

長
（
総
務
課
長
補
佐
兼
行
政
改
革
推
進
室
長
補
佐
）

阿
南
輝
明
▽
建
設
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
（
社
会

福
祉
課
長
補
佐
）
大
神
正
己
▽
上
下
水
道
課
長
補

佐
（
環
境
衛
生
課
長
補
佐
）
深
田
徹
▽
会
計
課
契

約
検
査
室
長
補
佐
（
教
育
総
務
課
長
補
佐
兼
施
設

管
理
係
長
）
甲
斐
孝
二
▽
学
校
教
育
課
長
補
佐
兼

教
育
指
導
係
長
（
学
校
教
育
課
主
幹
兼
教
育
指
導

係
長
）
大
塚
聡
子
▽
直
入
幼
稚
園
主
幹
教
諭
（
直

入
幼
稚
園
主
幹
教
諭
・
係
長
級
）
熊
谷
恵
津
子
▽

生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
係
長
兼
中
央
公

民
館
次
長
兼
佐
藤
義
美
記
念
館
次
長
（
商
工
観
光

課
長
補
佐
兼
商
工
観
光
係
長
）
足
立
達
哉
▽
議
会

事
務
局
次
長
兼
議
事
係
長
（
議
会
事
務
局
次
長
）

野
仲
芳
尊
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
兼
農
地
係

長
（
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
）
和
田
雪
子

■
係
長

▽
文
化
政
策
課
文
化
政
策
係
長
（
総
務
課
秘
書
広

報
係
長
）
江
渡
孝
行
▽
財
政
課
主
幹
兼
市
有
財
産

経
営
管
理
室
長
（
農
業
委
員
会
事
務
局
主
幹
兼
農

地
係
長
）
佐
藤
俊
郎
▽
税
務
課
主
幹
兼
資
産
係
長

（
建
設
課
主
幹
兼
玉
来
ダ
ム
・
中
九
州
横
断
道
路

推
進
対
策
室
係
長
）
加
藤
剛
▽
税
務
課
主
幹
兼
特

別
収
納
推
進
室
長
（
税
務
課
主
幹
兼
特
別
収
納
推

進
室
係
長
）
本
田
広
行
▽
市
民
課
主
幹
兼
環
境
衛

生
係
長
（
環
境
衛
生
課
主
幹
兼
環
境
衛
生
係
長
）

工
藤
正
蔵
▽
保
険
健
康
課
主
幹
（
保
険
健
康
課
主

幹
兼
健
康
増
進
係
長
）
吉
田
ま
り
子
▽
保
険
健
康

課
健
康
増
進
係
長
（
保
険
健
康
課
）
堀
田
貴
子
▽

社
会
福
祉
課
管
理
係
長
（
企
画
情
報
課
農
村
回
帰

推
進
室
係
長
）
羽
田
野
京
子
▽
竹
田
保
育
所
主
幹

保
育
士
（
竹
田
保
育
所
主
幹
保
育
士
）
阿
南
明
美

▽
竹
田
保
育
所
主
幹
兼
係
長
（
竹
田
保
育
所
）
菅

里
美
▽
高
齢
者
福
祉
課
主
幹
兼
高
齢
者
支
援
係
長

（
高
齢
者
福
祉
課
）
後
藤
眞
紀
▽
農
政
課
畜
産
振

興
室
主
幹
兼
係
長
（
農
政
課
）
佐
藤
正
見
▽
農
林

整
備
課
主
幹
兼
庶
務
係
長
（
生
涯
学
習
課
主
幹
兼

生
涯
学
習
係
長
兼
中
央
公
民
館
次
長
兼
竹
田
市
文

化
会
館
次
長
兼
佐
藤
義
美
記
念
館
次
長
）
橋
爪
妙

子
▽
建
設
課
道
路
管
理
係
長
（
会
計
課
会
計
係
長
）

藤
島
勲
▽
上
下
水
道
課
主
幹
兼
生
活
排
水
係
長
（
建

設
課
主
幹
兼
道
路
管
理
係
長
）
吉
野
忠
道
▽
上
下

水
道
課
主
幹
（
水
道
課
主
幹
兼
工
務
係
長
）
大
塚

幸
治
▽
上
下
水
道
課
主
幹
兼
工
務
係
長
（
水
道
課
）

齋
藤
誠
▽
荻
支
所
地
域
振
興
課
主
幹
兼
係
長
（
荻

支
所
地
域
振
興
課
）
小
出
紀
美
子
▽
直
入
支
所
地

域
振
興
課
主
幹
兼
市
民
係
長
兼
人
権
・
同
和
対
策

課
係
長
（
企
画
情
報
課
農
村
回
帰
推
進
担
当
）（
併
）

直
入
学
校
給
食
共
同
調
理
場
次
長
（
併
）
選
挙
管

理
委
員
会
直
入
支
局
次
長
（
農
政
課
畜
産
振
興
室

係
長
）
橋
本
一
彦
▽
教
育
総
務
課
施
設
管
理
係
長

（
社
会
福
祉
課
管
理
係
長
）
佐
藤
哲
也

■
一
般

▽
総
務
課
（
久
住
支
所
地
域
振
興
課
）
佐
藤
雅
子

▽
総
務
課
（
企
画
情
報
課
）
森
淳
史
▽
総
務
課
（
竹

田
保
育
所
）
繁
野
加
奈
▽
総
務
課
付
（
大
分
県
へ

派
遣
）（
生
涯
学
習
課
）
中
村
美
智
子
▽
企
画
情
報

課
（
農
林
整
備
課
）
山
村
明
▽
企
画
情
報
課
（
商
工

観
光
課
）井
野
輝
未
▽
文
化
政
策
課（
生
涯
学
習
課
）

中
島
亜
紀
子
▽
財
政
課
（
直
入
支
所
地
域
振
興
課
）

塩
手
大
史
▽
税
務
課
（
商
工
観
光
課
）
佐
藤
史
織

▽
市
民
課（
環
境
衛
生
課
）井
上
久
憲
▽
市
民
課（
環

境
衛
生
課
）
佐
田
達
也
▽
市
民
課
（
農
政
課
）
髙
本

輝
美
▽
保
険
健
康
課
（
竹
田
保
育
所
）
山
村
明
子

▽
保
険
健
康
課
（
税
務
課
）
加
藤
光
寿
▽
保
険
健

康
課
（
税
務
課
）
牛
尾
公
一
▽
保
険
健
康
課
（
高
齢

者
福
祉
課
）
大
津
愛
実
▽
社
会
福
祉
課
（
市
民
課
）

渡
邊
真
由
美
▽
白
丹
保
育
所
（
竹
田
保
育
所
）
福

澤
知
子
▽
農
政
課
（
総
務
課
付
）
野
仲
康
弘
▽
農

政
課
（
荻
支
所
地
域
振
興
課
）
下
田
哲
照
▽
農
政

課
畜
産
振
興
室
（
環
境
衛
生
課
）
古
澤
邦
利
▽
農

林
整
備
課
（
企
画
情
報
課
）
井
出
剛
▽
農
林
整
備

課
（
税
務
課
）
伊
東
豪
▽
農
林
整
備
課
（
建
設
課
）

上
野
裕
美
▽
商
工
観
光
課
（
総
務
課
）
丸
小
野
真

紀
▽
商
工
観
光
課
（
農
林
整
備
課
）
島
村
育
郎
▽

商
工
観
光
課
（
企
画
情
報
課
）
西
山
泰
輝
▽
建
設

課
（
農
政
課
）
山
口
浩
輔
▽
上
下
水
道
課
（
財
政
課
）

中
村
祐
二
▽
上
下
水
道
課
（
環
境
衛
生
課
）
佐
藤

光
裕
▽
上
下
水
道
課
（
水
道
課
）
渡
部
夕
樹
▽
上

下
水
道
課
（
水
道
課
）
井
上
千
賀
子
▽
上
下
水
道

課
（
水
道
課
）
吉
川
沙
央
里
▽
上
下
水
道
課
（
農
林

整
備
課
）
安
達
隆
文
▽
荻
支
所
地
域
振
興
課
（
農

林
整
備
課
）
黒
林
達
也
▽
荻
支
所
地
域
振
興
課
（
保

険
健
康
課
）
大
津
真
▽
久
住
支
所
地
域
振
興
課
（
保

険
健
康
課
）
柴
田
剛
志
▽
直
入
支
所
地
域
振
興
課

（
生
涯
学
習
課
）
廣
橋
秀
晃
▽
生
涯
学
習
課
（
水
道

課
）
後
藤
正
樹
▽
生
涯
学
習
課
（
久
住
支
所
地
域

振
興
課
）
足
達
京
悟
▽
生
涯
学
習
課
（
農
政
課
）
土

屋
剛
▽
生
涯
学
習
課
（
社
会
福
祉
課
）
波
多
野
瑞

恵
▽
議
会
事
務
局
（
高
齢
者
福
祉
課
付
）
久
保
芳

久
▽
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
併
）
監
査
事
務

局
（
荻
支
所
地
域
振
興
課
）
藤
原
み
ど
り
▽
農
業
委

員
会
事
務
局
（
直
入
支
所
地
域
振
興
課
）
工
藤
裕
崇

【
平
成
29
年
３
月
31
日
付
退
職
】

▽
釘
宮
恒
憲
（
消
防
長
）▽
本
郷
純
司
（
市
民
課
長
）

▽
工
藤
寛
治
（
人
権
・
同
和
対
策
課
長
）▽
野
田
道

人
（
社
会
福
祉
課
長
）▽
後
藤
俊
治
（
高
齢
者
福
祉

課
長
）▽
堀
慎
司
（
建
設
課
長
）▽
上
野
寿
雄
（
会

計
課
長
）▽
野
村
忠
（
会
計
課
契
約
検
査
室
長
）▽

佐
藤
洋
介
（
荻
支
所
長
）▽
荒
巻
英
俊
（
久
住
支
所

長
）▽
林
寿
徳
（
直
入
支
所
長
）▽
阿
南
光
記
（
荻

支
所
地
域
振
興
課
長
）▽
城
戸
誠
（
文
化
財
課
長
）

▽
津
島
一
登
（
生
涯
学
習
課
参
事
）▽
大
塚
斎
昭
（
生

涯
学
習
課
参
事
）▽
大
塚
直
広
（
議
会
事
務
局
長
）

▽
森
正
治
（
荻
支
所
地
域
振
興
課
長
補
佐
）▽
高
司

幸
明
（
久
住
支
所
地
域
振
興
課
長
補
佐
）▽
山
井
信

二
（
直
入
支
所
地
域
振
興
課
長
補
佐
）▽
赤
木
真
由

美
（
竹
田
保
育
所
主
幹
保
育
士
）▽
工
藤
松
男
（
環

境
衛
生
課
主
幹
）

【
平
成
29
年
４
月
１
日
付
新
採
用
】

▽
佐
藤
綾
（
文
化
政
策
課
）▽
荒
木
創
太
（
税
務
課
）

▽
足
立
久
知
（
税
務
課
）▽
倉
員
明
穂
（
社
会
福
祉

課
）▽
吉
野
順
子（
農
政
課
）▽
後
藤
卓
也（
建
設
課
）

▽
山
村
啓
太
郎
（
荻
支
所
地
域
振
興
課
）▽
岩
本
哲

尚
（
久
住
支
所
地
域
振
興
課
）▽
小
松
篤
史
（
文
化

財
課
）

 

竹
田
市
消
防
本
部
・
消
防
署
人
事
異
動

【
平
成
29
年
４
月
１
日
付
（

　）
内
は
旧
役
職
】

■
消
防
本
部
・
課
長

▽
消
防
長
・
任
消
防
司
令
長
（
防
災
危
機
管
理
官

（
併
）
消
防
本
部
付
課
長
）
工
藤
忠
孝
▽
消
防
本
部

次
長
兼
警
防
課
長
・
消
防
司
令
（
消
防
署
長
兼
警

防
課
長
・
消
防
司
令
）
工
藤
敦
▽
消
防
本
部
次
長

兼
庶
務
課
長
・
消
防
司
令
（
消
防
本
部
次
長
・
消
防

司
令
）
大
塚
正
三

■
消
防
本
部
・
係
長

▽
庶
務
課
庶
務
係
長
兼
経
理
係
長
・
消
防
司
令
補

（
庶
務
課
経
理
係
長
兼
消
防
団
係
長
・
消
防
司
令

補
）
大
久
保
正
光
▽
庶
務
課
消
防
団
係
長
・
消
防

司
令
補
（
庶
務
課
消
防
団
係
・
消
防
司
令
補
）
岩
屋

英
明

■
消
防
署
・
課
長

▽
消
防
署
長
・
消
防
司
令
（
当
直
司
令
・
消
防
司

令
）
志
賀
和
吉

■
消
防
署
・
課
長
補
佐

▽
久
住
分
署
副
分
署
長
・
消
防
司
令
（
当
直
副
司

令
・
消
防
司
令
）
飯
田
精
華
▽
総
務
課
防
災
危
機

管
理
官
（
久
住
分
署
副
分
署
長
・
消
防
司
令
）
佐
藤

浩
和

■
消
防
署
・
係
長

▽
消
防
署
消
防
・
調
査
・
通
信
係
長
・
消
防
司
令
補

（
救
急
係
長
・
消
防
司
令
補
）
中
村
良
太
▽
救
助
係

長
兼
当
直
長
・
消
防
司
令
補
（
久
住
分
署
・
消
防
司

令
補
）
内
那
洋
介
▽
救
急
係
長
・
消
防
司
令
補
（
消

防
署
救
急
係
・
消
防
司
令
補
）
後
藤
章
八

■
消
防
署
・
一
般

▽
久
住
分
署
・
消
防
士
長
（
消
防
署
救
急
係
・
消
防

士
長
）
阿
部
晋
一
郎
▽
消
防
署
救
助
係
・
消
防
士
長

（
消
防
本
部
警
防
係
・
消
防
士
長
）
足
達
大
輔
▽
久

住
分
署
・
消
防
士
長
（
消
防
署
調
査
係
・
消
防
士

長
）廣
岡
幸
三
▽
消
防
署
・
任
消
防
士
長（
消
防
署
・

消
防
副
士
長
）
麻
生
拓
児
▽
久
住
分
署
・
消
防
副

士
長
（
消
防
署
救
急
係
・
消
防
副
士
長
）
吉
川
両
介

▽
消
防
署
救
急
係
・
消
防
副
士
長
（
消
防
本
部
庶

務
課
付
・
消
防
副
士
長
）
志
賀
篤
▽
消
防
署
・
任
消

防
副
士
長
（
消
防
署
・
消
防
士
）
大
塚
健
人
▽
消
防

署
・
任
消
防
副
士
長
（
消
防
署
・
消
防
士
）
倉
野
逸

人
▽
消
防
署
救
急
係
・
消
防
副
士
長
（
久
住
分
署
・

消
防
副
士
長
）
佐
藤
愛
朗
▽
消
防
署
救
助
係
・
任

消
防
副
士
長
（
久
住
分
署
・
消
防
士
）
前
田
翔
▽
消

防
署
救
助
係
・
消
防
副
士
長
（
久
住
分
署
・
消
防
副

士
長
）
古
澤
淳
士
▽
久
住
分
署
・
消
防
士
（
消
防
署

通
信
係
・
消
防
士
）
加
藤
誠
也

【
平
成
29
年
４
月
１
日
付
新
採
用
】

▽
河
野
大
貴
（
消
防
本
部
庶
務
課
付
・
任
消
防
士
）

▽
今
澤
太
志
（
消
防
本
部
庶
務
課
付
・
任
消
防
士
）
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選　挙 監査公表

■
共
通
事
項

　
財
務
事
務
に
関
す
る
監
査
に
つ

い
て
は
事
前
に
精
査
を
し
、
監
査
当

日
は
証
書
類
及
び
そ
の
他
関
係
書

類
等
の
審
査
を
行
い
、
処
理
に
つ
い

て
修
正
が
必
要
な
箇
所
は
改
善
す

る
よ
う
指
摘
し
た
。

  

市
長
部
局

■
契
約
検
査
室

　
公
共
工
事
の
適
切
な
執
行
と
品

質
の
確
保
を
引
き
続
き
図
る
と
と

も
に
、
物
品
や
業
務
委
託
の
入
札
事

務
や
建
築
工
事
の
検
査
処
理
に
つ
い

て
も
事
務
手
続
き
の
適
正
を
さ
ら

に
推
進
・
指
導
さ
れ
る
こ
と
を
要
望

す
る
。

■
消
防
本
部

　
市
民
が
安
全
で
安
心
な
生
活
が
維

持
で
き
る
よ
う
火
災
や
緊
急
業
務
等

に
お
い
て
、
引
き
続
き
的
確
・
迅
速

な
対
応
が
図
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

併
せ
て
、
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
予

防
業
務
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要

望
す
る
。

■
保
険
健
康
課

　
地
域
医
療
体
制
（
二
次
救
急
医

療
・
耳
鼻
咽
喉
科
・
こ
ど
も
診
療
所

等
）
も
充
実
し
て
き
た
。
引
き
続
き

健
康
、
母
子
保
健
、
食
育
事
業
等
の

推
進
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
要

望
す
る
。

　「
大
分
県
国
保
地
域
医
療
学
会
」

に
お
い
て
、
竹
田
市
の
健
康
づ
く
り

組
織
活
動
の
取
り
組
み
と
成
果
が

高
く
評
価
さ
れ
た
。
健
康
寿
命
を

延
ば
す
「
一
人
一
組
織
」
の
目
標
に

向
け
て
さ
ら
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

　
国
保
運
営
の
安
定
化
の
た
め
に
、

医
療
費
の
適
正
化
等
の
取
り
組
み

と
国
保
税
の
収
納
率
の
向
上
に
努

め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
企
画
情
報
課

　
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
農
村
回

帰
の
推
進
に
、
全
庁
体
制
と
市
民

参
加
の
も
と
で
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
、
竹
田
市
の
活
性
が
図
ら
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
告
知
放
送

は
、
引
き
続
き
市
民
が
親
し
み
元
気

が
で
る
内
容
の
展
開
を
図
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

■
商
工
観
光
課

　
地
域
の
安
定
的
・
継
続
的
な
雇

用
の
創
出
と
商
工
業
及
び
観
光
の

振
興
に
関
係
機
関
と
連
携
し
て
事

業
の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、
地
域
経
済
の
活
性
が
図
ら
れ
る

こ
と
を
要
望
す
る
。

　
ま
た
、
各
種
団
体
等
へ
の
補
助

（
助
成
）
事
業
に
つ
い
て
は
、
成
果

を
十
分
検
証
さ
れ
る
よ
う
要
望
す

る
。

竹
田
市
監
査
委
員

　
　

佐

　伯

　次

　人

森

　
　
　哲

　秀

　地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
28
年
12
月
か
ら
平
成

29
年
１
月
ま
で
の
各
月
に
お
い
て
、
市
長
部
局
、
教
育
委
員
会
及
び
農
業
委

員
会
事
務
局
の
監
査
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

監
査
公
表

■
総
務
課
・
行
革
推
進
室

　
竹
田
市
職
員
人
材
育
成
基
本
方

針
に
基
づ
く
各
種
研
修
の
実
施
に

よ
っ
て
人
材
育
成
を
図
り
、
市
民
の

信
託
に
応
え
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
竹
田
市
第
３
次
行
革
大
綱
（
27

年
度
〜
31
年
度
）
の
推
進
を
職
員
一

人
ひ
と
り
が
共
有
す
る
と
と
も
に
、

事
務
事
業
見
直
し
・
改
善
を
図
る

中
で
、
市
民
が
求
め
る
公
共
サ
ー
ビ

ス
が
安
定
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
一

層
の
取
り
組
み
を
要
望
す
る
。

  

教
育
委
員
会

■
文
化
財
課

　
岡
城
跡
の
保
存
整
備
等
を
公
開

と
利
活
用
を
視
野
に
引
き
続
き
取

り
組
ま
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

　
新
歴
史
資
料
館
の
建
設
に
お
い

て
は
、
岡
城
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

の
機
能
を
含
め
、
十
分
な
検
討
を

図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
歴
史
資
料
館

　
歴
史
資
料
の
収
集
・
整
理
・
保
存

に
引
き
続
き
努
め
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
調
査
・
研
究
を
深
め
、
展

示
・
講
座
等
の
普
及
活
動
を
更
に
推

進
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
生
涯
学
習
課

　
生
涯
学
習
及
び
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
お
い
て
、
市
民
が
学
び
活
動
を
続

け
て
い
け
る
よ
う
各
種
事
業
に
取

り
組
ま
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。
新

文
化
会
館
は
平
成
30
年
秋
の
開
館

に
向
け
て
建
設
が
進
ん
で
い
る
。
文

化
活
動
な
ど
幅
広
く
市
民
に
活
用

さ
れ
る
よ
う
十
分
な
開
館
準
備
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
荻
・
久
住
・
直
入
の
教
育
係
に
お

い
て
は
、
各
地
域
の
活
動
拠
点
と
し

て
、
市
民
に
活
気
が
出
る
よ
う
に
特

色
あ
る
事
業
展
開
を
さ
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

  

農
業
委
員
会
事
務
局

　
国
等
の
農
業
施
策
（
制
度
）
を

注
視
し
情
報
の
収
集
と
提
供
を
し

て
、
竹
田
市
の
農
業
振
興
に
お
け

る
農
業
委
員
会
活
動
が
一
層
活
性

化
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

「明日へつなげる一票を」

竹田市長選挙・竹田市議会議員選挙の
投票日は４月16日です。

●告  示  日 ４月９日（日）
●投票日時 ４月16日（日）  午前７時～午後６時
●開票日時 ４月16日（日）  午後８時
●開票場所 竹田市総合社会福祉センター

◇ 入場整理券
　入場整理券は郵送しますので、投票所の受付係
に提出してください。
　なお、紛失した場合でも投票所で本人確認のう
え再発行し、投票することができます。

◇ 投票の方法
　投票の順序は、最初に市長選挙の投票、次に市
議会議員選挙の投票を行います。

１．期日前投票
　期日前投票や不在者投票、点字投票は、候補者
の氏名を書いて投票します。（記名式投票）
　入場整理券が届いている場合は投票の際にご
持参ください。市内４投票所、どこでも投票で
きます。

　　◇期間　　４月10日（月）～15日（土）
　　◇時間　　午前８時30分～午後８時
　　◇場所　　・竹田市役所３階会議室
　　　　　　　・荻総合福祉健康センター
　　　　　　　　会議室
　　　　　　　・久住支所１階ホール
　　　　　　　・直入支所大会議室

２．当日投票
　入場整理券に記載されている投票所で、決めら
れた時間内に投票してください。

　　　その他の投票所では投票できません。

○市長選挙は、記号式投票です。
　投票用紙に印刷されている候補者氏名の上の「〇を
つける欄」に、備え付けのスタンパーで○印をつけて
投票します。

※注） 備え付けのスタンパー以外で記載された票は
　　　 無効になります。

○市議会議員選挙は、記名式投票です。
　投票用紙に、候補者の氏名を書いてください。

●お問い合せ
　竹田市選挙管理委員会事務局
　☎63-1111（内線360・330）　☎63-4814（直通）
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選　挙 監査公表

■
共
通
事
項

　
財
務
事
務
に
関
す
る
監
査
に
つ

い
て
は
事
前
に
精
査
を
し
、
監
査
当

日
は
証
書
類
及
び
そ
の
他
関
係
書

類
等
の
審
査
を
行
い
、
処
理
に
つ
い

て
修
正
が
必
要
な
箇
所
は
改
善
す

る
よ
う
指
摘
し
た
。

  

市
長
部
局

■
契
約
検
査
室

　
公
共
工
事
の
適
切
な
執
行
と
品

質
の
確
保
を
引
き
続
き
図
る
と
と

も
に
、
物
品
や
業
務
委
託
の
入
札
事

務
や
建
築
工
事
の
検
査
処
理
に
つ
い

て
も
事
務
手
続
き
の
適
正
を
さ
ら

に
推
進
・
指
導
さ
れ
る
こ
と
を
要
望

す
る
。

■
消
防
本
部

　
市
民
が
安
全
で
安
心
な
生
活
が
維

持
で
き
る
よ
う
火
災
や
緊
急
業
務
等

に
お
い
て
、
引
き
続
き
的
確
・
迅
速

な
対
応
が
図
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

併
せ
て
、
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
予

防
業
務
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要

望
す
る
。

■
保
険
健
康
課

　
地
域
医
療
体
制
（
二
次
救
急
医

療
・
耳
鼻
咽
喉
科
・
こ
ど
も
診
療
所

等
）
も
充
実
し
て
き
た
。
引
き
続
き

健
康
、
母
子
保
健
、
食
育
事
業
等
の

推
進
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
要

望
す
る
。

　「
大
分
県
国
保
地
域
医
療
学
会
」

に
お
い
て
、
竹
田
市
の
健
康
づ
く
り

組
織
活
動
の
取
り
組
み
と
成
果
が

高
く
評
価
さ
れ
た
。
健
康
寿
命
を

延
ば
す
「
一
人
一
組
織
」
の
目
標
に

向
け
て
さ
ら
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

　
国
保
運
営
の
安
定
化
の
た
め
に
、

医
療
費
の
適
正
化
等
の
取
り
組
み

と
国
保
税
の
収
納
率
の
向
上
に
努

め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
企
画
情
報
課

　
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
農
村
回

帰
の
推
進
に
、
全
庁
体
制
と
市
民

参
加
の
も
と
で
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
、
竹
田
市
の
活
性
が
図
ら
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
告
知
放
送

は
、
引
き
続
き
市
民
が
親
し
み
元
気

が
で
る
内
容
の
展
開
を
図
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

■
商
工
観
光
課

　
地
域
の
安
定
的
・
継
続
的
な
雇

用
の
創
出
と
商
工
業
及
び
観
光
の

振
興
に
関
係
機
関
と
連
携
し
て
事

業
の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、
地
域
経
済
の
活
性
が
図
ら
れ
る

こ
と
を
要
望
す
る
。

　
ま
た
、
各
種
団
体
等
へ
の
補
助

（
助
成
）
事
業
に
つ
い
て
は
、
成
果

を
十
分
検
証
さ
れ
る
よ
う
要
望
す

る
。

竹
田
市
監
査
委
員

　
　

佐

　伯

　次

　人

森

　
　
　哲

　秀

　地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
28
年
12
月
か
ら
平
成

29
年
１
月
ま
で
の
各
月
に
お
い
て
、
市
長
部
局
、
教
育
委
員
会
及
び
農
業
委

員
会
事
務
局
の
監
査
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

監
査
公
表

■
総
務
課
・
行
革
推
進
室

　
竹
田
市
職
員
人
材
育
成
基
本
方

針
に
基
づ
く
各
種
研
修
の
実
施
に

よ
っ
て
人
材
育
成
を
図
り
、
市
民
の

信
託
に
応
え
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
竹
田
市
第
３
次
行
革
大
綱
（
27

年
度
〜
31
年
度
）
の
推
進
を
職
員
一

人
ひ
と
り
が
共
有
す
る
と
と
も
に
、

事
務
事
業
見
直
し
・
改
善
を
図
る

中
で
、
市
民
が
求
め
る
公
共
サ
ー
ビ

ス
が
安
定
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
一

層
の
取
り
組
み
を
要
望
す
る
。

  

教
育
委
員
会

■
文
化
財
課

　
岡
城
跡
の
保
存
整
備
等
を
公
開

と
利
活
用
を
視
野
に
引
き
続
き
取

り
組
ま
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

　
新
歴
史
資
料
館
の
建
設
に
お
い

て
は
、
岡
城
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

の
機
能
を
含
め
、
十
分
な
検
討
を

図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
歴
史
資
料
館

　
歴
史
資
料
の
収
集
・
整
理
・
保
存

に
引
き
続
き
努
め
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
調
査
・
研
究
を
深
め
、
展

示
・
講
座
等
の
普
及
活
動
を
更
に
推

進
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
生
涯
学
習
課

　
生
涯
学
習
及
び
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
お
い
て
、
市
民
が
学
び
活
動
を
続

け
て
い
け
る
よ
う
各
種
事
業
に
取

り
組
ま
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。
新

文
化
会
館
は
平
成
30
年
秋
の
開
館

に
向
け
て
建
設
が
進
ん
で
い
る
。
文

化
活
動
な
ど
幅
広
く
市
民
に
活
用

さ
れ
る
よ
う
十
分
な
開
館
準
備
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
荻
・
久
住
・
直
入
の
教
育
係
に
お

い
て
は
、
各
地
域
の
活
動
拠
点
と
し

て
、
市
民
に
活
気
が
出
る
よ
う
に
特

色
あ
る
事
業
展
開
を
さ
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

  

農
業
委
員
会
事
務
局

　
国
等
の
農
業
施
策
（
制
度
）
を

注
視
し
情
報
の
収
集
と
提
供
を
し

て
、
竹
田
市
の
農
業
振
興
に
お
け

る
農
業
委
員
会
活
動
が
一
層
活
性

化
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

「明日へつなげる一票を」

竹田市長選挙・竹田市議会議員選挙の
投票日は４月16日です。

●告  示  日 ４月９日（日）
●投票日時 ４月16日（日）  午前７時～午後６時
●開票日時 ４月16日（日）  午後８時
●開票場所 竹田市総合社会福祉センター

◇ 入場整理券
　入場整理券は郵送しますので、投票所の受付係
に提出してください。
　なお、紛失した場合でも投票所で本人確認のう
え再発行し、投票することができます。

◇ 投票の方法
　投票の順序は、最初に市長選挙の投票、次に市
議会議員選挙の投票を行います。

１．期日前投票
　期日前投票や不在者投票、点字投票は、候補者
の氏名を書いて投票します。（記名式投票）
　入場整理券が届いている場合は投票の際にご
持参ください。市内４投票所、どこでも投票で
きます。

　　◇期間　　４月10日（月）～15日（土）
　　◇時間　　午前８時30分～午後８時
　　◇場所　　・竹田市役所３階会議室
　　　　　　　・荻総合福祉健康センター
　　　　　　　　会議室
　　　　　　　・久住支所１階ホール
　　　　　　　・直入支所大会議室

２．当日投票
　入場整理券に記載されている投票所で、決めら
れた時間内に投票してください。

　　　その他の投票所では投票できません。

○市長選挙は、記号式投票です。
　投票用紙に印刷されている候補者氏名の上の「〇を
つける欄」に、備え付けのスタンパーで○印をつけて
投票します。

※注） 備え付けのスタンパー以外で記載された票は
　　　 無効になります。

○市議会議員選挙は、記名式投票です。
　投票用紙に、候補者の氏名を書いてください。

●お問い合せ
　竹田市選挙管理委員会事務局
　☎63-1111（内線360・330）　☎63-4814（直通）
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川野さん（佐伯市)・衛藤さん              に特別表彰

●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

「第30回岡の里名水マラソン大会」開催
名水の里を1538人が駆け抜けた！

第１回から30回連続出場

「
地
域
の
公
立
文
化
ホ
ー
ル
が
担
う

  

役
割
と
使
命
」
を
考
え
る

偉大な記録を達成！

『
市
民
が
主
役
』
の
文
化
ホ
ー
ル
を
創
る
！

浅井えり子さん「陸上教室」開講
ソウル五輪出場の

↑懸命に走るランナーを応援する地域の皆さん

↑婚活先生・酒井さんの講演

真抄洞　shinshodo　OPEN：木・土・日＋α（臨時休業有）
13:00-17:00　☎050-3631-8538

↑「殉空の碑　～平和を願う市民の思い～」
　関係者の皆さま、ご協力ありがとうございました

↑陸上競技場から一斉にスタートするランナーたち

↑川野道弘さん（写真左）と衛藤喜久男さん（写真右）

↑「まずは自分のまちの資源をどう活かしていく
かを考えることが大事」と語る垂水健治さん

　第１回大会から30回連続出場を果たし
た佐伯市の川野道弘さん（64歳）と地元
竹田市の衛藤喜久男さん（50歳）の２名
が特別表彰されました。
　川野さんは「県内の大会なので参加し
ています。目標はいつも “完走”。酉年もそ
うなるように頑張っています。これからも
できるだけ走り続けたいと思っています」
　衛藤さんは「青年団時代、初回の大会を
盛り上げようとみんなで参加したのがきっ
かけとなり、今も自分だけが続けているよ
うな結果になってます。社会人になってダ
イエット目的に走り始めました。この大会
は沿道の応援に励まされながら走れる、

とてもあたたかい大会で
す。50回まで続けます！」
と話してくれました。
　さらなるご活躍を期待し
ています。

　
３
月
５
日
、
竹
田
に
春
を
告
げ
る

「
第
30
回
岡
の
里
名
水
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」
が
竹
田
市
陸
上
競
技
場
を
ス

タ
ー
ト
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
地
点
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
竹
田
湧
水
群
が

「
日
本
名
水
百
選
」
に
選
定
さ
れ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
誕
生
。

過
去
に
は
大
水
害
等
に
よ
り
開
催

が
危
ぶ
ま
れ
た
年
も
あ
り
ま
し
た

が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
熱
意
に
後
押

し
さ
れ
、
一
度
も
途
切
れ
る
こ
と
な

く
、
今
年
節
目
と
な
る
30
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。

　
遠
く
は
北
海
道
を
は
じ
め
、
市
内

外
か
ら
１
５
３
８
名
が
参
加
。
豊
か

な
自
然
が
続
く
〝
名
水
の
里
〞
を
舞

台
に
、
参
加
ラ
ン
ナ
ー
は
地
元
の
人

と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
な
が
ら

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
３
月
18
日
、「『
市
民
が
主
役
』
の

文
化
ホ
ー
ル
を
創
る
た
め
の
学
習

会
」
第
３
回
公
開
講
座
が
公
民
館

竹
田
分
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
（
公
財
）
福
岡
市
文
化
芸

術
振
興
財
団
舞
台
芸
術
振
興
課
長

の
垂
水
健
治
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

「
地
域
の
公
立
文
化
ホ
ー
ル
が
担
う

役
割
と
使
命
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
垂
水
さ
ん
は
、
北
九
州
芸
術
劇

場
に
お
い
て
開
館
に
携
わ
っ
た
経
験

談
を
交
え
な
が
ら
、
平
成
30
年
秋
に

オ
ー
プ
ン
す
る
「
竹
田
市
総
合
文
化

ホ
ー
ル
」
に
求
め
ら
れ
る
役
割
や
可

能
性
等
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
に
と
っ
て
、
文
化
ホ
ー
ル

に
お
け
る
「
市
民
参
画
」
や
「
市
民

協
働
」
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
年
は
第
30
回
大
会
を
記
念

し
て
、
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

女
子
マ
ラ
ソ
ン
日
本
代
表
と
し

て
出
場
し
た
浅
井
え
り
子
さ
ん

（
帝
京
科
学
大
学
客
員
教
授
・

日
本
体
育
協
会
陸
上
競
技
公
認

コ
ー
チ
）
を
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
お
招
き
し
ま
し
た
。

　
前
日
の
３
月
４
日
、
浅
井
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
た
「
陸
上
教

室
」
が
竹
田
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

（ニュータ
   ウン七里）

地
域
に
幸
せ
の
種
を
ま
く

お
手
伝
い
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
３
月
17
日
、
少
子
化
の
一
因
で
も

あ
る
未
婚
化
、
晩
婚
化
が
進
む
中

で
、
本
市
は
「
出
会
い
の
応
援
」
を

支
援
し
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
て
い
こ
う
と
、「
縁
結
び
サ

ポ
ー
タ
ー
」
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
講
師
に
お
お
い
た
婚
活
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
酒
井
佐
穂
さ
ん
を
お

迎
え
し
て
「
現
在
の
結
婚
事
情
を
独

身
男
女
の
抱
え
る
問
題
」
を
テ
ー
マ

　
３
月
18
日
、
日
本
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
会
九
州
部
会
・
文
化
経
済

学
会
〔
日
本
〕
九
州
部
会
連
携
に
よ

る
研
究
発
表
会
が
久
留
米
大
学
福

岡
サ
テ
ラ
イ
ト
（
福
岡
市
）
で
開
催

さ
れ
、
竹
田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
澤
田
知
美
さ
ん
が
「
地
方
都
市
に

お
け
る
創
造
人
材
の
受
容
と
活
用
」

を
テ
ー
マ
に
、
３
年
間
の
活
動
に
お

け
る
研
究
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
月
28
日
に
開
か
れ
た
九

州
大
学
芸
術
文
化
環
境
学
会
の
壇

上
に
お
い
て
も
事
例
発
表
を
行
い
ま

し
た
。

給
食
で
学
ぶ

「
地
産
地
消
」と「
食
育
」

澤
田
知
美
さ
ん

３
年
間
の
協
力
隊
活
動
を
「
日
本
ア
ー

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
」
で
研
究
発
表

　
こ
の
度
、
大
分
鶏
卵
協
会
（
荒
牧

洋
一
会
長
・
有
限
会
社
グ
リ
ー
ン

に
、〝
お
世
話
焼
き
さ
ん
〞
の
心
得

え
等
を
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

大
分
鶏
卵
協
会
が
学
校
給
食
に
鶏
卵
無
償
提
供

フ
ァ
ー
ム
久
住
代
表
取
締
役
社
長
）

に
加
盟
す
る
市
内
鶏
卵
農
家
は
、
学

校
給
食
で
の
「
地
産
地
消
」
と
「
食

育
」
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
市
内
の
学
校
給
食
共
同
調
理
場

へ
鶏
卵
約
50
㎏
（
約
１
０
０
０
個
）

の
卵
を
無
償
提
供
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
竹
田
中
央
調
理
場
は
28
㎏
、
直

入
調
理
場
は
５
㎏
の
卵
を
使
っ
て

「
手
作
り
オ
ム
レ
ツ
」、
久
住
調
理

場
は
１
人
１
個
ず
つ「
ハ
ム
エ
ッ
グ
」

３
２
０
個
の
調
理
を
し
て
、
児
童
・

生
徒
に
提
供
し
ま
し
た
。

　
地
元
で
採
れ
た
卵
を
材
料
に
、
調

理
さ
れ
た
給
食
が
安
全
で
栄
養
の

あ
る
こ
と
を
学
び
、「
感
謝
の
思
い
」

と
「
命
の
大
切
さ
」
を
考
え
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
大
分
県
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
・
映
像
部
門
に
お
い
て
、
竹

田
市
の
作
品
「
殉
空
の
碑
　
〜
平
和

を
願
う
市
民
の
思
い
〜
」
が
入
選
に

輝
き
ま
し
た
。
審
査
員
の
講
評
を
一

部
ご
紹
介
し
ま
す
。

　「
カ
メ
ラ
の
撮
影
も
工
夫
し
て
い

て
レ
ベ
ル
の
高
い
自
主
制
作
番
組
」

　「
あ
ら
た
め
て
平
和
の
尊
さ
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」

　「
戦
争
を
語
れ
る
人
の
貴
重
な
発

言
を
収
め
た
記
録
映
像
と
し
て
優

れ
て
い
る
。
幅
広
い
世
代
の
視
聴
者

に
平
和
を
考
え
る
き
っ
か
け
を
提
供

し
た
は
ず
で
、
後
世
に
も
役
立
つ
好

企
画
」

　「
当
時
を
知
る
人
た
ち
の
話
か
ら

は
平
和
を
祈
る
気
持
ち
が
伝
わ
り
、

最
後
の
子
ど
も
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
は
、
地
域
の
思
い
が
継
承
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
分
か
る
重
厚
な
企
画
」

Ｔ
Ｃ
Ｔ
作
品「
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
」

映
像
部
門
で
初
入
選
！

←衛藤選手、30回目のゴールイン

　
３
年
前
、
澤
田
さ
ん
は
竹
田
市
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
本
市
に

着
任
。
こ
れ
ま
で
、
各
地
の
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
て
き
た
経

験
を
生
か
し
、「
竹
田
ア
ー
ト
カ
ル

チ
ャ
ー
実
行
委
員
会
事
務
局
」
に
入

り
、
移
住
作
家
た
ち
の
ア
ー
ト
活
動

を
支
援
。
ま
た
、
昨
年
10
月
、
市
内

在
住
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
作
品
の
展

示
・
販
売
や
芸
術
文
化
及
び
観
光
・

地
域
振
興
に
か
か
る
企
画
立
案
、
運

営
を
実
施
す
る「
真
抄
洞
」を
開
業
。

早
々
と
竹
田
の
定
住
を
選
択
し
、

「
ア
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
並
び
に

「
企
画
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
し

て
の
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　「
豊
か
な
自
然
と
、
あ
た
た
か
い

人
が
魅
力
。
大
好
き
な
竹
田
で
こ
れ

か
ら
も
生
き
て
い
き
た
い
の
で
す
。

竹
田
の
魅
力
を
世
界
に
伝
え
ら
れ

る
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」

　
学
会
で
の
発
表
は
、
次
の
夢
へ
の

通
過
点
。
自
身
の
さ
ら
な
る
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
、
さ
ら
に
、
移
住
し
て
き
た

ク
リ
エ
イ
タ
ー
た
ち
が
こ
の
ま
ち
で

暮
ら
し
て
い
け
る
た
め
に
「
中
間
支

援
」
を
担
う
ポ
ス
ト
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
そ
の
夢
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
す
。

た
け
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

さ
わ
　
だ
　
と
も
　
み

し
ん
し
ょ
う
ど
う
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川野さん（佐伯市)・衛藤さん              に特別表彰

●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

「第30回岡の里名水マラソン大会」開催
名水の里を1538人が駆け抜けた！

第１回から30回連続出場

「
地
域
の
公
立
文
化
ホ
ー
ル
が
担
う

  

役
割
と
使
命
」
を
考
え
る

偉大な記録を達成！

『
市
民
が
主
役
』
の
文
化
ホ
ー
ル
を
創
る
！

浅井えり子さん「陸上教室」開講
ソウル五輪出場の

↑懸命に走るランナーを応援する地域の皆さん

↑婚活先生・酒井さんの講演

真抄洞　shinshodo　OPEN：木・土・日＋α（臨時休業有）
13:00-17:00　☎050-3631-8538

↑「殉空の碑　～平和を願う市民の思い～」
　関係者の皆さま、ご協力ありがとうございました

↑陸上競技場から一斉にスタートするランナーたち

↑川野道弘さん（写真左）と衛藤喜久男さん（写真右）

↑「まずは自分のまちの資源をどう活かしていく
かを考えることが大事」と語る垂水健治さん

　第１回大会から30回連続出場を果たし
た佐伯市の川野道弘さん（64歳）と地元
竹田市の衛藤喜久男さん（50歳）の２名
が特別表彰されました。
　川野さんは「県内の大会なので参加し
ています。目標はいつも “完走”。酉年もそ
うなるように頑張っています。これからも
できるだけ走り続けたいと思っています」
　衛藤さんは「青年団時代、初回の大会を
盛り上げようとみんなで参加したのがきっ
かけとなり、今も自分だけが続けているよ
うな結果になってます。社会人になってダ
イエット目的に走り始めました。この大会
は沿道の応援に励まされながら走れる、

とてもあたたかい大会で
す。50回まで続けます！」
と話してくれました。
　さらなるご活躍を期待し
ています。

　
３
月
５
日
、
竹
田
に
春
を
告
げ
る

「
第
30
回
岡
の
里
名
水
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」
が
竹
田
市
陸
上
競
技
場
を
ス

タ
ー
ト
・
フ
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ッ
シ
ュ
地
点
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
竹
田
湧
水
群
が

「
日
本
名
水
百
選
」
に
選
定
さ
れ
た

こ
と
が
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っ
か
け
と
な
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て
誕
生
。

過
去
に
は
大
水
害
等
に
よ
り
開
催

が
危
ぶ
ま
れ
た
年
も
あ
り
ま
し
た

が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
熱
意
に
後
押

し
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れ
、
一
度
も
途
切
れ
る
こ
と
な

く
、
今
年
節
目
と
な
る
30
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。

　
遠
く
は
北
海
道
を
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め
、
市
内

外
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ら
１
５
３
８
名
が
参
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。
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か
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が
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水
の
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を
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と
の
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み
な
が
ら
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ル
を
目
指
し
ま
し
た
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月
18
日
、「『
市
民
が
主
役
』
の

文
化
ホ
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ル
を
創
る
た
め
の
学
習

会
」
第
３
回
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開
講
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が
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民
館
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田
分
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で
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ま
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た
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今
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興
課
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健
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さ
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講
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え
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地
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の
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文
化
ホ
ー
ル
が
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う

役
割
と
使
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を
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に
講
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を
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ま
し
た
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芸
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場
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て
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経
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に
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に
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や
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等
を
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ま
し
た
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に
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て
、
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ル

に
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る
「
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」
や
「
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民
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」
に
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い
て
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と
な
り

ま
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た
。
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年
は
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30
回
大
会
を
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し
て
、
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ル
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ン
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ラ
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日
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と
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て
出
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し
た
浅
井
え
り
子
さ
ん

（
帝
京
科
学
大
学
客
員
教
授
・

日
本
体
育
協
会
陸
上
競
技
公
認

コ
ー
チ
）
を
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
お
招
き
し
ま
し
た
。

　
前
日
の
３
月
４
日
、
浅
井
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
た
「
陸
上
教

室
」
が
竹
田
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

（ニュータ
   ウン七里）

地
域
に
幸
せ
の
種
を
ま
く

お
手
伝
い
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
３
月
17
日
、
少
子
化
の
一
因
で
も

あ
る
未
婚
化
、
晩
婚
化
が
進
む
中

で
、
本
市
は
「
出
会
い
の
応
援
」
を

支
援
し
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
て
い
こ
う
と
、「
縁
結
び
サ

ポ
ー
タ
ー
」
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
講
師
に
お
お
い
た
婚
活
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
酒
井
佐
穂
さ
ん
を
お

迎
え
し
て
「
現
在
の
結
婚
事
情
を
独

身
男
女
の
抱
え
る
問
題
」
を
テ
ー
マ

　
３
月
18
日
、
日
本
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
会
九
州
部
会
・
文
化
経
済

学
会
〔
日
本
〕
九
州
部
会
連
携
に
よ

る
研
究
発
表
会
が
久
留
米
大
学
福

岡
サ
テ
ラ
イ
ト
（
福
岡
市
）
で
開
催

さ
れ
、
竹
田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
澤
田
知
美
さ
ん
が
「
地
方
都
市
に

お
け
る
創
造
人
材
の
受
容
と
活
用
」

を
テ
ー
マ
に
、
３
年
間
の
活
動
に
お

け
る
研
究
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
月
28
日
に
開
か
れ
た
九

州
大
学
芸
術
文
化
環
境
学
会
の
壇

上
に
お
い
て
も
事
例
発
表
を
行
い
ま

し
た
。

給
食
で
学
ぶ

「
地
産
地
消
」と「
食
育
」

澤
田
知
美
さ
ん

３
年
間
の
協
力
隊
活
動
を
「
日
本
ア
ー

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
」
で
研
究
発
表

　
こ
の
度
、
大
分
鶏
卵
協
会
（
荒
牧

洋
一
会
長
・
有
限
会
社
グ
リ
ー
ン

に
、〝
お
世
話
焼
き
さ
ん
〞
の
心
得

え
等
を
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

大
分
鶏
卵
協
会
が
学
校
給
食
に
鶏
卵
無
償
提
供

フ
ァ
ー
ム
久
住
代
表
取
締
役
社
長
）

に
加
盟
す
る
市
内
鶏
卵
農
家
は
、
学

校
給
食
で
の
「
地
産
地
消
」
と
「
食

育
」
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
市
内
の
学
校
給
食
共
同
調
理
場

へ
鶏
卵
約
50
㎏
（
約
１
０
０
０
個
）

の
卵
を
無
償
提
供
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
竹
田
中
央
調
理
場
は
28
㎏
、
直

入
調
理
場
は
５
㎏
の
卵
を
使
っ
て

「
手
作
り
オ
ム
レ
ツ
」、
久
住
調
理

場
は
１
人
１
個
ず
つ「
ハ
ム
エ
ッ
グ
」

３
２
０
個
の
調
理
を
し
て
、
児
童
・

生
徒
に
提
供
し
ま
し
た
。

　
地
元
で
採
れ
た
卵
を
材
料
に
、
調

理
さ
れ
た
給
食
が
安
全
で
栄
養
の

あ
る
こ
と
を
学
び
、「
感
謝
の
思
い
」

と
「
命
の
大
切
さ
」
を
考
え
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
大
分
県
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
・
映
像
部
門
に
お
い
て
、
竹

田
市
の
作
品
「
殉
空
の
碑
　
〜
平
和

を
願
う
市
民
の
思
い
〜
」
が
入
選
に

輝
き
ま
し
た
。
審
査
員
の
講
評
を
一

部
ご
紹
介
し
ま
す
。

　「
カ
メ
ラ
の
撮
影
も
工
夫
し
て
い

て
レ
ベ
ル
の
高
い
自
主
制
作
番
組
」

　「
あ
ら
た
め
て
平
和
の
尊
さ
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」

　「
戦
争
を
語
れ
る
人
の
貴
重
な
発

言
を
収
め
た
記
録
映
像
と
し
て
優

れ
て
い
る
。
幅
広
い
世
代
の
視
聴
者

に
平
和
を
考
え
る
き
っ
か
け
を
提
供

し
た
は
ず
で
、
後
世
に
も
役
立
つ
好

企
画
」

　「
当
時
を
知
る
人
た
ち
の
話
か
ら

は
平
和
を
祈
る
気
持
ち
が
伝
わ
り
、

最
後
の
子
ど
も
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
は
、
地
域
の
思
い
が
継
承
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
分
か
る
重
厚
な
企
画
」

Ｔ
Ｃ
Ｔ
作
品「
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
」

映
像
部
門
で
初
入
選
！

←衛藤選手、30回目のゴールイン

　
３
年
前
、
澤
田
さ
ん
は
竹
田
市
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
本
市
に

着
任
。
こ
れ
ま
で
、
各
地
の
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
て
き
た
経

験
を
生
か
し
、「
竹
田
ア
ー
ト
カ
ル

チ
ャ
ー
実
行
委
員
会
事
務
局
」
に
入

り
、
移
住
作
家
た
ち
の
ア
ー
ト
活
動

を
支
援
。
ま
た
、
昨
年
10
月
、
市
内

在
住
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
作
品
の
展

示
・
販
売
や
芸
術
文
化
及
び
観
光
・

地
域
振
興
に
か
か
る
企
画
立
案
、
運

営
を
実
施
す
る「
真
抄
洞
」を
開
業
。

早
々
と
竹
田
の
定
住
を
選
択
し
、

「
ア
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
並
び
に

「
企
画
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
し

て
の
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　「
豊
か
な
自
然
と
、
あ
た
た
か
い

人
が
魅
力
。
大
好
き
な
竹
田
で
こ
れ

か
ら
も
生
き
て
い
き
た
い
の
で
す
。

竹
田
の
魅
力
を
世
界
に
伝
え
ら
れ

る
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」

　
学
会
で
の
発
表
は
、
次
の
夢
へ
の

通
過
点
。
自
身
の
さ
ら
な
る
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
、
さ
ら
に
、
移
住
し
て
き
た

ク
リ
エ
イ
タ
ー
た
ち
が
こ
の
ま
ち
で

暮
ら
し
て
い
け
る
た
め
に
「
中
間
支

援
」
を
担
う
ポ
ス
ト
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
そ
の
夢
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
す
。

た
け
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

さ
わ
　
だ
　
と
も
　
み

し
ん
し
ょ
う
ど
う
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平成29年度当初予算をお知らせします平成29年度当初予算をお知らせします
　平成29年度当初予算は、本年４月に市長選挙が実施されることから、骨格予算となっています。
このため、例年お知らせしている当初予算の概要については、本予算成立後に改めて掲載すること
とし、今回は骨格予算の概略をお知らせします。

（１）一般会計
　歳入 （単位：千円）

（単位：千円）（２）特別会計

　歳出 （単位：千円）

（単位：千円）（３）水道事業会計

　一般会計では、昨年の地震・豪雨災害に関する道路や
農地・農業用施設の災害復旧事業費を計上しています。
また、継続事業である電線類無電柱化事業・文化会館建
設事業・久住コミュニティセンター建設事業等のほか、
国県の補助金に関係する予算や義務的な経費は今回の
骨格予算に計上されています。

　　　　区　　　　　分

１．市税

２．地方譲与税

３．利子割交付金

４．配当割交付金

５．株式等譲渡所得割交付金

６．地方消費税交付金

７．ゴルフ場利用税交付金

８．自動車取得税交付金

９．地方特例交付金

10．地方交付税

11．交通安全対策特別交付金

12．分担金及び負担金

13．使用料及び手数料

14．国庫支出金

15．県支出金

16．財産収入

17．寄附金

18．繰入金

19．繰越金

20．諸収入

21．市債

　　　　　合　　計

予算額 　　

1,864,783

264,000

1,500

5,000

3,000

410,000

6,000

46,000

3,800

8,070,000

4,800

339,686

364,431

3,057,829

2,141,609

73,870

67,726

886,392

1

260,773

3,131,800

21,003,000

　　　　　会計区分

こども診療所特別会計

長湯温泉療養文化館特別会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

簡易水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

浄化槽整備推進事業特別会計

国民宿舎久住高原荘事業特別会計 

予算額 　　

81,200

53,200

4,075,960

415,438

3,430,963

229,084

84,554

224,103

338,731

　　　　区　　　　　分

１．議会費

２．総務費

３．民生費

４．衛生費

５．労働費

６．農林水産業費

７．商工費

８．土木費

９．消防費

10．教育費

11．災害復旧費

12．公債費

13．予備費

　　　　　合　　計

予算額 　　

170,527

2,327,773

5,182,130

1,091,039

10,776

2,626,222

407,105

2,029,317

681,670

3,914,719

487,836

2,053,886

20,000

21,003,000

　　　　　　　　区　　分

収益的収入及び支出

資本的収入及び支出

予算額  

178,108

177,611

15,990

76,404

事業収益

事業費用

資本的収入

資本的支出

広報たけた  平成29年4月号 12



aketa  Information

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　

月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

※�

展
示
が
無
い
日
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。

入
館
料　

無
料

⃝
�

写
団
ち
く
で
ん
作
品
展

３
月
28
日
㈫
～
４
月
９
日
㈰

　

写
団
ち
く
で
ん
の
会
員
に
よ
る
写

真
展
で
す
。
岡
城
な
ど
竹
田
市
内
の

風
景
を
撮
影
し
た
作
品
を
約
40
点
展

示
し
ま
す
。

⃝

素
描
同
好
会
展

４
月
18
日
㈫
～
30
日
㈰

　

早
川
和
先
生
の
指
導
の
も
と
、
絵

画
制
作
を
行
っ
て
い
る
素
描
同
好
会

の
作
品
展
で
す
。
会
員
の
新
作
を
中

心
に
展
示
し
ま
す
。

移
転
の
お
知
ら
せ

　

水
道
課
は
機
構
改
革
に
よ
り
、
４

月
１
日
か
ら
市
役
所
本
庁
舎
１
階
に

移
転
し
ま
し
た
。

　

課
名
も
「
水
道
課
」
か
ら
「
上
下

水
道
課
」
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

問 

竹
田
市
上
下
水
道
課　

☎
63－

１

０
４
６

消
費
者
行
政

　

商
品
を
購
入
し
て
所
有
者
に
な

り
、
そ
れ
を
レ
ン
タ
ル
し
て
レ
ン
タ

ル
料
が
支
払
わ
れ
る
と
い
う
「
レ
ン

タ
ル
オ
ー
ナ
ー
契
約
」
に
つ
い
て
、

レ
ン
タ
ル
料
が
払
わ
れ
な
い
、
購
入

代
金
も
戻
ら
な
い
、
と
い
う
相
談
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で

は
、
購
入
し
た
商
品
も
消
費
者
に
引

き
渡
さ
れ
ず
、
レ
ン
タ
ル
業
者
の
事

業
の
実
体
や
、
購
入
し
た
商
品
の
存

在
な
ど
を
確
認
す
る
の
が
難
し
い
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。「
元
本
保
証
」

「
高
配
当
」
な
ど
の
セ
ー
ル
ス
ト
ー

ク
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
事
業
者
が
経

営
破
綻
し
た
際
の
リ
ス
ク
を
十
分
理

解
し
、
実
体
が
確
認
で
き
な
い
場
合

は
契
約
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問 

竹
田
市
市
民
課
窓
口
（
竹
田
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
（
月
～
金�

平
日

の
み
）
☎
63－

４
８
３
４
／
大
分
県

消
費
生
活
・
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ

（
ア
イ
ネ
ス
）
☎
０
９
７－

５
３
４－

０
９
９
９

年　

金

　

相
談
日
程
は
左
記
の
表
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

時
間　

毎
月
第
３
水
曜
日　

午
前
10

時
～
午
後
３
時

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
／
高
齢
者
い
き
い
き
交
流
セ
ン

タ
ー

問 

大
分
年
金
事
務
所　

国
民
年
金

課　

☎
０
９
７－

５
５
２－

１
２
１
１

※�

音
声
案
内
が
流
れ
ま
す
。
最
初
は

「
１
」
番
、
続
い
て
「
２
」
番
を

押
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

予
約
の
際
に
は
、
基
礎
年
金
番
号

の
わ
か
る
も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ

い
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館�

☎
63

－

２
２
０
０

「
水
道
課
」
が
移
転
し
ま
す

消
費
生
活
相
談
窓
口
か
ら
の
注
意
喚
起

レ
ン
タ
ル
オ
ー
ナ
ー
契
約
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

平
成
29
年
度　

年
金
相
談
案
内

（
完
全
予
約
制
）

4
情報

月号

平成29年度年金相談日

４月19日（水）

５月17日（水）

６月21日（水）

７月19日（水）

８月16日（水）

９月20日（水）

10月18日（水）

11月15日（水）

12月20日（水）

１月17日（水）

２月21日（水）

※３月22日（木）

※�３月 21 日は祝日となりますので、
３月のみ木曜日となります。
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2017年（平成29年）

竹 田 市 の　 こ よ み

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT

※ 1　竹田市歩こう会　☎ 62-2501（山本）
※ 2　竹田創生館　☎ 62-4100

7

14

21

28

1

8

15

22

29

6

13

20

27

2

9

16

23

30

3

10

17

24

4

11

18

25

5

12

19

26

・荻の里温泉　休館日・岡藩鏡処刑場鎮魂祭
  8:30～（鏡処刑場）
・岡城桜まつり〔大名行列・武
者行列〕 11:00～（岡城跡～竹
田城下町）

・第４回竹田市農業委員会総会 
14:30～（市本庁舎３階委員
会室）
・こころの健康相談
 13:30-15:30（直入支所）
 ☎63-3346 ※要予約・前日の
 午前中まで

・陽目の里「名水茶屋」休業日

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・１歳６か月児健診
  〔受付〕13:00～（竹田市総合
  社会福祉センター）

・竹田市長選挙、竹田市議会
議員選挙告示日【立候補届出
日】8:30-17:00（竹田市本庁
舎３階会議室）

・【子牛市場】 9:30セリ開始（豊
後豊肥家畜市場）

・熊本大分地震から１年　無料
相談会 10:00-15:00（久住公民
館２階研修室）
・竹田市長選挙、竹田市議会議
員選挙投票日
7:00-18:00（市内20投票所）同
開票20:00～（竹田市総合社会
福祉センター）

・郷土の自然に親しみ植物を観
察する会 【春の里山（牧の城）
の観察】 8:30市役所集合 ※２
・大分合同新聞社旗争奪　第
49回荻地域自治会対抗ソフト
ボール大会 9:00～（荻小グラ
ウンドほか）

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・第９回竹田市椎茸品評会表
彰式 10:00-11:30（竹田市総
合社会福祉センター多目的
ホール）

・こころの健康相談
 13:30-15:30（竹田市総合社会
福祉センター）☎63-3346
  ※要予約・前日の午前中まで

・荻の里温泉　休館日
・第７回山城めぐり〔九重野高
城と荻駄原城〕 こうとうさま
駐車場8:30集合。お申し込み
は竹田創生館まで ※２

・温泉療養文化館「御前湯」休館日
・長湯おんせん市場休業日
・陽目の里「名水茶屋」休業日
・もぐもぐ教室〔受付〕9:45～（竹田市総合
社会福祉センター）
・年金相談［完全予約制］10:00-15:00 
（竹田市高齢者いきいき交流センター） 
問日本年金機構大分年金事務所 ☎097-
552-1211
・大分県行政書士会無料相談会
 13:00-16:00（大分県行政書士会）問大分
県行政書士会事務局 ☎097-537-7089

・【水琴館】 「素描同好会展」～
４／30㈰

・竹田温泉「花水月」休館日
・平成29年度直入地域自治会
長会議 18:00～（直入支所大
会議室）

・【水琴館】「写団ちくでん作品
展」～４／９㈰
・第5回宮城の里しだれ桜祭り
10:00-16:00（宮城分館）～４
／２㈰
・新図書館お引越しイベント
13:30-17:00

・竹田温泉「花水月」休館日
・５歳児健診〔受付〕13:00～
（竹田市総合社会福祉セン
ター）

・平成29年度第24回直入カッ
プバレーボール大会 9:00～
（竹田市B＆G直入海洋セン
ター体育館・アリーナ）

・第29回さとうよしみ竹田童謡祭 
12:00-16:00（竹田市総合社
会福祉センター）
・第35回久住山岳滑翔大会（久
住滑空場・中部牧野〔久住町
白丹〕）～５／６(土)まで

・竹田温泉「花水月」休館日
・こころの健康相談
  13:30-15:30（久住保健センター）
☎63-3346 ※要予約・前日の
午前中まで

・竹田温泉「花水月」休館日
・【成牛市場】 9:30セリ開始（豊
後豊肥家畜市場）
・こころの健康相談
  13:30-15:30（荻支所）☎63-3346
   ※要予約・前日の午前中まで

竹 田 市 の　 こ よ み ４月たけたん情報

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が
土日の場合は直前の金曜が締切日となります）。　●お問い合せ　竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

昭和の日

竹田
・４月７日・21日㈮ 13:30～
15:30（古町商栄会）

荻
・４月11日・25日㈫　13:00～
15:00（荻「しらみず」）

久住
・４月11日㈫・27日㈭　13:00
～15:00（久住「りんどう」）

直入
・４月14日・28日㈮　13:00～
15:00（直入「ゆのはな」）

竹田北部「双城」
・４月20日・27日㈭　13:00～
15:00（出あいの湯）

竹田南部「あけぼの」
・４月12日㈬　入田分館
　　　18日㈫　嫗岳分館
　　　27日㈭　宮砥分館
　　　　　　　13:00～15:00

今月のよりそいカフェ

行政なんでも相談所 
地　域 相談日 時　間 開　催　場　所
竹　田

４月19日㈬

竹田市総合社会福祉センター　相談室 
荻 荻公民館　幼児室
久　住
直　入

久住公民館　健康相談室
直入支所　小会議室

　〔竹田〕阿南　茂　☎ 67-2608　　〔 荻 〕佐藤孝幸　☎ 68-3510
　〔久住〕本郷俊一　☎ 76-1304　　〔直入〕児玉龍明　☎ 75-2426

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで　〝困ったら一人で悩まず行政相談!〞

◆2017年５月上旬の主な予定
　３日㈬　・祖母山山開き神事（安全祈願祭）6:30～バンダナ配

布開始（神原登山口）
　　　　　・第29回大野川源流祭り 10:00-15:00（陽目の里キャ

ンピングパーク・荻町陽目）
　５日㈮　・殉空之碑追悼法要 10:00～（殉空之碑前広場・ 竹田

市平田6137）  
　12日㈮～14日㈰
　　　　　・九州高校女子ソフトボール大会選手権大会（市内各

球場）
　21日㈰　・新図書館竣工式

月
間
・
そ
の
他

〇未成年者飲酒防止強
調月間
〇みどりの月間
〇科学技術週間（４／
17～23）
〇緑の募金（1／15～
５／31）

〔納期限〕

５月１日㈪

・固定資産税（全納・１期）

・国民健康保険税（全納・
１期）

  市民課環境衛生係からの
  お知らせ

　ごみのお問い合わせについ
て、以前使用していた電話番

号におかけしている方が多い

ようです。

かけ間違いには十分注意して
ください。

★ごみのお問い合わせ先
　清掃センター

　　☎0974-68-2819

□ごみ収集日程表の訂正
　先月配布した「ごみ収
集日程表」の中で、ごみ
分別の注意事項内の燃や
せないごみ記載に、「蛍光
管の拠点回収の荻支所」
を正しくは「荻公民館」
に訂正します。

熊本大分地震から１年　無料法律相談会
日　　時　４月16日㈰　10:00-15:00
場　　所　久住公民館２階研修室
相談内容　震災に関する法律相談、その他不動産登記、相続、

法人登記、債務整理、成年後見等の一般的な法律相
談　※予約不要

問大分県司法書士会豊肥支部（司法書士 渡辺久哉事務所） 
　☎0974-64-9111

「平成29年度がん患者交流会」の参加をお待ちしています

サロンぴぉ～ね（豊肥地域がん患者さんやご家族・サポーターの交流会）
　がん体験を分かち合い、お互いに励まし合える「サロン」です。体験者とその家族ならではの気
持ちを受け入れてもらえる場に、どこに住んでいてもどこの病院にかかっていても参加できます。
　趣味や日常の話も語ることのできる、ホッと一息つけます。
開催日時　①５／７㈰、９／３㈰、１／ 14㈰　  ②７／２㈰、11 ／５㈰、３／４㈰　10:00-12:00
開催場所　①大分県豊肥保健所１階会議室　  ②大久保病院３階ホール
問事務局（大久保病院地域連携室）　☎0974-64-7777

10:00～12:00
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竹 田 市 の　 こ よ み

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT

※ 1　竹田市歩こう会　☎ 62-2501（山本）
※ 2　竹田創生館　☎ 62-4100
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・荻の里温泉　休館日・岡藩鏡処刑場鎮魂祭
  8:30～（鏡処刑場）
・岡城桜まつり〔大名行列・武
者行列〕 11:00～（岡城跡～竹
田城下町）

・第４回竹田市農業委員会総会 
14:30～（市本庁舎３階委員
会室）
・こころの健康相談
 13:30-15:30（直入支所）
 ☎63-3346 ※要予約・前日の
 午前中まで

・陽目の里「名水茶屋」休業日

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・１歳６か月児健診
  〔受付〕13:00～（竹田市総合
  社会福祉センター）

・竹田市長選挙、竹田市議会
議員選挙告示日【立候補届出
日】8:30-17:00（竹田市本庁
舎３階会議室）

・【子牛市場】 9:30セリ開始（豊
後豊肥家畜市場）

・熊本大分地震から１年　無料
相談会 10:00-15:00（久住公民
館２階研修室）
・竹田市長選挙、竹田市議会議
員選挙投票日
7:00-18:00（市内20投票所）同
開票20:00～（竹田市総合社会
福祉センター）

・郷土の自然に親しみ植物を観
察する会 【春の里山（牧の城）
の観察】 8:30市役所集合 ※２
・大分合同新聞社旗争奪　第
49回荻地域自治会対抗ソフト
ボール大会 9:00～（荻小グラ
ウンドほか）

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・第９回竹田市椎茸品評会表
彰式 10:00-11:30（竹田市総
合社会福祉センター多目的
ホール）

・こころの健康相談
 13:30-15:30（竹田市総合社会
福祉センター）☎63-3346
  ※要予約・前日の午前中まで

・荻の里温泉　休館日
・第７回山城めぐり〔九重野高
城と荻駄原城〕 こうとうさま
駐車場8:30集合。お申し込み
は竹田創生館まで ※２

・温泉療養文化館「御前湯」休館日
・長湯おんせん市場休業日
・陽目の里「名水茶屋」休業日
・もぐもぐ教室〔受付〕9:45～（竹田市総合
社会福祉センター）
・年金相談［完全予約制］10:00-15:00 
（竹田市高齢者いきいき交流センター） 
問日本年金機構大分年金事務所 ☎097-
552-1211
・大分県行政書士会無料相談会
 13:00-16:00（大分県行政書士会）問大分
県行政書士会事務局 ☎097-537-7089

・【水琴館】 「素描同好会展」～
４／30㈰

・竹田温泉「花水月」休館日
・平成29年度直入地域自治会
長会議 18:00～（直入支所大
会議室）

・【水琴館】「写団ちくでん作品
展」～４／９㈰
・第5回宮城の里しだれ桜祭り
10:00-16:00（宮城分館）～４
／２㈰
・新図書館お引越しイベント
13:30-17:00

・竹田温泉「花水月」休館日
・５歳児健診〔受付〕13:00～
（竹田市総合社会福祉セン
ター）

・平成29年度第24回直入カッ
プバレーボール大会 9:00～
（竹田市B＆G直入海洋セン
ター体育館・アリーナ）

・第29回さとうよしみ竹田童謡祭 
12:00-16:00（竹田市総合社
会福祉センター）
・第35回久住山岳滑翔大会（久
住滑空場・中部牧野〔久住町
白丹〕）～５／６(土)まで

・竹田温泉「花水月」休館日
・こころの健康相談
  13:30-15:30（久住保健センター）
☎63-3346 ※要予約・前日の
午前中まで

・竹田温泉「花水月」休館日
・【成牛市場】 9:30セリ開始（豊
後豊肥家畜市場）
・こころの健康相談
  13:30-15:30（荻支所）☎63-3346
   ※要予約・前日の午前中まで

竹 田 市 の　 こ よ み ４月たけたん情報

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が
土日の場合は直前の金曜が締切日となります）。　●お問い合せ　竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

昭和の日

竹田
・４月７日・21日㈮ 13:30～
15:30（古町商栄会）

荻
・４月11日・25日㈫　13:00～
15:00（荻「しらみず」）

久住
・４月11日㈫・27日㈭　13:00
～15:00（久住「りんどう」）

直入
・４月14日・28日㈮　13:00～
15:00（直入「ゆのはな」）

竹田北部「双城」
・４月20日・27日㈭　13:00～
15:00（出あいの湯）

竹田南部「あけぼの」
・４月12日㈬　入田分館
　　　18日㈫　嫗岳分館
　　　27日㈭　宮砥分館
　　　　　　　13:00～15:00

今月のよりそいカフェ

行政なんでも相談所 
地　域 相談日 時　間 開　催　場　所
竹　田

４月19日㈬

竹田市総合社会福祉センター　相談室 
荻 荻公民館　幼児室
久　住
直　入

久住公民館　健康相談室
直入支所　小会議室

　〔竹田〕阿南　茂　☎ 67-2608　　〔 荻 〕佐藤孝幸　☎ 68-3510
　〔久住〕本郷俊一　☎ 76-1304　　〔直入〕児玉龍明　☎ 75-2426

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで　〝困ったら一人で悩まず行政相談!〞

◆2017年５月上旬の主な予定
　３日㈬　・祖母山山開き神事（安全祈願祭）6:30～バンダナ配

布開始（神原登山口）
　　　　　・第29回大野川源流祭り 10:00-15:00（陽目の里キャ

ンピングパーク・荻町陽目）
　５日㈮　・殉空之碑追悼法要 10:00～（殉空之碑前広場・ 竹田

市平田6137）  
　12日㈮～14日㈰
　　　　　・九州高校女子ソフトボール大会選手権大会（市内各

球場）
　21日㈰　・新図書館竣工式

月
間
・
そ
の
他

〇未成年者飲酒防止強
調月間
〇みどりの月間
〇科学技術週間（４／
17～23）
〇緑の募金（1／15～
５／31）

〔納期限〕

５月１日㈪

・固定資産税（全納・１期）

・国民健康保険税（全納・
１期）

  市民課環境衛生係からの
  お知らせ

　ごみのお問い合わせについ
て、以前使用していた電話番

号におかけしている方が多い

ようです。

かけ間違いには十分注意して
ください。

★ごみのお問い合わせ先
　清掃センター

　　☎0974-68-2819

□ごみ収集日程表の訂正
　先月配布した「ごみ収
集日程表」の中で、ごみ
分別の注意事項内の燃や
せないごみ記載に、「蛍光
管の拠点回収の荻支所」
を正しくは「荻公民館」
に訂正します。

熊本大分地震から１年　無料法律相談会
日　　時　４月16日㈰　10:00-15:00
場　　所　久住公民館２階研修室
相談内容　震災に関する法律相談、その他不動産登記、相続、

法人登記、債務整理、成年後見等の一般的な法律相
談　※予約不要

問大分県司法書士会豊肥支部（司法書士 渡辺久哉事務所） 
　☎0974-64-9111

「平成29年度がん患者交流会」の参加をお待ちしています

サロンぴぉ～ね（豊肥地域がん患者さんやご家族・サポーターの交流会）
　がん体験を分かち合い、お互いに励まし合える「サロン」です。体験者とその家族ならではの気
持ちを受け入れてもらえる場に、どこに住んでいてもどこの病院にかかっていても参加できます。
　趣味や日常の話も語ることのできる、ホッと一息つけます。
開催日時　①５／７㈰、９／３㈰、１／ 14㈰　  ②７／２㈰、11 ／５㈰、３／４㈰　10:00-12:00
開催場所　①大分県豊肥保健所１階会議室　  ②大久保病院３階ホール
問事務局（大久保病院地域連携室）　☎0974-64-7777

10:00～12:00
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な
お
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
事

前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。（
参
加

料
５
０
０
円
〔
税
込
み
〕）

日
時　

４
月
29
日（
土
・
祝
）正
午
～

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー

内
容　

プ
チ
マ
ル
シ
ェ
開
店
、
子
ど

も
縁
日
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
正
午
～

／
さ
と
う
よ
し
み
さ
ん
の
世
界
「
春
」

の
も
の
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

午
後
12
時
30
分
～
／
童
謡
祭
イ
ベ
ン

ト
by
竹
田
よ
し
み
会
（
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
、
読
み
聞
か
せ
等
）
午
後
１

時
～
（
２
回
）
／
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト

　

午
後
２
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

終
了
予
定
／
落
書
き
コ
ー
ナ
ー
、
第

28
回
「
佐
藤
義
美
賞
」
竹
田
童
謡
作

詩
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
展
」
等

主
催　

さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭

実
行
委
員
会

問 

竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課　

☎
63－
４
８
１
７
／
佐
藤
義
美

記
念
館　

☎
63－

２
６
５
０

福　

祉

　

は
り
、
き
ゅ
う
、
あ
ん
摩
マ
ッ

サ
ー
ジ
指
圧
の
施
術
に
対
す
る
助
成

制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
満

年
齢
65
歳
以
上
の
方

助
成
内
容　

１
人
に
つ
き
年
６
回
以

内
で
、
施
術
１
回
に
つ
き
１
０
０
０

円
の
施
設
利
用
証
を
利
用
で
き
ま

す
。

申
込
方
法　

竹
田
市
高
齢
者
福
祉
課

（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）、
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
記
入
・
押

印
の
後
、
施
設
利
用
証
を
交
付
し
ま

す
。

問 

竹
田
市
高
齢
者
福
祉
課　

☎
63－

４
８
０
９
／
荻
支
所
地
域
振
興
課　

☎
68－

２
２
１
１
／
久
住
支
所
地
域
振

興
課　

☎
76－

１
１
１
１
／
直
入
支

所
地
域
振
興
課　

☎
75－

２
２
１
１

　

臨
時
福
祉
給
付
金
は
、
消
費
税
率

の
引
上
げ
（
５
％
→
８
％
）
に
よ
る

影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
所
得
の
低

い
方
々
に
対
し
て
制
度
的
な
対
応

（
軽
減
税
率
の
導
入
）
を
行
う
ま
で

の
間
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と

し
て
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
『
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経

済
対
策
分
）』
は
、
消
費
税
率
引
上

げ
（
８
%
→
10
％
）
が
２
年
半
延
期

さ
れ
、
軽
減
税
率
制
度
が
平
成
31
年

10
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
経
済
対
策
の
一
環

と
し
て
、
社
会
全
体
の
所
得
の
底
上

げ
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
所
得
の

少
な
い
方
々
の
安
心
感
を
確
保
す
る

た
め
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
平
成
31

年
９
月
ま
で
の
２
年
半
分
を
一
括
し

て
支
給
す
る
も
の
で
す
。
支
給
対
象

等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

申
請
書
等
は
４
月
以
降
案
内
を
郵

送
い
た
し
ま
す
。
案
内
が
届
き
ま
し

た
ら
、
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。臨

時
福
祉
給
付
金

（
支
給
対
象
者
）

　

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

（
３
０
０
０
円
）
の
支
給
対
象
者
と

同
じ
で
す
。

　

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の

支
給
対
象
者
と
は
、
平
成
28
年
度
分

の
市
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
方
が
対
象
で
す
。

※�

た
だ
し
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
人
の
税
法
上
の
扶
養
親
族
等

や
生
活
保
護
の
受
給
者
で
あ
る
場

合
な
ど
は
除
き
ま
す
。

今
日
は
親
子
で
遊
ぼ
！

第
29
回
さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童

謡
祭
を
開
催
し
ま
す

は
り
、
き
ゅ
う
、
あ
ん
摩ま

マ
ッ

サ
ー
ジ
指
圧
施
設
の
利
用
を
助

成
し
ま
す

『
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対

策
分
）』
に
つ
い
て
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※�

扶
養
親
族
等
と
は
、
地
方
税
法
の

規
定
に
よ
る
控
除
対
象
配
偶
者
、

配
偶
者
特
別
控
除
に
お
け
る
配
偶

者
、
扶
養
親
族
、
青
・
白
色
事
業

専
従
者
を
い
い
ま
す
。

※�

申
請
書
の
受
付
日
よ
り
前
に
お
亡

く
な
り
に
な
っ
た
方
は
支
給
の
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

〇
支
給
額

　

１
人
に
つ
き
、
１
万
５
０
０
０
円

〇
基
準
日

　

平
成
28
年
１
月
１
日

〇
申
請
受
付

　

平
成
29
年
４
月
24
日
か
ら
平
成
29

年
10
月
23
日
（
予
定
）

〇
提
出
書
類

・
支
給
申
請
書

　

対
象
者
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
別

途
ご
案
内
し
ま
す
。

■
給
付
金
は
、
申
請
受
付
後
審
査
を

行
い
、
５
月
以
降
随
時
支
給
を
行
い

ま
す
。

問 

竹
田
市
社
会
福
祉
課
管
理
係

（『
臨
時
福
祉
給
付
金
』）
☎
63－

４

８
１
１

医
療
費
助
成

　

竹
田
市
で
は
、
子
ど
も
の
疾
病
の

早
期
発
見
と
治
療
を
促
進
し
、
保
健

の
向
上
を
図
る
た
め
、
医
療
費
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

【
助
成
内
容 

】（
対
象
：
中
学
生
ま
で
）

未
就
学
児
…
…
入
院
・
通
院
・
歯

科
・
調
剤
（
現
物
給
付
）

小
中
学
生
…
…
入
院
（
現
物
給
付
）

通
院
・
歯
科
・
調
剤
（
医
療
機
関
等

の
窓
口
で
一
旦
支
払
い
、
そ
の
後
、

償
還
払
い
の
手
続
き
が
必
要
で
す
）

※�

通
院
・
歯
科
に
つ
い
て
は
、
医
療

保
険
制
度
に
お
け
る
一
部
負
担
金

か
ら
１
医
療
機
関
ご
と
１
日
５
０

０
円
（
上
限
：
月
４
回
）
を
除
い

た
額
を
申
請
に
基
づ
き
助
成

※�

次
の
場
合
は
、
助
成
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

・
健
康
保
険
が
適
用
で
き
な
い
も
の

・�

学
校
で
の
ケ
ガ
な
ど
で
日
本
ス

ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
災
害
共

済
給
付
の
対
象
と
な
る
医
療
費

（
学
校
の
管
理
下
で
の
災
害
は
、

学
校
経
由
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
）

・�

交
通
事
故
等
の
第
三
者
行
為
に
よ

る
傷
病

・�

そ
の
他
法
令
等
の
規
定
に
よ
る
医

療
費
の
助
成
等
の
対
象
で
あ
る
も

の
〇 

助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、

「
子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
者
証
」

が
必
要
で
す

　

４
月
か
ら
小
学
校
に
通
学
さ
れ
る

お
子
様
や
「
子
ど
も
医
療
費
受
給
資

格
者
証
」
を
お
持
ち
で
な
い
お
子
様

は
、
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
す
で
に
「
子
ど
も
医
療
費
受
給

資
格
者
証
」
を
お
持
ち
の
方
、「
ひ

と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
資
格
者

証
」
を
お
持
ち
の
方
は
、
申
請
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

受
給
資
格
者
証
の
発
行
は
、
保
険

健
康
課
ま
た
は
各
支
所
の
地
域
振
興

課
で
随
時
行
い
ま
す
の
で
、
印
鑑
、

子
ど
も
の
健
康
保
険
証
、
口
座
（
保

護
者
名
義
）
を
確
認
で
き
る
も
の
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
「
子
ど
も
医
療
費
受

給
資
格
者
証
」
を
お
持
ち
の
方
で
、

次
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
14

日
以
内
に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
竹
田
市
外
へ
転
出
す
る
と
き

②�

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
が
変

わ
っ
た
と
き

③�

生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

た
と
き

④
住
所
・
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

◎
届
出
に
必
要
な
も
の

　

子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
者
証
、

子
ど
も
の
健
康
保
険
証
（
最
新
の
も

の
）、
印
鑑

問 

竹
田
市
保
険
健
康
課　

管
理
係

☎
63－

１
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
に
つ
い
て

伐採する樹木の近くに「電線」はありませんか？
九州電力からのお願いです！
伐採した樹木が電線を切ってしまい「広範囲の停電」となる場合があります。

電線近くで伐採する時は、
①　伐採する前に
　「必ず樹木近くの電線の確認をお願いします」

②　伐採する際は
　「電線方向に木を倒さない伐採方法の検討をお願いします」

③　誤って電線を切った時、切れた電線を見つけた時は
　「絶対に電線に触らないでください」
　「速やかに九州電力へ連絡をお願いします」
　　　　　　　　　　以上のことをお願いします。

【連絡先】九州電力(株)三重配電事業所
　　　　　設備保全グループ
（通話無料）０１２０－９８６－５０５
　※ご連絡いただく際は、電柱に取り付けられて
　　いる「電柱札」の番号をお知らせください。

《電柱札》

《読み方》
１２３ア４５６

１２３
ア
４
５
６
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たけたん情報

高
齢
者
大
学

　

竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

で
は
、
65
歳
以
上
の
学
習
意
欲
の
あ

る
方
を
対
象
に
、
時
事
問
題
や
一
般

教
養
、
健
康
や
文
化
歴
史
に
関
す
る

学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

竹
田
・
荻
・
久
住
・
直
入
の
地
域

ご
と
に
４
つ
の
学
級
が
あ
り
、
年
間

３
回
合
同
学
習
会
を
行
い
ま
す
。

　

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

締
切　

４
月
21
日
㈮
ま
で

開
講
式　

５
月
18
日
㈭
予
定

問 

竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課　

☎
63－

４
８
１
７

荻
公
民
館　

☎
68－

２
０
２
５

久
住
公
民
館　

☎
76－

０
７
１
７

直
入
公
民
館　

☎
75－

２
２
４
０

講　

習

対
象
者　

介
護
分
野
へ
の
就
職
を
希

望
す
る
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
（
受

講
指
示
者
）�

講
習
期
間　

平
成
29
年
６
月
１
日
～

11
月
10
日

会
場　

大
分
市
内

費
用　

受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト

代
、
講
習
保
険
料
、
健
康
診
断
料
は

実
費
）

募
集
期
間　

平
成
29
年
４
月
３
日
～

５
月
22
日

問
・　

�

管
轄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
実
施

機
関　
（
公
財
）
介
護
労
働
安
定
セ

ン
タ
ー
大
分
支
部　

☎
０
９
７－
５

３
８－

１
４
８
１

慰
霊
巡
拝

　

平
成
29
年
度
に
お
け
る
慰
霊
巡
拝

が
、
次
の
日
程
で
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
実
施
予
定
時
期
・
実
施
期

間
・
募
集
予
定
人
員
は
、
現
段
階
の

案
で
あ
り
、
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
詳
細
は
、
厚
生
労
働
省
社

会
・
援
護
局
援
護
企
画
課
外
事
室
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

援
護
企
画
課
外
事
室　

☎
０
３－

３
５
９
５－

２
４
６
９
（
直
通
）

【
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ト
ラ
ッ
ク

諸
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト

諸
島
】事
業
第
一
係（
内
線
３
４
７
８
）

【
旧
ソ
連
、
中
国
】事
業
第
二
係（
内

線
３
４
８
０
）

【
硫
黄
島
】
事
業
第
三
係
（
内
線
３

４
９
９
）

【
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
】

事
業
第
四
係
（
内
線
４
５
３
６
）

農　

業

　

農
地
バ
ン
ク
と
は
、
所
有
者
で
は

管
理
で
き
な
く
な
り
、
耕
作
し
て
い

な
い
農
地
や
今
後
耕
作
し
な
く
な
る

農
地
を
登
録
し
て
も
ら
い
、
規
模
拡

大
や
新
規
に
就
農
を
考
え
て
い
る
方

へ
の
橋
渡
し
を
す
る
も
の
で
す
。

平
成
29
年
竹
田
市
高
齢
者
大
学

の
受
講
生
募
集

「
介
護
労
働
講
習
（
実
務
者
研
修
含

む
）」
受
講
者
募
集

申
平
成
29
年
度
「
慰
霊
巡
拝
」
の

日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

農
地
バ
ン
ク

～
農
地
の
貸
借
、
売
買
を
応
援
し
ま
す
！
～

派　遣　地　域 実施予定時期 実施
期間

募集予定
人員

１　旧ソ連　ハバロフスク地方 ８月20日㈰～８月29日㈫ 10日間 15名

２　旧ソ連　イルクーツク地方 ８月27日㈰～９月５日㈫ 10日間 15名

３　旧ソ連　クラスノヤルスク地方 ９月３日㈰～９月12日㈫ 10日間 15名

４　旧ソ連　沿海地方 ９月24日㈰～10月３日㈫ 10日間 15名

５　中国　東北地方 ９月５日㈫～９月14日㈭ 10日間 15名

６　南方　東部ニューギニア ９月20日㈬～９月27日㈬ ８日間 20名

７　南方　インドネシア 10月４日㈬～10月13日㈮ 10日間 15名

８　南方　硫黄島（第１次） 10月24日㈫～10月25日㈬ ２日間 100名  ※

９　南方　トラック諸島 10月26日㈭～11月２日㈭ ８日間 15名

10　南方　硫黄島（第２次） ２月20日㈫～２月21日㈬ ２日間 100名  ※

11　南方　フィリピン ２月14日㈬～２月23日㈮ 10日間 60名

12　南方　マーシャル・ギルバート諸島 ３月３日㈯～３月11日㈰ ９日間 10名

※羽田空港発着
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aketa  Information

　

農
地
を
貸
し
た
い
ま
た
は
売
り
た

い
と
い
う
希
望
が
あ
る
方
は
、
農
業

委
員
会
事
務
局
へ
「
あ
っ
せ
ん
申
出

書
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
農
地
バ
ン
ク
に
登
録
で
き
ま
す
。

　

あ
っ
せ
ん
の
申
し
出
の
あ
っ
た
農
地

の
所
在
を
竹
田
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
、
耕
作
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
竹
田
市
農
業
委
員
会

（
☎
63

－

４
８
１
５
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

試　

験

日
時　

６
月
25
日
㈰　

午
前
10
時
～

試
験
開
始
／
午
後
２
時
～�

試
験
開

始
（
大
分
大
学
）

試
験
種
類　

甲
種
・
乙
種（
全
類
）・

丙
種

試
験
会
場　

県
立
三
重
総
合
高
校
ほ

か
県
内
６
会
場

　

大
分
大
学
会
場
は
〔
午
前
中
〕
乙

種
４
類
を
除
く
す
べ
て
、〔
午
後
〕

乙
種
４
類
の
み

願
書
配
付

　

竹
田
市
消
防
本
部
ほ
か
県
下
各
消

防
本
部
・
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

大
分
県
支
部

　

県
消
防
保
安
室
で
年
３
月
16
日
㈭

か
ら
配
付
し
て
い
ま
す
。

願
書
受
付

電
子
申
請
：
４
月
17
日
㈪
～
５
月
６

日
㈯　

※
24
時
間
受
付

書
面
申
請
：
４
月
20
日
㈭
～
５
月
９

日
㈫　

※
月
～
金
曜
日
（
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）

願
書
提
出
先　
（
一
財
）
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部

　

試
験
準
備
講
習
会
等
の
お
問
い
合

わ
せ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 （
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

大
分
県
支
部　

☎
０
９
７－

５
３
７－

０
４
２
７　

竹
田
市
消
防
本
部
警
防

課　

☎
63－

０
１
１
９

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
並
び
に
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）
の
納
税
は
、
金
融

機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
引
き
落
と

し
と
な
る
「
振
替
納
税
」
が
大
変
便

利
で
す
。
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
ま
で
口
座
振
替
に
よ
り

納
付
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
金

融
機
関
か
ら
領
収
証
書
の
送
付
を
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
29
年
か
ら

は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
願

い
ま
す
。

● 

申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
の
振
替
日平

成
29
年
４
月
20
日
㈭

● 

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人

事
業
者
）
の
振
替
日

平
成
29
年
４
月
25
日
㈫

　

ご
不
明
な
点
は
最
寄
り
の
税
務
署

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問 
竹
田
税
務
署
（
☎
63－

３
１
４
１
）

※
自
動
音
声
案
内

相　

談

相
談
日　

月
曜
～
金
曜
日　

※
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

時
間　
〔
電
話
〕
午
前
８
時
30
分
～

正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
５
時
15
分

／
〔
面
接
〕
午
前
９
時
～
正
午
、
午

後
１
時
～
午
後
５
時

場
所　

大
分
県
庁
舎
別
館
５
階
（
大

分
市
大
手
町
）

内
容　

人
身
事
故
、
物
損
事
故
等

問 

大
分
県
交
通
事
故
相
談
所　

☎

０
９
７－

５
０
６－

２
１
６
６

裁
判
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

法
廷
で
「
裁
判
員
裁
判
」
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
選
任
手
続
き
の
説

明
や
模
擬
裁
判
体
験
、
法
廷
見
学
を

実
施
し
ま
す
。

日
時　

５
月
25
日
㈭　

午
後
２
時
～

午
後
３
時
15
分
（
午
後
１
時
30
分
か

ら
受
付
開
始
）

場
所　

大
分
地
方
裁
判
所
大
会
議

室
南
棟
３
階
（
大
分
市
荷
揚
町
７

－

15
）

募
集
人
数　

28
名（
申
込
み
先
着
順
）

※�

な
お
、
過
去
に
裁
判
員
体
験
ツ

ア
ー
に
参
加
さ
れ
た
方
は
申
し
込

み
が
で
き
ま
せ
ん
。

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、

大
分
地
方
・
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総

務
課
庶
務
係　

☎
０
９
７－

５
３
２－

７
１
６
１
（
内
線
６
１
２
）
ま
で
電

話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

情
報
化
推
進
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成
29
年
５
月
18
日
㈭
（
予
定
）

よ
り
竹
田
市
の
一
部
地
域
に
お
い

て
、
携
帯
電
話
の
新
し
い
電
波
利
用

を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　

開
始
に
伴
い
ア
ン
テ
ナ
受
信
の
ご

家
庭
で
は
テ
レ
ビ
映
像
に
影
響
の
出

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
影
響
が
出
た

場
合
は
一
般
社
団
法
人
７
０
０
Ｍ
Ｈ

ｚ
（
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）
利
用
推
進
協
会

が
回
復
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
左

記
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
テ
レ
ビ
受
信
障
害
対

策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０－

７
０
０－

０
１
２　

ま

た
は　

☎
０
５
０－

３
７
８
６－

０
７

０
０

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
10
時

ま
で
（
年
中
無
休
）

平
成
29
年
度　

第
１
回
危
険
物
取

扱
者
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す 

申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税
・
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
の
振
替
期
日

大
分
県
交
通
事
故
相
談
所

「
裁
判
員
体
験
ツ
ア
ー
」
参
加

者
募
集

７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
帯
携
帯
電
波
に
よ

る
テ
レ
ビ
の
受
信
障
害
に
つ
い
て

問= お問い合わせ先　 　= 申込み先申2017年4月発行19



たけたん情報

求
人
情
報

竹
田
市
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

①
建
築
技
術
者
１
人 

20
～
35
万
円  

②
レ
ス
ト
ラ
ン
調
理
人
１
人 

21
～

24
万
円　

③
養
豚
作
業
員
２
人 

14
～
22
万
円　

④
営
業
１
人 

16
～

18
万
円　

⑤
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
１
人 

19
～
26
万
円　

⑥
農
業
全
般
１
人 

13
・
８
万
円　

⑦
木
の
伐
採
作
業
員

１
人 

17
・
５
～
32
・
５
万
円　

⑧

幼
稚
園
教
諭
１
人 

14
・
４
～
15
・

４
万
円　

⑨
フ
ロ
ン
ト
係
１
人 

15

万
円　

⑩
栄
養
士
１
人 

18
～
22
万

円　

⑪
職
業
相
談
員
１
人 

12
・
８

万
円　

⑫
料
理
人
１
人 

17
・
６
～

22
万
円

〔
パ
ー
ト
求
人
（
時
給
）〕

⑬
厨
房
１
人 

７
２
５
円　

⑭
精
肉

担
当
１
人 

８
０
０
～
８
５
０
円　

⑮
食
器
洗
浄
・
片
付
け
１
人 

８
０

０
円　

⑯
世
話
人
１
人 

８
０
０
円  

⑰
事
務
員
１
人 

７
１
５
円　

⑱

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
１
人 

７
４
０
円　

⑲
弁
当
製
造
販
売
員
４
人 

７
５
０

円　

⑳
品
出
し
業
務
１
人 

７
７
０

円　

㉑
清
掃
員
１
人 

７
３
０
円　

㉒
鮮
魚
担
当
２
人 

７
６
０
円  

㉓
洗

浄
員
１
人 
７
８
０
円　

㉔
焼
き
菓

子
の
販
売
・
製
造
員
１
人 

８
３
３
円

【
お
知
ら
せ
】
４
月
１
日
か
ら
竹
田
市

ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
業
務
時
間

を
「
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
」
に

変
更
し
ま
す
。

人権
シリーズ　No.24

「障がいのある人こそスポーツを！」

　
３
月
５
日
、「
岡
の
里
名
水
マ

ラ
ソ
ン
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
に
視
覚
障
が
い
者
の

方
と
伴
走
者
の
方
が
参
加
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
お
話
し
を
伺
う
と
、

「
近
く
に
、
視
覚
障
が
い
者
が
練

習
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
な
い

の
で
、
練
習
が
十
分
で
き
な
か
っ

た
。」「
練
習
の
た
め
に
福
岡
ま
で

通
っ
て
い
る
視
覚
障
が
い
者
の
方

も
い
る
。」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
特
別
な
用
具
や

場
所
は
要
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

視
覚
障
が
い
者
に
と
っ
て
は
、

『
伴
走
』
し
て
く
れ
る
人
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　
障
が
い

の
あ
る
人

は
健
康
維

持
、
残
存

機
能
の
活

性
化
や
社

会
参
加
の
促
進
等
の
面
か
ら
障
が

い
の
な
い
人
以
上
に
ス
ポ
ー
ツ
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
一
般
成
人
の
週
１
回

以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
が
47
・

５
％
に
対
し
て
、
障
が
い
者
（
成

人
）
の
実
施
率
は
18
・
２
％
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
に
参
加

す
る
一
部
の
人
に
は
、
練
習
の
環

境
が
整
い
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

　
今
後
は
も
っ
と
多
く
の
障
が
い

の
あ
る
人
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
め
る
サ

ポ
ー
ト
体
制

の
確
立
等
の

環
境
づ
く
り

が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

問
竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
　
☎
63-

４
８
１
７

誕
生
お
め
で
と
う

❷�

月
生
ま
れ
　

親
・
自
治
会

問 

☎
63-

１
１
０
１

← 土人形のひめぱん。姉
妹都市・長野県中野市
の「創作土人形工房・
まちなか交流の家」様
が 制 作 し て く れ ま し
た。ありがとうござい
ました。

おしらせ
　竹田まんが「ぼくのひめぱん」
の最終回をお届けしました。
　「ひめぱん」は月に帰りました。
　竹田の発展を遠くから見守って
くれることでしょう。長い間、ご
愛読ありがとうございました。
　「ひめぱん」や市報の感想等を
ハガキでお寄せください（４／ 20
㈭締切り）。
　お礼に「ひめぱ
ん」缶バッジを抽
選で５名の方に差
し上げます。

〔送り先〕〒878-8555
竹田市役所　総務課秘書広報係
「ぼくのひめぱん」係
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第33回

地域医療・小児医療の視点から

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関
４／１㈯ みやわき小児科（三重町）、三重東クリニック（三重町）、竹田市立こども診療所
４／２㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）
４／８㈯ みやわき小児科（三重町）、三重東クリニック（三重町）、竹田市立こども診療所
４／９㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）
４／15㈯ みやわき小児科（三重町）、三重東クリニック（三重町）、竹田市立こども診療所
４／16㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）
４／22㈯ みやわき小児科（三重町）、三重東クリニック（三重町）、竹田市立こども診療所
４／23㈰ みやわき小児科（三重町）
４／29㈯ 豊後大野市民病院（緒方町）
４／30㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）
５／３㈬ 豊後大野市民病院（緒方町）
５／４㈭ 豊後大野市民病院（緒方町）
５／５㈮ 豊後大野市民病院（緒方町）

問 みやわき小児科（☎0974-24-0230）／三重東クリニック（☎0974-22-6333）／
豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

受付時間　8：30 ～ 11：30（こども診療所は9：00 ～ 11：30）
診療時間　9：00 ～ 12：00（三重東クリニックは8：30 ～ 12：00）
　※�土曜日については、上記以外にも診療を行っているところがあります。
受診時の注意　当番医は、やむを得ず変更になる場合があります。あ
らかじめ当番医または竹田市消防署（☎ 63-0119）にお電話で確認さ
れるようお願いします。また、院外薬局が休みの場合は、あらかじめ
用意されて約束処方となることがありますので、ご了承ください。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号
４／２㈰ まつもと歯科クリニック〔竹田〕 ☎64-1118
４／９㈰ 竹田市荻歯科診療所〔荻〕 ☎68-3263
４／16㈰ 久住加藤医院〔久住〕 ☎64-3232
４／23㈰ 長湯ごとう歯科〔直入〕 ☎75-3001
４／29㈯ 竹田市荻歯科診療所〔荻〕 ☎68-3263
４／30㈰ 長湯ごとう歯科〔直入〕 ☎75-3001

　※診療時間９：00～ 12：00（受付11：30まで）
　※診療時間を確認のうえ、受診してください。

　４月から竹田医師会病院・大久保病院が二次救急医療を開始
するにあたり、休日及び夜間の在宅当番医が、市内医療機関の
当番制に変更となりました。

４月の在宅当番医
当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号
1㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 16㈰ 大久保病院 ☎64-7777

2㈰ 大久保病院 ☎64-7777 17㈪ 柚須医院 ☎63-2016

3㈪ 道全内科 ☎63-2270 18㈫ 志賀内科 ☎63-2083

4㈫ 志賀内科 ☎63-2083 19㈬ 古島眼科 ☎63-2407

5㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008 20㈭ 竹田診療所 ☎62-4014

6㈭ くどう循環器科・内科 ☎63-2304 21㈮ 竹田クリニック ☎64-9000

7㈮ 佐藤医院 ☎68-2005 22㈯ 大久保病院 ☎64-7777

8㈯ 大久保病院 ☎64-7777 23㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

9㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 24㈪ 道全内科 ☎63-2270

10㈪ 道全内科 ☎63-2270 25㈫ 志賀内科 ☎63-2083

11㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006 26㈬ 秦医院 ☎63-2246

12㈬ 志賀内科 ☎63-2083 27㈭ 柚須医院 ☎63-2016

13㈭ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387 28㈮ 伊藤医院 ☎75-2222

14㈮ 道全内科 ☎63-2270 29㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

15㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 30㈰ 大久保病院 ☎64-7777

　竹田市消防署（☎63-0119）でもお知らせしていますので、
ご確認のうえ必ず事前に電話連絡し受診してください。
　受付時間　平日夜間　18：00～ 21：00　土曜日　13：00～ 21：00
　　　　　　日曜、祝日　9：00～ 21：00
　＊�原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休日当番病院

を受診してください。

　注意事項
　・�かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診ても
らうようお願いします。

　・�当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事
前に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。

　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

休日及び夜間の在宅当番医院

お
も
ち
ゃ
を
寄
贈
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た

　

以
前
、
お
伝
え
し
ま
し
た
よ
う

に
、
竹
田
で
は
学
校
に
行
け
な
く

な
っ
て
し
ま
う
子
ど
も
が
減
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
で
の
子

育
て
と
、
保
健
行
政
、
福
祉
行
政
、

教
育
の
子
育
て
支
援
が
徐
々
に
実

を
結
ん
で
い
る
成
果
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
を
英
論
文
に
し
て
世
界
に

発
信
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
小
児
神
経

学
会
、
大
分
県
小
児
保
健
学
会
か

ら
優
秀
論
文
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
、
そ
の
副
賞
を
用
い
て

お
も
ち
ゃ
を
購
入
し
、
竹
田
に
寄
贈

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

首
藤
市
長
に
も
お
伝
え
し
ま
し

た
が
、
簡
単
に
ご
説
明
す
る
と
し
た

ら
磁
石
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
す
。
た
だ
、

一
般
的
な
ブ
ロ
ッ
ク
遊
び
で
育
ま
れ

る
力
に
加
え
、
数
学
的
セ
ン
ス
や
空

間
把
握
力
、
科
学
的
思
考
を
養
う

効
果
が
あ
る
も
の
で
す
。
子
ど
も
の

個
性
を
大
切
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
で
大
成
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い

る
竹
田
に
相
応
し
い
と
思
い
、
お
贈

り
し
ま
し
た
。

　

そ
の
お
も
ち
ゃ
は
市
の
健
診
で
活

用
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
で
す
。
診
察

の
待
ち
時
間
も
、
子
ど
も
た
ち
の
無

限
の
可
能
性
に
気
付
い
て
い
た
だ
く

場
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い

を
込
め
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
私
だ

け
の
判
断
で
は
な
く
、
同
じ
く
竹
田

を
支
援
し
て
き
た
福
祉
の
友
人
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
と
に
購
入
し

ま
し
た
。
健
診
で
見
か
け
た
ら
、
お

子
さ
ん
を
遊
ば
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
私
ご
と
で
す
が
、
大
分
大

学
医
学
部
か
ら
16
年
ぶ
り
に
異
動

の
指
示
を
受
け
ま
し
た
。
４
月
よ
り

中
津
市
民
病
院
に
副
院
長
と
し
て

着
任
し
ま
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と

に
、
中
津
市
の
特
別
な
ご
配
慮
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
巡
回
し
て
い
た

県
内
９
市
で
の
定
期
診
療
は
、
頻
度

こ
そ
減
り
ま
す
が
継
続
で
き
そ
う
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
中
津
か
ら
、
竹
田

の
皆
さ
ん
に
会
い
に
参
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
大
分
大
学
・
客
員
教
授　

是
松

聖
悟
．）

休日当番医情報

※今年度から「出張！えがおの子育て小児科」は隔月連載となります。次回は６月号の掲載です。2017年4月発行21



ミステリアス！竹田キリシタンⅡ

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
！
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
Ⅱ
〔
最
終
回
〕  

続
・
元
植
木
大
庄
屋
編

元
大
庄
屋
の
敷
地
に
遺
さ
れ
た

五
角
形
稲
荷

五
角
形
稲
荷
の
Ｔ
型
の
彫
り
込
み
に
は
何
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か

先
祖
が
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
を
寺
か
ら
知
ら
さ
れ
た
驚
き
の
事
実
と
踏
絵
床
抜
け
事
件
の
意
外
な
顛
末
。

そ
し
て
、
「
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
」
の
日
本
遺
産
登
録
の
挑
戦
へ
と
、
道
は
切
り
拓
か
れ
る
。

　
以
前
に
も
お
伝
え
し
た
元
植
木
大
庄
屋
だ
っ

た
Ｏ
氏
所
有
の
土
地
に
変
わ
っ
た
稲
荷
が
あ
る
。

竹
田
に
は
舟
形
を
し
た
五
角
形
稲
荷
が
多
い

が
、
そ
の
中
で
も
こ
の
稲
荷
は
ま
た
違
っ
て
い

る
。
画
像
の
と
お
り
奥
に
Ｔ
型
の
彫
り
込
み
が

あ
る
か
ら
だ
。
そ
れ
は
、
直
入
の
「
原
の
キ
リ
シ

タ
ン
墓
碑
（
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
）」
と
同
じ
形
を
し
て
い

る
。
本
来
、
こ
こ
に
何
が
あ
っ
た
の
か
は
不
明
だ

が
、Ｏ
氏
の
先
祖
が
キ
リ
シ
タ
ン
に
な
っ
た
の

は
、
朽
網
地
方
で
の
布
教
開
始
と
同
時
期
と
い

う
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
も
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
と
刻
ま
れ
た

石
碑
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
し
ま

う
。

　
し
か
し
、
こ
れ
が
本
当
に
稲
荷
だ
と
し
た

ら
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
悪
条
件
な
場
所
に
わ
ざ

わ
ざ
岩
を
掘
っ
て
ま
で
作
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

大
庄
屋
な
ら
ば
広
大
な
土
地
を
有
し
て
い
た
た

め
、
他
に
い
く
ら
で
も
土
地
は
あ
っ
た
は
ず

だ
。
真
実
は
謎
だ
が
、
こ
の
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な

稲
荷
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
＊
　

　
次
に
、
こ
れ
ま
で
の
取
材
の
「
こ
ぼ
れ
話
」

を
ご
紹
介
し
た
い
。
以
前
、
取
材
を
行
っ
た
際

に
あ
る
家
の
ご
婦
人
に
、「
お
宅
の
ご
先
祖
は

キ
リ
シ
タ
ン
だ
っ
た
の
で
は
？
」
と
尋
ね
た
こ

と
で
お
叱
り
を
受
け
た
。
も
ち
ろ
ん
謝
罪
し
た

が
、
ご
婦
人
の
怒
り
は
収
ま
ら
ず
、
旦
那
寺
に

出
向
き
住
職
の
奥
様
に
そ
の
怒
り
を
次
の
よ
う

に
伝
え
た
。「
市
役
所
の
職
員
が
突
然
や
っ
て

来
て
、
お
宅
の
先
祖
は
キ
リ
シ
タ
ン
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
た
。
う
ち
は
キ
リ
シ
タ

ン
で
は
な
か
っ
た
の
に
非
常
に
心
外
だ
」
と
。

す
る
と
、「
何
を
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
私
は
先

代
の
住
職
か
ら
、
お
宅
は
『
代
々
、
立
派
な
キ

リ
シ
タ
ン
だ
っ
た
』
と
聞
い
て
い
ま
す
よ
」
と

逆
に
諭
さ
れ
て
納
得
し
た
と
い
う
も
の
だ
。
そ

れ
に
し
て
も
先
代
の
ご
住
職
が
知
っ
て
い
た
と

な
る
と
、
例
の
お
宅
は
か
な
り
近
年
ま
で
キ
リ

シ
タ
ン
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
こ
と
に
驚
か
さ

れ
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
禁
教
令
が
出
さ
れ

た
後
は
、
仏
僧
が
キ
リ
シ
タ
ン
と
知
り
な
が
ら

も
慈
悲
深
く
守
っ
た
と
い
う
点
は
見
逃
せ
な

い
。
竹
田
の
寺
に
昔
か
ら
キ
リ
シ
タ
ン
墓
と
言

わ
れ
て
き
た
も
の
が
多
く
残
っ
て
い
る
の
も
こ

う
し
た
背
景
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
　
　
　
＊

　
二
つ
目
は
、「
垂
水
屋
踏
絵
床
抜
け
事
件
」

の
顛
末
で
あ
る
。
記
事
を
掲
載
し
た
後
に
、
垂

水
屋
の
子
孫
の
方
と
お
話
し
す
る
機
会
を
得

た
。
そ
の
際
に
聞
き
取
っ
た
内
容
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。「
主
人
で
あ
る
平
兵
衛
は
長
崎
に

送
ら
れ
、
残
っ
た
家
族
は
村
八
分
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
昼
間
は
誰
も
相
手
に
し
て
く
れ
な

か
っ
た
が
、
夜
に
な
る
と
多
く
の
人
が
裏
口
か

ら
見
舞
い
や
差
し
入
れ
を
持
っ
て
き
て
く
れ

て
、
従
来
通
り
温
か
く
接
し
て
く
れ
た
よ
う

だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
後
も
竹
田
で
商
売
を

続
け
ら
れ
た
の
だ
と
聞
い
て
い
る
。
そ
し
て
、

自
分
が
中
学
生
だ
っ
た
昭
和
20
年
の
こ
と
。
今

で
も
思
い
出
す
奇
妙
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
祖
母

は
毎
日
、
仏
壇
の
前
で
本
を
開
い
て
小
声
で
何

議
会
に
加
盟
し
て
お
り
、
既
に
申
請
を
終
え
て

い
る
た
め
、
現
在
は
本
年
４
月
の
認
定
発
表
を

待
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
認
定
さ
れ
れ
ば
、

今
後
の
観
光
推
進
に
と
っ
て
大
き
な
起
爆
剤
と

な
る
だ
ろ
う
。

　
一
方
、
民
間
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
竹
田
キ
リ

シ
タ
ン
未
来
計
画
」
が
設
立
さ
れ
、
市
民
が
主

体
と
な
っ
て
さ
ら
に
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
を
Ｐ
Ｒ

し
よ
う
と
い
う
新
た
な
動
き
も
出
て
き
た
。

　
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
独
自
の
謎
め
い
た
ス
ト
ー

リ
ー
は
、
着
実
に
海
外
か
ら
も
注
目
さ
れ
始
め

て
い
る
。
こ
こ
で
立
ち
止
ま
っ
て
歴
史
を
た
だ

の
過
去
に
し
な
い
よ
う
、「
４
０
０
年
前
の
古

く
て
新
し
い
観
光
資
源
」
で
あ
る
竹
田
キ
リ
シ

タ
ン
に
さ
ら
な
る
磨
き
を
か
け
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進

む
時
期
が
刻
々
と
近
づ
い
て
い
る
の
は
確
か
な

よ
う
だ
。（

南
蛮
文
化
振
興
室
長
　
後
藤
篤
美
）

（
注
１
）『
ど
ち
り
な
き
り
し
た
ん
』
と
は
、
近
世
初
期
に

イ
エ
ズ
ス
会
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の

教
理
本
。
当
時
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
でDoctrina Christã

、

ラ
テ
ン
語
でDoctrina Christiana

と
表
記
す
る
。
一
般
の

信
者
向
け
に
写
本
さ
れ
た
も
の
が
出
回
っ
て
お
り
、
平
仮

名
で
書
か
れ
て
い
た
も
の
が
多
い
。

取
材
こ
ぼ
れ
話
／
「
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
」
の

日
本
遺
産
の
挑
戦
へ

や
ら
熱
心
に
唱
え
て
い
た
。
そ
こ
で
、
祖
母
に

『
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
見
て
い
る
そ
の
本
は
何
？
何

を
唱
え
て
い
る
の
？
』
と
聞
く
と
、
祖
母
は
ニ

タ
ッ
と
笑
っ
て
、『
さ
あ
、
何
か
な
？
お
経
か
も

な
？
』
と
と
ぼ
け
た
。
だ
が
、
今
に
な
っ
て
思

う
と
、
そ
の
本
は
す
べ
て
平
仮
名
で
書
か
れ
て

い
た
の
で
、
あ
れ
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
教
義
書
で

あ
る『
ど
ち
り
な
き
り
し
た
ん
』（※

注
１
）だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
実
際
に
仏
壇
の
上
に
は
マ

リ
ア
様
の
絵
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
」
と
い
う
興

味
深
い
話
だ
っ
た
。
も
し
、
そ
の
本
が
「
ど
ち

り
な
き
り
し
た
ん
」
だ
っ
た
な
ら
ば
、
垂
水
屋

は
踏
絵
床
抜
け
事
件
後
も
昭
和
の
時
代
ま
で
キ

リ
シ
タ
ン
を
貫
い
た
こ
と
に
な
る
。
二
つ
と
も

史
料
か
ら
は
得
ら
れ
な
い
、
実
に
謎
め
い
た
取

材
こ
ぼ
れ
話
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
＊

　
さ
て
、
竹
田
市
は
平
成
24
年
に
キ
リ
シ
タ
ン

ベ
ル
『
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
』
の
複
製
を
作
っ
て

以
来
、
キ
リ
シ
タ
ン
を
市
の
施
策
と
し
て
位
置

づ
け
、
観
光
資
源
と
し
て
売
り
出
し
て
き
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
竹
田
に
来
た
こ
と

が
な
い
人
々
、
あ
る
い
は
興
味
が
無
か
っ
た

人
々
を
誘
客
す
る
こ
と
に
一
定
の
成
果
を
収
め

て
き
た
。
ま
た
、
駐
日
バ
チ
カ
ン
大
使
や
イ
タ

リ
ア
・
バ
チ
カ
ン
図
書
館
長
の
来
竹
は
そ
れ
を

後
押
し
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
現
実
に
殿
町
の

キ
リ
シ
タ
ン
洞
窟
礼
拝
堂
に
は
、
以
前
に
比
べ

て
は
る
か
に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。

　
で
は
、
次
に
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
が
向
か
う
先

は
ど
こ
な
の
か
。
そ
の
答
え
の
一
つ
に
、
大
分

県
下
７
市
町
で
構
成
す
る
「
南
蛮
文
化
交
流
協

定
協
議
会
」
で
の
日
本
遺
産
登
録
が
あ
る
。
日

本
遺
産
は
世
界
遺
産
と
違
っ
て
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
の
外
国
人
観
光
客
誘
致
を
目
的
と
す

る
国
の
観
光
施
策
で
あ
る
。
竹
田
市
も
こ
の
協

　世界が注目する “竹田キリシタン” 遺
産を、国内外に向けて発信し、地域活性
化に寄与するプロジェクトです。過疎高
齢化の著しい竹田市城下町エリアの空き
家を活用した拠点の整備と、ミステリア
ス！ “竹田キリシタン” の情報発信、地
域学の推進・後継者育成に取り組みま
す！ 皆さまのご協力をよろしくお願い
します！
問NPO竹田キリシタン未来計画　☎0974-63-3383

ミステリアス！“竹田キリシタン”
プロジェクト始動
３・２８（火）クラウドファンディングがスタート！

皆さまのご協力をお願いします。

②

③

①

↑左写真・五角形稲荷にある「Ｔ型」の彫り込み

↑以前紹介した植木Ｏ氏
の敷地内にある  ①「隠
れキリシタンの洞窟」  
②「キリシタン墓」  ③
「カマボコ石」の積ま
れた石段↑ 元植木大庄屋所有の敷地内にある五角形稲荷

て
ん
ま
つ

て
ん
ま
つ

広報たけた  平成29年4月号 22



ミステリアス！竹田キリシタンⅡ

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
！
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
Ⅱ
〔
最
終
回
〕  

続
・
元
植
木
大
庄
屋
編

元
大
庄
屋
の
敷
地
に
遺
さ
れ
た

五
角
形
稲
荷

五
角
形
稲
荷
の
Ｔ
型
の
彫
り
込
み
に
は
何
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か

先
祖
が
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
を
寺
か
ら
知
ら
さ
れ
た
驚
き
の
事
実
と
踏
絵
床
抜
け
事
件
の
意
外
な
顛
末
。

そ
し
て
、
「
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
」
の
日
本
遺
産
登
録
の
挑
戦
へ
と
、
道
は
切
り
拓
か
れ
る
。

　
以
前
に
も
お
伝
え
し
た
元
植
木
大
庄
屋
だ
っ

た
Ｏ
氏
所
有
の
土
地
に
変
わ
っ
た
稲
荷
が
あ
る
。

竹
田
に
は
舟
形
を
し
た
五
角
形
稲
荷
が
多
い

が
、
そ
の
中
で
も
こ
の
稲
荷
は
ま
た
違
っ
て
い

る
。
画
像
の
と
お
り
奥
に
Ｔ
型
の
彫
り
込
み
が

あ
る
か
ら
だ
。
そ
れ
は
、
直
入
の
「
原
の
キ
リ
シ

タ
ン
墓
碑
（
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
）」
と
同
じ
形
を
し
て
い

る
。
本
来
、
こ
こ
に
何
が
あ
っ
た
の
か
は
不
明
だ

が
、Ｏ
氏
の
先
祖
が
キ
リ
シ
タ
ン
に
な
っ
た
の

は
、
朽
網
地
方
で
の
布
教
開
始
と
同
時
期
と
い

う
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
も
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
と
刻
ま
れ
た

石
碑
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
し
ま

う
。

　
し
か
し
、
こ
れ
が
本
当
に
稲
荷
だ
と
し
た

ら
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
悪
条
件
な
場
所
に
わ
ざ

わ
ざ
岩
を
掘
っ
て
ま
で
作
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

大
庄
屋
な
ら
ば
広
大
な
土
地
を
有
し
て
い
た
た

め
、
他
に
い
く
ら
で
も
土
地
は
あ
っ
た
は
ず

だ
。
真
実
は
謎
だ
が
、
こ
の
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な

稲
荷
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
＊
　

　
次
に
、
こ
れ
ま
で
の
取
材
の
「
こ
ぼ
れ
話
」

を
ご
紹
介
し
た
い
。
以
前
、
取
材
を
行
っ
た
際

に
あ
る
家
の
ご
婦
人
に
、「
お
宅
の
ご
先
祖
は

キ
リ
シ
タ
ン
だ
っ
た
の
で
は
？
」
と
尋
ね
た
こ

と
で
お
叱
り
を
受
け
た
。
も
ち
ろ
ん
謝
罪
し
た

が
、
ご
婦
人
の
怒
り
は
収
ま
ら
ず
、
旦
那
寺
に

出
向
き
住
職
の
奥
様
に
そ
の
怒
り
を
次
の
よ
う

に
伝
え
た
。「
市
役
所
の
職
員
が
突
然
や
っ
て

来
て
、
お
宅
の
先
祖
は
キ
リ
シ
タ
ン
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
た
。
う
ち
は
キ
リ
シ
タ

ン
で
は
な
か
っ
た
の
に
非
常
に
心
外
だ
」
と
。

す
る
と
、「
何
を
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
私
は
先

代
の
住
職
か
ら
、
お
宅
は
『
代
々
、
立
派
な
キ

リ
シ
タ
ン
だ
っ
た
』
と
聞
い
て
い
ま
す
よ
」
と

逆
に
諭
さ
れ
て
納
得
し
た
と
い
う
も
の
だ
。
そ

れ
に
し
て
も
先
代
の
ご
住
職
が
知
っ
て
い
た
と

な
る
と
、
例
の
お
宅
は
か
な
り
近
年
ま
で
キ
リ

シ
タ
ン
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
こ
と
に
驚
か
さ

れ
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
禁
教
令
が
出
さ
れ

た
後
は
、
仏
僧
が
キ
リ
シ
タ
ン
と
知
り
な
が
ら

も
慈
悲
深
く
守
っ
た
と
い
う
点
は
見
逃
せ
な

い
。
竹
田
の
寺
に
昔
か
ら
キ
リ
シ
タ
ン
墓
と
言

わ
れ
て
き
た
も
の
が
多
く
残
っ
て
い
る
の
も
こ

う
し
た
背
景
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
　
　
　
＊

　
二
つ
目
は
、「
垂
水
屋
踏
絵
床
抜
け
事
件
」

の
顛
末
で
あ
る
。
記
事
を
掲
載
し
た
後
に
、
垂

水
屋
の
子
孫
の
方
と
お
話
し
す
る
機
会
を
得

た
。
そ
の
際
に
聞
き
取
っ
た
内
容
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。「
主
人
で
あ
る
平
兵
衛
は
長
崎
に

送
ら
れ
、
残
っ
た
家
族
は
村
八
分
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
昼
間
は
誰
も
相
手
に
し
て
く
れ
な

か
っ
た
が
、
夜
に
な
る
と
多
く
の
人
が
裏
口
か

ら
見
舞
い
や
差
し
入
れ
を
持
っ
て
き
て
く
れ

て
、
従
来
通
り
温
か
く
接
し
て
く
れ
た
よ
う

だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
後
も
竹
田
で
商
売
を

続
け
ら
れ
た
の
だ
と
聞
い
て
い
る
。
そ
し
て
、

自
分
が
中
学
生
だ
っ
た
昭
和
20
年
の
こ
と
。
今

で
も
思
い
出
す
奇
妙
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
祖
母

は
毎
日
、
仏
壇
の
前
で
本
を
開
い
て
小
声
で
何

議
会
に
加
盟
し
て
お
り
、
既
に
申
請
を
終
え
て

い
る
た
め
、
現
在
は
本
年
４
月
の
認
定
発
表
を

待
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
認
定
さ
れ
れ
ば
、

今
後
の
観
光
推
進
に
と
っ
て
大
き
な
起
爆
剤
と

な
る
だ
ろ
う
。

　
一
方
、
民
間
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
竹
田
キ
リ

シ
タ
ン
未
来
計
画
」
が
設
立
さ
れ
、
市
民
が
主

体
と
な
っ
て
さ
ら
に
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
を
Ｐ
Ｒ

し
よ
う
と
い
う
新
た
な
動
き
も
出
て
き
た
。

　
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
独
自
の
謎
め
い
た
ス
ト
ー

リ
ー
は
、
着
実
に
海
外
か
ら
も
注
目
さ
れ
始
め

て
い
る
。
こ
こ
で
立
ち
止
ま
っ
て
歴
史
を
た
だ

の
過
去
に
し
な
い
よ
う
、「
４
０
０
年
前
の
古

く
て
新
し
い
観
光
資
源
」
で
あ
る
竹
田
キ
リ
シ

タ
ン
に
さ
ら
な
る
磨
き
を
か
け
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進

む
時
期
が
刻
々
と
近
づ
い
て
い
る
の
は
確
か
な

よ
う
だ
。（

南
蛮
文
化
振
興
室
長
　
後
藤
篤
美
）

（
注
１
）『
ど
ち
り
な
き
り
し
た
ん
』
と
は
、
近
世
初
期
に

イ
エ
ズ
ス
会
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の

教
理
本
。
当
時
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
でDoctrina Christã

、

ラ
テ
ン
語
でDoctrina Christiana

と
表
記
す
る
。
一
般
の

信
者
向
け
に
写
本
さ
れ
た
も
の
が
出
回
っ
て
お
り
、
平
仮

名
で
書
か
れ
て
い
た
も
の
が
多
い
。

取
材
こ
ぼ
れ
話
／
「
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
」
の

日
本
遺
産
の
挑
戦
へ

や
ら
熱
心
に
唱
え
て
い
た
。
そ
こ
で
、
祖
母
に

『
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
見
て
い
る
そ
の
本
は
何
？
何

を
唱
え
て
い
る
の
？
』
と
聞
く
と
、
祖
母
は
ニ

タ
ッ
と
笑
っ
て
、『
さ
あ
、
何
か
な
？
お
経
か
も

な
？
』
と
と
ぼ
け
た
。
だ
が
、
今
に
な
っ
て
思

う
と
、
そ
の
本
は
す
べ
て
平
仮
名
で
書
か
れ
て

い
た
の
で
、
あ
れ
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
教
義
書
で

あ
る『
ど
ち
り
な
き
り
し
た
ん
』（※

注
１
）だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
実
際
に
仏
壇
の
上
に
は
マ

リ
ア
様
の
絵
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
」
と
い
う
興

味
深
い
話
だ
っ
た
。
も
し
、
そ
の
本
が
「
ど
ち

り
な
き
り
し
た
ん
」
だ
っ
た
な
ら
ば
、
垂
水
屋

は
踏
絵
床
抜
け
事
件
後
も
昭
和
の
時
代
ま
で
キ

リ
シ
タ
ン
を
貫
い
た
こ
と
に
な
る
。
二
つ
と
も

史
料
か
ら
は
得
ら
れ
な
い
、
実
に
謎
め
い
た
取

材
こ
ぼ
れ
話
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
＊

　
さ
て
、
竹
田
市
は
平
成
24
年
に
キ
リ
シ
タ
ン

ベ
ル
『
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
』
の
複
製
を
作
っ
て

以
来
、
キ
リ
シ
タ
ン
を
市
の
施
策
と
し
て
位
置

づ
け
、
観
光
資
源
と
し
て
売
り
出
し
て
き
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
竹
田
に
来
た
こ
と

が
な
い
人
々
、
あ
る
い
は
興
味
が
無
か
っ
た

人
々
を
誘
客
す
る
こ
と
に
一
定
の
成
果
を
収
め

て
き
た
。
ま
た
、
駐
日
バ
チ
カ
ン
大
使
や
イ
タ

リ
ア
・
バ
チ
カ
ン
図
書
館
長
の
来
竹
は
そ
れ
を

後
押
し
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
現
実
に
殿
町
の

キ
リ
シ
タ
ン
洞
窟
礼
拝
堂
に
は
、
以
前
に
比
べ

て
は
る
か
に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。

　
で
は
、
次
に
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
が
向
か
う
先

は
ど
こ
な
の
か
。
そ
の
答
え
の
一
つ
に
、
大
分

県
下
７
市
町
で
構
成
す
る
「
南
蛮
文
化
交
流
協

定
協
議
会
」
で
の
日
本
遺
産
登
録
が
あ
る
。
日

本
遺
産
は
世
界
遺
産
と
違
っ
て
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
の
外
国
人
観
光
客
誘
致
を
目
的
と
す

る
国
の
観
光
施
策
で
あ
る
。
竹
田
市
も
こ
の
協

　世界が注目する “竹田キリシタン” 遺
産を、国内外に向けて発信し、地域活性
化に寄与するプロジェクトです。過疎高
齢化の著しい竹田市城下町エリアの空き
家を活用した拠点の整備と、ミステリア
ス！ “竹田キリシタン” の情報発信、地
域学の推進・後継者育成に取り組みま
す！ 皆さまのご協力をよろしくお願い
します！
問NPO竹田キリシタン未来計画　☎0974-63-3383

ミステリアス！“竹田キリシタン”
プロジェクト始動
３・２８（火）クラウドファンディングがスタート！

皆さまのご協力をお願いします。
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↑左写真・五角形稲荷にある「Ｔ型」の彫り込み
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の敷地内にある  ①「隠
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ぼくたち・私たちの

学び舎

↑昔の保育所

↑移転新築された保育所

↑高齢者施設との交流

　「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
、
今
日

は
暖
か
い
で
す
ね
ー
」「
そ
う
で
す

ね
ー
」「
お
か
あ
さ
ん
に
行
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
し
て
」「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ

い
、
バ
イ
バ
イ
」「
お
預
か
り
し
ま

す
。
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
、
お
気
を

つ
け
て…

」

　
お
家
の
方
と
の
お
別
れ
に
、
涙
が

出
ち
ゃ
う
お
子
さ
ん
も
い
ま
す
が
、

保
育
士
が
し
っ
か
り
と
抱
き
し
め
て

お
引
き
受
け
す
る
毎
朝
の
光
景…

。

　
本
保
育
所
は
、
昭
和
41
年
４
月

１
日
、
竹
田
市
下
木
で
地
域
の
子
ど

も
た
ち
を
預
か
り
、
保
育
を
行
う
と

こ
ろ
と
し
て
開
所
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
８
年
４
月
、
会
々
七
里
へ
移
転
新

築
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
間
、
約
１
０
７
０
名
の
卒

園
児
が
巣
立
っ
て
い
ま
す
。

　
保
育
環
境
に
と
て
も
恵
ま
れ
て

お
り
、
０
〜
１
歳
児
の
ク
ラ
ス
と
２

〜
４
歳
児
の
ク
ラ
ス
の
園
庭
が
別
々

に
造
ら
れ
て
い
る
の
で
、
互
い
に
の

び
の
び
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
竹
田
小
学
校
・
竹
田
幼
稚
園

が
隣
接
し
て
い
る
の
で
、
散
歩
で

時
々
お
邪
魔
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
３
・
４
歳
児
ク
ラ
ス
の
子
ど
も

た
ち
は
も
う
少
し
足
を
の
ば
し
て

市
街
地
ま
で
行
き
、
地
域
の
方
々
や

四
季
折
々
の
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を

楽
し
み
な
が
ら
、
社
会
性
や
感
受
性

を
養
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
月
行
わ
れ
る
誕
生
会
で
は
、
日

舞
・
バ
レ
エ
・
マ
ン
ド
リ
ン
・
弾
き

語
り
な
ど
、
多
方
面
の
ゲ
ス
ト
の

方
々
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
園
児
は

み
ん
な
目
を
輝
か
せ
て
観
て
お
り
、

豊
か
な
感
性
を
培
う
貴
重
な
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
高
齢
者
施
設
と
の

世
代
間
交
流
も
、
伝
統
行
事
と
し
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
城
下
町
ひ
な
ま

つ
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
流
し
雛
、

園
児
が
作
っ
た
お
雛
さ
ま
の
展
示
、

県
内
一
周
駅
伝
の
ゴ
ー
ル
地
点
で
の

応
援
、
市
民
へ
の
防
火
意
識
を
高
め

る
防
火
パ
レ
ー
ド
と
、
様
々
な
地
域

行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い

ま
す
。

　
昨
今
、
食
育
の
重
要
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
園
内
で
の
野
菜

づ
く
り
や
地
域
の
方
の
ご
協
力
に

よ
る
さ
つ
ま
芋
の
収
穫
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
自
分
た
ち
で
育

て
た
野
菜
を
使
っ
た
ク
ッ
キ
ン
グ
な

ど
を
通
し
て
、
食
に
対
す
る
関
心
を

高
め
る
と
と
も
に
、
食
べ
物
に
感
謝

す
る
心
を
育
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
日
々
の
園
生
活
や
行
事

な
ど
を
通
し
て
、
心
も
体
も
た
く
ま

し
く
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の

姿
を
見
る
こ
と
が
、
私
た
ち
保
育
士

の
何
よ
り
の
喜
び
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
信
頼

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
毎
日
『
楽
し

い
な
あ
　
面
白

い
な
あ
　
明
日

も
来
る
ぞ
！
』

と
思
え
る
よ
う

な
保
育
所
を
め

ざ
し
ま
す
。
　

（
堀
留
里
子
）

今
月
の
学
び
舎

　竹
田
市
立
竹
田
保
育
所

↑田能村梅士

↑「世界最古の刑法」
田能村梅士著

　
田
能
村
梅
士
は
、
慶
応
４
年
（
１

８
６
８
）
生
ま
れ
の
竹
田
出
身
で

す
。

　
田
能
村
竹
田
の
曾
孫
に
あ
た
り
、

幼
少
に
祖
父
の
田
能
村
如
仙
か
ら

漢
字
を
学
び
、
漢
詩
に
親
し
ん
で
い

ま
し
た
。
ま
た
、
赤
座
弥
太
郎
か

ら
、
偉
人
の
感
化
薫
陶
に
つ
い
て
教

わ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
上
京
し
て
明
治
法
律
学

校
（
現
・
明
治
大
学
）
で
法
律
や
政

治
を
学
び
ま
し
た
。
在
学
中
に
嘱
望

さ
れ
、
卒
業
後
は
同
大
学
助
手
と
し

て
活
躍
し
ま
し
た
。

　
大
学
で
は
明
治
35
年（
１
９
０
２
）

に
、
中
国
法
制
史
の
研
究
を
始
め
ま

し
た
。

　
古
代
中
国
の
堯
・
舜
の
刑
法
、
刑

法
の
成
立
、
刑
と
道
徳
、
刑
の
目
的

な
ど
を
論
じ
て
明
治
37
年
（
１
９
０

４
）
に
「
世
界
最
古
の
刑
法
」
を
出

版
し
ま
し
た
。
近
代
期
に
お
け
る
日

本
で
、
中
国
法
制
度
を
語
る
学
問
的

意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
順
調
に
法
学
者
の
道

を
歩
ん
で
い
ま
し
た
が
、
同
年
２
月

乞
わ
れ
て
讀
賣
新
聞
社
に
入
社
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
編
集
に
当
た
っ
て
は
文
芸
に
関
心

が
深
く
、
当
時
衰
微
し
て
い
た
滑
稽

文
学
を
歎
き
「
へ
な
ぶ
り
」（
流
行

語
を
使
っ
て
新
趣
味
を
出
そ
う
と
し

た
狂
歌
の
一
派
）
を
創
始
す
る
な

ど
、
明
治
文
壇
に
活
気
を
与
え
た
功

績
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
明
治
40
年
（
１
９
０
７
）
に
は

日
本
新
聞
社
（
明
治
・
大
正
時
代
の

日
刊
新
聞
）
に
移
り
編
集
長
を
務
め

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
母
校
明
治
大
学
の
発
刊

誌
「
国
家
及
国
家
学
」
の
編
集
を
手

掛
け
る
な
ど
文
壇
の
人
と
し
て
広
く

活
躍
し
て
い
ま
す
。

（
本
田
耕
一
）

　
参
考
　
大
分
県
人
士
録

　
本
文
中
の
敬
称
は
省
略
し
ま
し
た

「世界最古の刑法」を著す　田能村梅士

ま
る
ご
と
博
物
館
138

農
政
関
係
者
受
賞

「
農
業
振
興
」の
牽
引
力
に！

↑ ブランド化を考える
　トークセッション

パスタのワークョップ→

農　業

　大
分
県
の
農
業
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
、
各
表
彰
の
受
賞
者
の

皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
後
も
竹
田
市
農
業
振
興
の
「
牽
引
力
」
と

な
っ
て
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

  

第
48
回
大
分
農
業
賞
表
彰

　
大
分
農
業
賞
の
生
産
・
加
工
・
販

売
部
門
に
お
い
て
、
大
分
県
農
業
協

同
組
合
豊
肥
事
業
部
ミ
ニ
ト
マ
ト
部

会
（
下
田
臣
吉
部
会
長
）
が
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
竹
田
市
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
は
、

36
戸
の
生
産
者
が
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
大
分
県
生
産
者
は
、
夏
秋
期
に
限

る
と
西
日
本
３
位
で
あ
り
、
当
部
会

の
生
産
者
は
県
内
Ｊ
Ａ
取
扱
量
の
６

割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
に
は
生
産
戸
数
が

27
戸
ま
で
減
少
す
る
も
の
の
、
新
規

就
農
の
確
保
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、
毎
年
数
名
の
栽
培
者

が
増
え
、
生
産
は
順
調
に
回
復
し
、

九
州
の
主
力
市
場
に
「
竹
田
ミ
ニ
ト

マ
ト
」
ブ
ラ
ン
ド
で
出
荷
す
る
等
、

県
内
の
農
業
振
興
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

  

平
成
28
年
度
大
分
県
園
芸
関
係

表
彰

　
第
26
回
大
分
県
野
菜
経
営
コ
ン

ク
ー
ル
新
人
部
門
に
お
い
て
、
佐
々

木
知
徳
さ
ん（
竹
田
）の
品
目
・
ピ
ー

マ
ン
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
第
57
回
大
分
県
花
き
展
に
お
い

て
、
児
玉
辰
雄
さ
ん
（
直
入
）
の
リ

ン
ド
ウ
、
同
じ
く
渕
孝
廣
さ
ん
（
直

入
）
の
コ
ギ
ク
が
金
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
第
20
回
大
分
県
ぶ
ど
う
品
評
会

に
お
い
て
、
沖
田
一
幸
さ
ん（
直
入
）

の
ピ
オ
ー
ネ
が
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

  《
大
分
フ
ラ
ワ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
６
》

  

第
58
回
大
分
県
花
き
展

　
大
分
県
花
き
展
に
お
い
て
、
倉
橋

順
石
さ
ん
（
竹
田
）
の
品
目
・
ト
ル

コ
ギ
キ
ョ
ウ
、
同
じ
く
森
淳
治
さ
ん

（
久
住
）
の
ア
リ
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
が

金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

（
敬
称
略
）

　
銀
賞
・
ア
リ
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
（
倉

橋
弘
三
・
久
住
）、
銅
賞
・
ア
リ
ス
ト

ロ
メ
リ
ア
（
大
窪
慎
二
・
久
住
）、
ト

ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
（
倉
橋
順
石
・
竹
田
）

日本一の農食会「たけたのたべかた」を開催
↑首藤市長に「ふろうりす」完成を報告する但
馬屋老舗の板井社長

　３月12日、地方創生事業日本一ブランド戦略プロジェクト
「たけたのたべかた」が大分市中央町のビルで、大分市などの
料理人で構成する「食ラボ大分」との共催で開催されました。
　本市の農産物の「知産知消」の取組みとして、今回は「かぼ
す」「サフラン」「しいたけ」を中心に、新商品発表会や、ブラ
ンドの売り出し方やその可能性をさぐるトークセッション等が
開かれました。
　昼の料理教室と夜の調理実演に、料理人とかぼす、サフラ
ン、しいたけ生産者が参加し、「料理」と「農産物」を解説。
イベントには延べ400人が参加しました。

　
竹
田
市
は
地
方
創
生
事
業
を
活
用
し

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
る

「
日
本
一
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
か
ぼ
す
、
サ
フ
ラ
ン
、
し
い
た
け

の
３
つ
を
軸
に
し
た
も
の
）」
実
施
し

て
い
ま
す
。
賛
同
し
た
市
内
の
和
菓
子

店
・
但
馬
屋
老
舗
が「
竹
田
市
の
農
業
」

を
全
国
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
こ
う

と
、
か
ぼ
す
と
サ
フ
ラ
ン
を
使
用
し
た

新
商
品
「
ふ
ろ
う
り
す
」
の
販
売
を
決

定
し
ま
し
た
。

　「
ふ
ろ
う
り
す
」
は
、
サ
フ
ラ
ン
の

花
２
０
０
〜
３
０
０
輪
か
ら
わ
ず
か
１

グ
ラ
ム
し
か
採
れ
な
い
貴
重
な
め
し
べ

を
ふ
ん
わ
り
と
仕
上
げ
た
生
地
に
使

用
。
ま
た
、
標
高
が
高
く
昼
夜
の
気
温

差
が
大
き
い
本
市
で
育
つ
香
り
豊
か
な

か
ぼ
す
を
使
用
し
、
さ
わ
や
か
な
羊
羹

を
丁
寧
に
炊
き
あ
げ
、
北
海
道
産
の
白

小
豆
餡
で
包
み
込
み
、
さ
わ
や
か
な
酸

味
と
か
お
り
が
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て

い
る
上
品
な
お
菓
子
で
す
。
な
お
、
但

馬
屋
老
舗
の
ご
子
息
、
板
井
靖
良
さ
ん

を
は
じ
め
と
す
る
若
い
チ
ー
ム
ス
タ
ッ

フ
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
商
品
名
は
「
サ
フ
ラ
ン
」
の
オ
ラ
ン

ダ
語「
フ
ロ
ウ
リ
ス
・
エ
ン
タ
ア
リ
ス
」

が
由
来
。
詳
し
く
は
但
馬
屋
老
舗
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

「
日
本
一
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

竹田市と大分市を「食」でつなぐ！

若
き
チ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
が

開
発
し
た
和
菓
子
で
後
押
し
！

↑防火パレード

↑〔後列左から〕沖田一幸さん、渕孝廣さん、（首藤市長）、
児玉辰雄さん、佐々木知徳さん　〔前列左から〕ミニトマ
ト部会（下田会長）、同部会（太田さん）、倉橋順石さん、
森淳治さん

訂正 市報３月号「まるごと博物館」の「三苫ひさか －病弱、貧困のなか、作家への執念燃やす－」の中で、
写真のキャプションに誤りがありました。正しくは「…子孫が住んでいます」です。（秘書広報係）

こ
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ぼくたち・私たちの

学び舎

↑昔の保育所

↑移転新築された保育所

↑高齢者施設との交流

　「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
、
今
日

は
暖
か
い
で
す
ね
ー
」「
そ
う
で
す

ね
ー
」「
お
か
あ
さ
ん
に
行
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
し
て
」「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ

い
、
バ
イ
バ
イ
」「
お
預
か
り
し
ま

す
。
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
、
お
気
を

つ
け
て…

」

　
お
家
の
方
と
の
お
別
れ
に
、
涙
が

出
ち
ゃ
う
お
子
さ
ん
も
い
ま
す
が
、

保
育
士
が
し
っ
か
り
と
抱
き
し
め
て

お
引
き
受
け
す
る
毎
朝
の
光
景…

。

　
本
保
育
所
は
、
昭
和
41
年
４
月

１
日
、
竹
田
市
下
木
で
地
域
の
子
ど

も
た
ち
を
預
か
り
、
保
育
を
行
う
と

こ
ろ
と
し
て
開
所
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
８
年
４
月
、
会
々
七
里
へ
移
転
新

築
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
間
、
約
１
０
７
０
名
の
卒

園
児
が
巣
立
っ
て
い
ま
す
。

　
保
育
環
境
に
と
て
も
恵
ま
れ
て

お
り
、
０
〜
１
歳
児
の
ク
ラ
ス
と
２

〜
４
歳
児
の
ク
ラ
ス
の
園
庭
が
別
々

に
造
ら
れ
て
い
る
の
で
、
互
い
に
の

び
の
び
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
竹
田
小
学
校
・
竹
田
幼
稚
園

が
隣
接
し
て
い
る
の
で
、
散
歩
で

時
々
お
邪
魔
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
３
・
４
歳
児
ク
ラ
ス
の
子
ど
も

た
ち
は
も
う
少
し
足
を
の
ば
し
て

市
街
地
ま
で
行
き
、
地
域
の
方
々
や

四
季
折
々
の
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を

楽
し
み
な
が
ら
、
社
会
性
や
感
受
性

を
養
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
月
行
わ
れ
る
誕
生
会
で
は
、
日

舞
・
バ
レ
エ
・
マ
ン
ド
リ
ン
・
弾
き

語
り
な
ど
、
多
方
面
の
ゲ
ス
ト
の

方
々
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
園
児
は

み
ん
な
目
を
輝
か
せ
て
観
て
お
り
、

豊
か
な
感
性
を
培
う
貴
重
な
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
高
齢
者
施
設
と
の

世
代
間
交
流
も
、
伝
統
行
事
と
し
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
城
下
町
ひ
な
ま

つ
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
流
し
雛
、

園
児
が
作
っ
た
お
雛
さ
ま
の
展
示
、

県
内
一
周
駅
伝
の
ゴ
ー
ル
地
点
で
の

応
援
、
市
民
へ
の
防
火
意
識
を
高
め

る
防
火
パ
レ
ー
ド
と
、
様
々
な
地
域

行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い

ま
す
。

　
昨
今
、
食
育
の
重
要
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
園
内
で
の
野
菜

づ
く
り
や
地
域
の
方
の
ご
協
力
に

よ
る
さ
つ
ま
芋
の
収
穫
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
自
分
た
ち
で
育

て
た
野
菜
を
使
っ
た
ク
ッ
キ
ン
グ
な

ど
を
通
し
て
、
食
に
対
す
る
関
心
を

高
め
る
と
と
も
に
、
食
べ
物
に
感
謝

す
る
心
を
育
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
日
々
の
園
生
活
や
行
事

な
ど
を
通
し
て
、
心
も
体
も
た
く
ま

し
く
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の

姿
を
見
る
こ
と
が
、
私
た
ち
保
育
士

の
何
よ
り
の
喜
び
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
信
頼

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
毎
日
『
楽
し

い
な
あ
　
面
白

い
な
あ
　
明
日

も
来
る
ぞ
！
』

と
思
え
る
よ
う

な
保
育
所
を
め

ざ
し
ま
す
。
　

（
堀
留
里
子
）

今
月
の
学
び
舎

　竹
田
市
立
竹
田
保
育
所

↑田能村梅士

↑「世界最古の刑法」
田能村梅士著

　
田
能
村
梅
士
は
、
慶
応
４
年
（
１

８
６
８
）
生
ま
れ
の
竹
田
出
身
で

す
。

　
田
能
村
竹
田
の
曾
孫
に
あ
た
り
、

幼
少
に
祖
父
の
田
能
村
如
仙
か
ら

漢
字
を
学
び
、
漢
詩
に
親
し
ん
で
い

ま
し
た
。
ま
た
、
赤
座
弥
太
郎
か

ら
、
偉
人
の
感
化
薫
陶
に
つ
い
て
教

わ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
上
京
し
て
明
治
法
律
学

校
（
現
・
明
治
大
学
）
で
法
律
や
政

治
を
学
び
ま
し
た
。
在
学
中
に
嘱
望

さ
れ
、
卒
業
後
は
同
大
学
助
手
と
し

て
活
躍
し
ま
し
た
。

　
大
学
で
は
明
治
35
年（
１
９
０
２
）

に
、
中
国
法
制
史
の
研
究
を
始
め
ま

し
た
。

　
古
代
中
国
の
堯
・
舜
の
刑
法
、
刑

法
の
成
立
、
刑
と
道
徳
、
刑
の
目
的

な
ど
を
論
じ
て
明
治
37
年
（
１
９
０

４
）
に
「
世
界
最
古
の
刑
法
」
を
出

版
し
ま
し
た
。
近
代
期
に
お
け
る
日

本
で
、
中
国
法
制
度
を
語
る
学
問
的

意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
順
調
に
法
学
者
の
道

を
歩
ん
で
い
ま
し
た
が
、
同
年
２
月

乞
わ
れ
て
讀
賣
新
聞
社
に
入
社
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
編
集
に
当
た
っ
て
は
文
芸
に
関
心

が
深
く
、
当
時
衰
微
し
て
い
た
滑
稽

文
学
を
歎
き
「
へ
な
ぶ
り
」（
流
行

語
を
使
っ
て
新
趣
味
を
出
そ
う
と
し

た
狂
歌
の
一
派
）
を
創
始
す
る
な

ど
、
明
治
文
壇
に
活
気
を
与
え
た
功

績
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
明
治
40
年
（
１
９
０
７
）
に
は

日
本
新
聞
社
（
明
治
・
大
正
時
代
の

日
刊
新
聞
）
に
移
り
編
集
長
を
務
め

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
母
校
明
治
大
学
の
発
刊

誌
「
国
家
及
国
家
学
」
の
編
集
を
手

掛
け
る
な
ど
文
壇
の
人
と
し
て
広
く

活
躍
し
て
い
ま
す
。

（
本
田
耕
一
）

　
参
考
　
大
分
県
人
士
録

　
本
文
中
の
敬
称
は
省
略
し
ま
し
た

「世界最古の刑法」を著す　田能村梅士

ま
る
ご
と
博
物
館
138

農
政
関
係
者
受
賞

「
農
業
振
興
」の
牽
引
力
に！

↑ ブランド化を考える
　トークセッション

パスタのワークョップ→

農　業

　大
分
県
の
農
業
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
、
各
表
彰
の
受
賞
者
の

皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
後
も
竹
田
市
農
業
振
興
の
「
牽
引
力
」
と

な
っ
て
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

  

第
48
回
大
分
農
業
賞
表
彰

　
大
分
農
業
賞
の
生
産
・
加
工
・
販

売
部
門
に
お
い
て
、
大
分
県
農
業
協

同
組
合
豊
肥
事
業
部
ミ
ニ
ト
マ
ト
部

会
（
下
田
臣
吉
部
会
長
）
が
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
竹
田
市
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
は
、

36
戸
の
生
産
者
が
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
大
分
県
生
産
者
は
、
夏
秋
期
に
限

る
と
西
日
本
３
位
で
あ
り
、
当
部
会

の
生
産
者
は
県
内
Ｊ
Ａ
取
扱
量
の
６

割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
に
は
生
産
戸
数
が

27
戸
ま
で
減
少
す
る
も
の
の
、
新
規

就
農
の
確
保
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、
毎
年
数
名
の
栽
培
者

が
増
え
、
生
産
は
順
調
に
回
復
し
、

九
州
の
主
力
市
場
に
「
竹
田
ミ
ニ
ト

マ
ト
」
ブ
ラ
ン
ド
で
出
荷
す
る
等
、

県
内
の
農
業
振
興
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

  

平
成
28
年
度
大
分
県
園
芸
関
係

表
彰

　
第
26
回
大
分
県
野
菜
経
営
コ
ン

ク
ー
ル
新
人
部
門
に
お
い
て
、
佐
々

木
知
徳
さ
ん（
竹
田
）の
品
目
・
ピ
ー

マ
ン
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
第
57
回
大
分
県
花
き
展
に
お
い

て
、
児
玉
辰
雄
さ
ん
（
直
入
）
の
リ

ン
ド
ウ
、
同
じ
く
渕
孝
廣
さ
ん
（
直

入
）
の
コ
ギ
ク
が
金
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
第
20
回
大
分
県
ぶ
ど
う
品
評
会

に
お
い
て
、
沖
田
一
幸
さ
ん（
直
入
）

の
ピ
オ
ー
ネ
が
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

  《
大
分
フ
ラ
ワ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
６
》

  

第
58
回
大
分
県
花
き
展

　
大
分
県
花
き
展
に
お
い
て
、
倉
橋

順
石
さ
ん
（
竹
田
）
の
品
目
・
ト
ル

コ
ギ
キ
ョ
ウ
、
同
じ
く
森
淳
治
さ
ん

（
久
住
）
の
ア
リ
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
が

金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

（
敬
称
略
）

　
銀
賞
・
ア
リ
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
（
倉

橋
弘
三
・
久
住
）、
銅
賞
・
ア
リ
ス
ト

ロ
メ
リ
ア
（
大
窪
慎
二
・
久
住
）、
ト

ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
（
倉
橋
順
石
・
竹
田
）

日本一の農食会「たけたのたべかた」を開催
↑首藤市長に「ふろうりす」完成を報告する但
馬屋老舗の板井社長

　３月12日、地方創生事業日本一ブランド戦略プロジェクト
「たけたのたべかた」が大分市中央町のビルで、大分市などの
料理人で構成する「食ラボ大分」との共催で開催されました。
　本市の農産物の「知産知消」の取組みとして、今回は「かぼ
す」「サフラン」「しいたけ」を中心に、新商品発表会や、ブラ
ンドの売り出し方やその可能性をさぐるトークセッション等が
開かれました。
　昼の料理教室と夜の調理実演に、料理人とかぼす、サフラ
ン、しいたけ生産者が参加し、「料理」と「農産物」を解説。
イベントには延べ400人が参加しました。

　
竹
田
市
は
地
方
創
生
事
業
を
活
用
し

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
る

「
日
本
一
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
か
ぼ
す
、
サ
フ
ラ
ン
、
し
い
た
け

の
３
つ
を
軸
に
し
た
も
の
）」
実
施
し

て
い
ま
す
。
賛
同
し
た
市
内
の
和
菓
子

店
・
但
馬
屋
老
舗
が「
竹
田
市
の
農
業
」

を
全
国
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
こ
う

と
、
か
ぼ
す
と
サ
フ
ラ
ン
を
使
用
し
た

新
商
品
「
ふ
ろ
う
り
す
」
の
販
売
を
決

定
し
ま
し
た
。

　「
ふ
ろ
う
り
す
」
は
、
サ
フ
ラ
ン
の

花
２
０
０
〜
３
０
０
輪
か
ら
わ
ず
か
１

グ
ラ
ム
し
か
採
れ
な
い
貴
重
な
め
し
べ

を
ふ
ん
わ
り
と
仕
上
げ
た
生
地
に
使

用
。
ま
た
、
標
高
が
高
く
昼
夜
の
気
温

差
が
大
き
い
本
市
で
育
つ
香
り
豊
か
な

か
ぼ
す
を
使
用
し
、
さ
わ
や
か
な
羊
羹

を
丁
寧
に
炊
き
あ
げ
、
北
海
道
産
の
白

小
豆
餡
で
包
み
込
み
、
さ
わ
や
か
な
酸

味
と
か
お
り
が
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て

い
る
上
品
な
お
菓
子
で
す
。
な
お
、
但

馬
屋
老
舗
の
ご
子
息
、
板
井
靖
良
さ
ん

を
は
じ
め
と
す
る
若
い
チ
ー
ム
ス
タ
ッ

フ
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
商
品
名
は
「
サ
フ
ラ
ン
」
の
オ
ラ
ン

ダ
語「
フ
ロ
ウ
リ
ス
・
エ
ン
タ
ア
リ
ス
」

が
由
来
。
詳
し
く
は
但
馬
屋
老
舗
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

「
日
本
一
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

竹田市と大分市を「食」でつなぐ！

若
き
チ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
が

開
発
し
た
和
菓
子
で
後
押
し
！

↑防火パレード

↑〔後列左から〕沖田一幸さん、渕孝廣さん、（首藤市長）、
児玉辰雄さん、佐々木知徳さん　〔前列左から〕ミニトマ
ト部会（下田会長）、同部会（太田さん）、倉橋順石さん、
森淳治さん

訂正 市報３月号「まるごと博物館」の「三苫ひさか －病弱、貧困のなか、作家への執念燃やす－」の中で、
写真のキャプションに誤りがありました。正しくは「…子孫が住んでいます」です。（秘書広報係）

こ
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市長コラム
〈第92回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。

食　育

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

←３月31日付をもって退任
を迎えた「竹田市地域おこ
し協力隊」のメンバー。こ
れからも竹田市を応援して
いただくよう、退任する全
協力隊員を「竹田市地域お
こし協力隊サポーター・移
住コンシェルジュ」として
委嘱した。

竹
田
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

古
豪
復
活
！

竹
田
市
が「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ

大
賞
」第
２
位
入
賞

　
Ｏ
Ａ
Ｂ
大
分
朝
日
放
送
主
催
「
第

14
回
大
分
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」
の

発
表
が
行
わ
れ
、
竹
田
市
の
「
充

実
っ
て
こ
ん
な
こ
と
。」
が
第
２
位

に
輝
き
ま
し
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
株
式
会
社
で

活
躍
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
飯
川
友
紀

子
さ
ん
（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）
が

企
画
・
監
督
・
編
集
・
主
演
を
務
め

た
本
作
は
、
竹
田
女
子
の
日
常
を
描

く
映
像
美
あ
ふ
れ
る
傑
作
。
入
賞
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
便
器
に
座
り
「
こ
れ
も
名
水
！
」

で
第
１
回
大
会
優
勝
を
果
た
し
て
か

ら
14
年
。「
名
水
ワ
ル
ツ
」
等
、
数
々

の
名
作
を
生
み
出
し
て
き
た
ふ
る
さ

と
Ｃ
Ｍ
の
古
豪
「
竹
田
市
」
が
い
よ

い
よ
本
領
を
発
揮
！
来
年
は
、
別
府

市
５
連
覇
を
阻
む
活
躍
を
期
待
し
ま

し
ょ
う
。

　
あ
ら
た
め
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
こ
と
を
お
話
し
ま
す
。

　
少
子
化
・
高
齢
化
・
過
疎
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
い
う
の

が
竹
田
市
の
最
大
課
題
で
あ
る
こ
と
は
、
今
さ
ら
申
し
上
げ
る

ま
で
も
な
い
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
企
業
誘
致
と
い
っ
て
も
、
突
然

に
大
企
業
が
出
現
す
る
わ
け
も
な
く
、
ま
し
て
経
済
の
低
迷
の

中
に
あ
る
日
本
の
こ
と
で
す
か
ら
、
大
き
な
期
待
を
抱
く
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
だ
け
に
竹
田
市
は
財
産
で
あ
る
歴
史
文
化
を
誇
り
、
山

紫
水
明
の
魅
力
を
発
揮
し
て
全
国
か
ら
の
移
住
・
定
住
を
呼
び

か
け
る
こ
と
を
政
策
の
中
心
に
据
え
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
『
農

村
回
帰
宣
言
都
市
』
の
標
榜
で
す
。
そ
し
て
若
い
作
家
た
ち
の

活
動
の
場
と
し
て
竹
田
総
合
学
院
（
Ｔ
Ｓ
Ｇ
）
の
開
設
も
実
現

さ
せ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
内
閣
府
が
提
唱
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
も
加

え
て
、
こ
れ
ま
で
に
１
５
１
世
帯
、
２
７
６
人
の
移
住
が
実
現
し

て
い
ま
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
は
３
か
年
の
活
動
の
後
、
竹
田
市
へ

の
定
住
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
身
分
は
竹
田

市
の
嘱
託
員
で
あ
り
報
酬
や
保
険
料
、
さ
ら
に
は
住
宅
費
や
活

動
費
は
す
べ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
と
て
も
有
利
な
人
材
確
保
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国
の
自
治

体
か
ら
「
う
ち
の
自
治
体
に
来
て
ほ
し
い
」
と
誘
い
の
声
が
挙

が
る
の
で
す
が
、
な
か
な
か
合
意
に
達
し
て
い
な
い
の
が
実
情

で
す
。
そ
ん
な
中
、
わ
が
竹
田
市
に
は
47
名
も
の
協
力
隊
員
が

赴
任
し
て
お
り
、
今
回
の
募
集
に
対
し
て
も
優
秀
な
経
歴
を

持
っ
た
隊
員
の
確
保
が
確
実
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
数
は
全
国

で
一
番
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
３
年
間
の
活
動
を
終
え
る
第
２
期
生
17
名
の
う

ち
、
定
着
す
る
の
は
11
名
。
退
任
す
る
の
は
６
名
と
な
っ
て
い

ま
す
。
定
住
す
る
メ
ン
バ
ー
で
は
、
城
下
町
で
店
舗
を
開
設
し

た
り
、
同
じ
く
城
下
町
で
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
営
ん
だ
り
、
久
住

地
区
で
は
民
宿
を
始
め
る
隊
員
も
い
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
施
設

に
就
職
し
た
り
観
光
施
設
で
通
訳
と
し
て
活
躍
予
定
の
隊
員
も

い
ま
す
。

　
一
方
、
結
婚
や
実
家
の
都
合
で
竹
田
市
で
の
定
住
を
断
念
せ

ざ
る
を
得
な
い
隊
員
も
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
隊
員
が
竹
田

市
で
過
ご
し
た
３
年
間
を
有
意
義
だ
っ
た
と
振
り
返
っ
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
活
躍
す
る
場
所
で
も
竹
田
市
の
強
力
な
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
支
え
て
く
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
少
子
化
や
高
齢
化
、
過
疎
化
に
よ
っ
て
影

響
さ
れ
る
『
地
域
の
衰
退
』
と
真
剣
に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
隅
々
ま
で
足
を
運
ん

で
み
る
と
、
交
通
の
便
の
悪
い
地
域
に
一
人
住
ま
い
の
高
齢
者

が
住
ん
で
お
ら
れ
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
買
い
物

は
ど
う
し
て
お
ら
れ
る
の
か
、
病
院
に
は
ど
ん
な
交
通
手
段
で

通
わ
れ
て
お
ら
れ
る
の
か
。
す
べ
て
が
心
配
で
な
り
ま
せ
ん
。

お
年
寄
り
し
か
住
ん
で
い
な
い
地
域
で
は
公
共
の
力
が
不
可
欠

で
す
。

　『
移
動
サ
ー
ビ
ス
』
の
あ
り
方
。
地
域
で
支
え
あ
う
仕
組
み
づ

く
り
。
ど
れ
を
と
っ
て
も
、
待
っ
た
な
し
で
す
。
幸
い
に
し
て
、

竹
田
市
は
行
政
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議

会
、
そ
し
て
経
済
活
性
化
協
議
会
な
ど
が
一
枚
岩
と
な
り
、
加

え
て
福
祉
施
設
の
皆
さ
ん
の
協
力
体
制
も
視
野
に
入
っ
て
き
ま

し
た
。

　
や
る
気
も
あ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
も
ま
だ
維
持
さ
れ

て
い
る
今
こ
そ
、
新
し
い
社
会
の
仕
組
み
づ
く
り
が
立
ち
上
が

れ
ば
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
は
実
現
す
る
は
ず
で
す
。

　
自
宅
か
ら
直
接
病
院
や
買
い
物
に
行
け
る
方
法
が
あ
れ
ば
、

ど
れ
ほ
ど
み
ん
な
が
助
か
る
か
。
た
だ
し
、
そ
の
仕
組
み
が
整

う
の
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
、
つ

ま
り
、
お
互
い
に
助
け
合
う
精
神
土
壌
が
息
づ
い
て
い
る
こ
と

で
す
。
し
か
し
、
も
う
一
度
お
話
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
お

年
寄
り
だ
け
で
な
く
、
お
世
話
を
し
て
も
ら
え
る
若
い
世
代
が

近
く
に
住
ん
で
い
る
こ
と
も
大
切
な
要
素
で
す
。

　
竹
田
市
の
再
生
は
、
そ
の
地
域
社
会
を
築
き
上
げ
る
こ
と
が

急
務
で
す
。『
農
村
回
帰
運
動
』
が
何
よ
り
期
待
さ
れ
て
い
る
の

は
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

↑副賞として、OABで年間50本放送されます！
　（写真中央が飯川さん）

↑「これは美味しい！」100年前のレシピで再現したメニューを
試食（写真中央が西澤さん）

↑「和洋 料理の枝折」
（大正３年９月17日発行）↑手際よくをする参加者の皆さん

農
村
回
帰
運
動
が
竹
田
市
を
元
気
に

食
の
歴
史
を
地
域
で
つ
な
ぐ

　

未
来
に
向
け
て
、
素
晴
ら
し
い
「
歴
史
」
を
地
域
活
性
化
に
生
か
す
貴
重
な
第
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

入
田
地
区
で
１
０
０
年
前
の

「
料
理
講
習
会
レ
シ
ピ
」を
再
現
！

　
３
月
７
日
、「
竹
田
食
育
〝
地
域

の
宝
〞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と

し
て
、
１
０
０
年
前
の
レ
シ
ピ
を
再

現
し
よ
う
と
、
講
師
に
別
府
大
学
食

物
栄
養
科
学
部
教
授
の
西
澤
千
惠

子
さ
ん
を
お
迎
え
し
、「
料
理
教
室
」

（
竹
田
市
、
竹
田
市
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
・
主
催
）
が
入
田
分
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
そ
の
中
か

ら
、
現
在
で
は
見
ら
れ
な
い
料
理

「
折
衷
花
カ
ツ
レ
ツ
」
や
「
馬
鈴
薯

の
蓮
煮
」、
現
在
の
も
の
と
似
て
い

る
料
理
「
鶏
キ
ャ
ベ
ツ
巻
（
ロ
ー
ル

キ
ャ
ベ
ツ
）」
等
を
含
む
11
種
類
。

地
区
内
外
か
ら
約
50
人
が
参
加

し
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
分
か
れ
て
調

理
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
１
０
０
年
前
の
レ
シ
ピ

に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
満
足
そ
う
に

試
食
し
、
会
話
も
弾
む
楽
し
い
料
理

講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
＊

　
今
か
ら
１
０
２
年
前
の
大
正
３

年
（
１
９
１
４
年
）
８
月
13
日
か
ら

５
日
間
に
か
け
て
、
当
時
の
直
入
郡

入
田
村
（
現
在
の
竹
田
市
入
田
地

区
）
の
円
浄
寺
で
行
わ
れ
た
「
料
理

講
習
会
」。

　
実
演
さ
れ
た
１
０
０
種
類
以
上

の
料
理
レ
シ
ピ
を
書
き
記
し
た
文
献

「
和
洋
料
理
の
枝
折
」（
大
正
３
年

９
月
17
日
発
行
）
は
、
編
集
に
携

わ
っ
た
当
時
入
田
村
の
後
藤
千
代

己
村
長
宅
の
蔵
に
、
奇
跡
的
に
残
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
西
澤
さ
ん
は
、
後
藤
村
長
の
次

男
・
重
巳
さ
ん
が
同
じ
別
府
大
学
の

名
誉
教
授
と
い
う
ご
縁
か
ら
、
生
前

に
そ
の
「
枝
折
」
を
預
か
り
、
研
究

を
続
け
、
わ
か
り
や
す
く
現
代
風
に

読
み
解
く
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
特
徴
は
、
大
正
時
代
初
期
、
西
洋

料
理
を
広
く
普
及
し
よ
う
と
い
う

時
代
背
景
も
あ
り
、
材
料
に
貴
重
な

肉
類
や
牛
乳
等
の
使
用
も
多
く
見

受
け
ら
れ
、
ま
た
調
味
料
が
多
く
、

保
存
が
き
く
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。

　「
当
時
の
講
習
会
で
講
師
を
務
め

た
渡
辺
新
太
郎
氏
（
岡
山
県
小
田

郡
矢
掛
町
）
に
つ
い
て
調
べ
て
い
ま

す
が
、
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。
文
献
は
、
食
材
の
下

ご
し
ら
え
や
保
存
方
法
ま
で
詳
細

に
書
か
れ
た
も
の
。
意
義
の
深
い
献

立
で
す
の
で
、
も
っ
と
多
く
の
方
に

広
め
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
」

　
地
元
の
入
田
し
ら
ゆ
り
会
か
ら

「
入
田
に
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
歴

史
が
あ
っ
た
の
に
、
こ
の
ま
ま
廃
れ

て
し
ま
う
の
は
惜
し
い
」、「
地
元
住

民
と
し
て
、
西
澤
先
生
が
紐
解
い
て

く
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
大
事
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
声

が
あ
が
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
西
澤
先
生
を
講
師
に
迎
え
た
料

理
教
室
の
開
催
に
至
り
ま
し
た
。

　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
入

田
地
区
メ
ン
バ
ー
、
松
村
淳
子
さ
ん

は
「
春
、
夏
、
秋
と
季
節
ご
と
の
献

立
も
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
時
に
再
現

し
て
み
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
入
田
地
区
の
残
さ
れ
た
素
晴
ら

し
い
歴
史
は
、
１
０
０
年
の
時
を
越

え
て
今
甦
り
ま
し
た
。

　
本
市
は
今
後
、「
入
田
村
の
レ
シ

ピ
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
紹

介
す
る
予
定
で
す
。
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
よ
う
な
、
更
な
る
発
展

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

折衷花カツレツ
せっちゅうばな

手間ひまかけた下ごし
らえは、美味しい笑顔
の花を咲かせます。

■材　料（４人分）
　・大根…………６㌢ ・人参…………６㌢
　・鶏ひき肉……50㌘ ・小麦粉………適宜
　・食塩…………適宜 ・油   ………… 適宜
　・三杯酢………適宜

【作り方】
１ 大根、人参等を長さ６㌢くらいの長さに切
り、縦に半分割る。次に下方に箸を入れ、３
ミリくらいの厚さに切る（櫛型となる）。

２ 切らない方を下にして並べ、塩を振る。
３ 下部が軟らかくなった時に、花形に曲げて置く。
４ 小麦粉に食塩、ひき肉（折衷の場合は砂糖、
洋風の場合はカレー粉あるいは胡椒）を入
れ、よく混ぜる。

５ ３の間に４を詰める。
６ 油を引いたフライパンで、焼き花形のくずれ
ない程度に焼く。

７ 三杯酢で食べる。
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市長コラム
〈第92回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。

食　育

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

←３月31日付をもって退任
を迎えた「竹田市地域おこ
し協力隊」のメンバー。こ
れからも竹田市を応援して
いただくよう、退任する全
協力隊員を「竹田市地域お
こし協力隊サポーター・移
住コンシェルジュ」として
委嘱した。

竹
田
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

古
豪
復
活
！

竹
田
市
が「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ

大
賞
」第
２
位
入
賞

　
Ｏ
Ａ
Ｂ
大
分
朝
日
放
送
主
催
「
第

14
回
大
分
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」
の

発
表
が
行
わ
れ
、
竹
田
市
の
「
充

実
っ
て
こ
ん
な
こ
と
。」
が
第
２
位

に
輝
き
ま
し
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
株
式
会
社
で

活
躍
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
飯
川
友
紀

子
さ
ん
（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）
が

企
画
・
監
督
・
編
集
・
主
演
を
務
め

た
本
作
は
、
竹
田
女
子
の
日
常
を
描

く
映
像
美
あ
ふ
れ
る
傑
作
。
入
賞
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
便
器
に
座
り
「
こ
れ
も
名
水
！
」

で
第
１
回
大
会
優
勝
を
果
た
し
て
か

ら
14
年
。「
名
水
ワ
ル
ツ
」
等
、
数
々

の
名
作
を
生
み
出
し
て
き
た
ふ
る
さ

と
Ｃ
Ｍ
の
古
豪
「
竹
田
市
」
が
い
よ

い
よ
本
領
を
発
揮
！
来
年
は
、
別
府

市
５
連
覇
を
阻
む
活
躍
を
期
待
し
ま

し
ょ
う
。

　
あ
ら
た
め
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
こ
と
を
お
話
し
ま
す
。

　
少
子
化
・
高
齢
化
・
過
疎
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
い
う
の

が
竹
田
市
の
最
大
課
題
で
あ
る
こ
と
は
、
今
さ
ら
申
し
上
げ
る

ま
で
も
な
い
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
企
業
誘
致
と
い
っ
て
も
、
突
然

に
大
企
業
が
出
現
す
る
わ
け
も
な
く
、
ま
し
て
経
済
の
低
迷
の

中
に
あ
る
日
本
の
こ
と
で
す
か
ら
、
大
き
な
期
待
を
抱
く
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
だ
け
に
竹
田
市
は
財
産
で
あ
る
歴
史
文
化
を
誇
り
、
山

紫
水
明
の
魅
力
を
発
揮
し
て
全
国
か
ら
の
移
住
・
定
住
を
呼
び

か
け
る
こ
と
を
政
策
の
中
心
に
据
え
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
『
農

村
回
帰
宣
言
都
市
』
の
標
榜
で
す
。
そ
し
て
若
い
作
家
た
ち
の

活
動
の
場
と
し
て
竹
田
総
合
学
院
（
Ｔ
Ｓ
Ｇ
）
の
開
設
も
実
現

さ
せ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
内
閣
府
が
提
唱
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
も
加

え
て
、
こ
れ
ま
で
に
１
５
１
世
帯
、
２
７
６
人
の
移
住
が
実
現
し

て
い
ま
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
は
３
か
年
の
活
動
の
後
、
竹
田
市
へ

の
定
住
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
身
分
は
竹
田

市
の
嘱
託
員
で
あ
り
報
酬
や
保
険
料
、
さ
ら
に
は
住
宅
費
や
活

動
費
は
す
べ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
と
て
も
有
利
な
人
材
確
保
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国
の
自
治

体
か
ら
「
う
ち
の
自
治
体
に
来
て
ほ
し
い
」
と
誘
い
の
声
が
挙

が
る
の
で
す
が
、
な
か
な
か
合
意
に
達
し
て
い
な
い
の
が
実
情

で
す
。
そ
ん
な
中
、
わ
が
竹
田
市
に
は
47
名
も
の
協
力
隊
員
が

赴
任
し
て
お
り
、
今
回
の
募
集
に
対
し
て
も
優
秀
な
経
歴
を

持
っ
た
隊
員
の
確
保
が
確
実
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
数
は
全
国

で
一
番
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
３
年
間
の
活
動
を
終
え
る
第
２
期
生
17
名
の
う

ち
、
定
着
す
る
の
は
11
名
。
退
任
す
る
の
は
６
名
と
な
っ
て
い

ま
す
。
定
住
す
る
メ
ン
バ
ー
で
は
、
城
下
町
で
店
舗
を
開
設
し

た
り
、
同
じ
く
城
下
町
で
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
営
ん
だ
り
、
久
住

地
区
で
は
民
宿
を
始
め
る
隊
員
も
い
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
施
設

に
就
職
し
た
り
観
光
施
設
で
通
訳
と
し
て
活
躍
予
定
の
隊
員
も

い
ま
す
。

　
一
方
、
結
婚
や
実
家
の
都
合
で
竹
田
市
で
の
定
住
を
断
念
せ

ざ
る
を
得
な
い
隊
員
も
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
隊
員
が
竹
田

市
で
過
ご
し
た
３
年
間
を
有
意
義
だ
っ
た
と
振
り
返
っ
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
活
躍
す
る
場
所
で
も
竹
田
市
の
強
力
な
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
支
え
て
く
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
少
子
化
や
高
齢
化
、
過
疎
化
に
よ
っ
て
影

響
さ
れ
る
『
地
域
の
衰
退
』
と
真
剣
に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
隅
々
ま
で
足
を
運
ん

で
み
る
と
、
交
通
の
便
の
悪
い
地
域
に
一
人
住
ま
い
の
高
齢
者

が
住
ん
で
お
ら
れ
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
買
い
物

は
ど
う
し
て
お
ら
れ
る
の
か
、
病
院
に
は
ど
ん
な
交
通
手
段
で

通
わ
れ
て
お
ら
れ
る
の
か
。
す
べ
て
が
心
配
で
な
り
ま
せ
ん
。

お
年
寄
り
し
か
住
ん
で
い
な
い
地
域
で
は
公
共
の
力
が
不
可
欠

で
す
。

　『
移
動
サ
ー
ビ
ス
』
の
あ
り
方
。
地
域
で
支
え
あ
う
仕
組
み
づ

く
り
。
ど
れ
を
と
っ
て
も
、
待
っ
た
な
し
で
す
。
幸
い
に
し
て
、

竹
田
市
は
行
政
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議

会
、
そ
し
て
経
済
活
性
化
協
議
会
な
ど
が
一
枚
岩
と
な
り
、
加

え
て
福
祉
施
設
の
皆
さ
ん
の
協
力
体
制
も
視
野
に
入
っ
て
き
ま

し
た
。

　
や
る
気
も
あ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
も
ま
だ
維
持
さ
れ

て
い
る
今
こ
そ
、
新
し
い
社
会
の
仕
組
み
づ
く
り
が
立
ち
上
が

れ
ば
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
は
実
現
す
る
は
ず
で
す
。

　
自
宅
か
ら
直
接
病
院
や
買
い
物
に
行
け
る
方
法
が
あ
れ
ば
、

ど
れ
ほ
ど
み
ん
な
が
助
か
る
か
。
た
だ
し
、
そ
の
仕
組
み
が
整

う
の
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
、
つ

ま
り
、
お
互
い
に
助
け
合
う
精
神
土
壌
が
息
づ
い
て
い
る
こ
と

で
す
。
し
か
し
、
も
う
一
度
お
話
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
お

年
寄
り
だ
け
で
な
く
、
お
世
話
を
し
て
も
ら
え
る
若
い
世
代
が

近
く
に
住
ん
で
い
る
こ
と
も
大
切
な
要
素
で
す
。

　
竹
田
市
の
再
生
は
、
そ
の
地
域
社
会
を
築
き
上
げ
る
こ
と
が

急
務
で
す
。『
農
村
回
帰
運
動
』
が
何
よ
り
期
待
さ
れ
て
い
る
の

は
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

↑副賞として、OABで年間50本放送されます！
　（写真中央が飯川さん）

↑「これは美味しい！」100年前のレシピで再現したメニューを
試食（写真中央が西澤さん）

↑「和洋 料理の枝折」
（大正３年９月17日発行）↑手際よくをする参加者の皆さん

農
村
回
帰
運
動
が
竹
田
市
を
元
気
に

食
の
歴
史
を
地
域
で
つ
な
ぐ

　

未
来
に
向
け
て
、
素
晴
ら
し
い
「
歴
史
」
を
地
域
活
性
化
に
生
か
す
貴
重
な
第
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

入
田
地
区
で
１
０
０
年
前
の

「
料
理
講
習
会
レ
シ
ピ
」を
再
現
！

　
３
月
７
日
、「
竹
田
食
育
〝
地
域

の
宝
〞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と

し
て
、
１
０
０
年
前
の
レ
シ
ピ
を
再

現
し
よ
う
と
、
講
師
に
別
府
大
学
食

物
栄
養
科
学
部
教
授
の
西
澤
千
惠

子
さ
ん
を
お
迎
え
し
、「
料
理
教
室
」

（
竹
田
市
、
竹
田
市
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
・
主
催
）
が
入
田
分
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
そ
の
中
か

ら
、
現
在
で
は
見
ら
れ
な
い
料
理

「
折
衷
花
カ
ツ
レ
ツ
」
や
「
馬
鈴
薯

の
蓮
煮
」、
現
在
の
も
の
と
似
て
い

る
料
理
「
鶏
キ
ャ
ベ
ツ
巻
（
ロ
ー
ル

キ
ャ
ベ
ツ
）」
等
を
含
む
11
種
類
。

地
区
内
外
か
ら
約
50
人
が
参
加

し
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
分
か
れ
て
調

理
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
１
０
０
年
前
の
レ
シ
ピ

に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
満
足
そ
う
に

試
食
し
、
会
話
も
弾
む
楽
し
い
料
理

講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
＊

　
今
か
ら
１
０
２
年
前
の
大
正
３

年
（
１
９
１
４
年
）
８
月
13
日
か
ら

５
日
間
に
か
け
て
、
当
時
の
直
入
郡

入
田
村
（
現
在
の
竹
田
市
入
田
地

区
）
の
円
浄
寺
で
行
わ
れ
た
「
料
理

講
習
会
」。

　
実
演
さ
れ
た
１
０
０
種
類
以
上

の
料
理
レ
シ
ピ
を
書
き
記
し
た
文
献

「
和
洋
料
理
の
枝
折
」（
大
正
３
年

９
月
17
日
発
行
）
は
、
編
集
に
携

わ
っ
た
当
時
入
田
村
の
後
藤
千
代

己
村
長
宅
の
蔵
に
、
奇
跡
的
に
残
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
西
澤
さ
ん
は
、
後
藤
村
長
の
次

男
・
重
巳
さ
ん
が
同
じ
別
府
大
学
の

名
誉
教
授
と
い
う
ご
縁
か
ら
、
生
前

に
そ
の
「
枝
折
」
を
預
か
り
、
研
究

を
続
け
、
わ
か
り
や
す
く
現
代
風
に

読
み
解
く
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
特
徴
は
、
大
正
時
代
初
期
、
西
洋

料
理
を
広
く
普
及
し
よ
う
と
い
う

時
代
背
景
も
あ
り
、
材
料
に
貴
重
な

肉
類
や
牛
乳
等
の
使
用
も
多
く
見

受
け
ら
れ
、
ま
た
調
味
料
が
多
く
、

保
存
が
き
く
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。

　「
当
時
の
講
習
会
で
講
師
を
務
め

た
渡
辺
新
太
郎
氏
（
岡
山
県
小
田

郡
矢
掛
町
）
に
つ
い
て
調
べ
て
い
ま

す
が
、
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。
文
献
は
、
食
材
の
下

ご
し
ら
え
や
保
存
方
法
ま
で
詳
細

に
書
か
れ
た
も
の
。
意
義
の
深
い
献

立
で
す
の
で
、
も
っ
と
多
く
の
方
に

広
め
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
」

　
地
元
の
入
田
し
ら
ゆ
り
会
か
ら

「
入
田
に
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
歴

史
が
あ
っ
た
の
に
、
こ
の
ま
ま
廃
れ

て
し
ま
う
の
は
惜
し
い
」、「
地
元
住

民
と
し
て
、
西
澤
先
生
が
紐
解
い
て

く
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
大
事
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
声

が
あ
が
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
西
澤
先
生
を
講
師
に
迎
え
た
料

理
教
室
の
開
催
に
至
り
ま
し
た
。

　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
入

田
地
区
メ
ン
バ
ー
、
松
村
淳
子
さ
ん

は
「
春
、
夏
、
秋
と
季
節
ご
と
の
献

立
も
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
時
に
再
現

し
て
み
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
入
田
地
区
の
残
さ
れ
た
素
晴
ら

し
い
歴
史
は
、
１
０
０
年
の
時
を
越

え
て
今
甦
り
ま
し
た
。

　
本
市
は
今
後
、「
入
田
村
の
レ
シ

ピ
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
紹

介
す
る
予
定
で
す
。
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
よ
う
な
、
更
な
る
発
展

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

折衷花カツレツ
せっちゅうばな

手間ひまかけた下ごし
らえは、美味しい笑顔
の花を咲かせます。

■材　料（４人分）
　・大根…………６㌢ ・人参…………６㌢
　・鶏ひき肉……50㌘ ・小麦粉………適宜
　・食塩…………適宜 ・油   ………… 適宜
　・三杯酢………適宜

【作り方】
１ 大根、人参等を長さ６㌢くらいの長さに切
り、縦に半分割る。次に下方に箸を入れ、３
ミリくらいの厚さに切る（櫛型となる）。

２ 切らない方を下にして並べ、塩を振る。
３ 下部が軟らかくなった時に、花形に曲げて置く。
４ 小麦粉に食塩、ひき肉（折衷の場合は砂糖、
洋風の場合はカレー粉あるいは胡椒）を入
れ、よく混ぜる。

５ ３の間に４を詰める。
６ 油を引いたフライパンで、焼き花形のくずれ
ない程度に焼く。

７ 三杯酢で食べる。

2017年4月発行27
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100歳いつまでもお元気で

！アッパレ！
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タマボウキ（キジカクシ科）

　
や
や
標
高
の
高
い
草
地
に
生
育

す
る
高
さ
１
㍍
ほ
ど
の
雌
雄
異
株

の
多
年
草
で
す
。
枝
は
よ
く
分
枝

し
て
明
る
い
緑
色
の
ホ
ウ
キ
状

で
、
栽
培
品
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に

似
て
い
ま
す
。

　
全
縁
の
細
い
葉
は
マ
ツ
葉
の
よ

う
な
披
針
形
で
す
。
枝
に
あ
る
節

の
部
分
に
３
〜
４
個
の
葉
が
片
方

向
に
集
ま
っ
て
束
生
し
ま
す
。
大

き
さ
は
長
さ
２
㌢
、
幅
が
１
㍉
ほ

ど
で
す
。
ま
た
葉
の
基
部
に
は
茶

色
の
薄
い
葉
鞘
（
葉
の
付
け
根
を

と
り
囲
む
さ
や
の
こ
と
）
が
あ
り

ま
す
。

　
春
か
ら
初
夏
の
頃
、
枝
の
上
部

に
長
い
花
柄
の
あ
る
径
８
㍉
ほ
ど

の
淡
紫
色
の
筒
状
鐘
形
の
先
が
５

裂
し
た
花
（
写
真
は
雌
花
）
を
垂

れ
て
咲
か
せ
ま
す
。
花
の
後
、
夏

に
赤
く
熟
れ
る
径
１
㌢
ほ
ど
の
球

形
の
果
実
を
つ
け
ま
す
。

　
和
名
の
由
来
は
球
形
の
実
を
つ

け
、
植
物
の
形
状
が
竹
ボ
ウ
キ
に

似
て
い
る
の
で
、
玉
箒
の
名
が
あ

り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
く
じ
ゅ
う
山
系
の
火

山
性
土
壌
の
高
原
の
み
に
産
す
る

産
地
極
限
の
稀
な
植
物
で
す
。
大

分
県
の
絶
滅
危
惧
種
で
大
陸
系
遺

存
植
物
。
花
期
は
５
月
で
す
。

あ
と
が
き

　「
広
報
た
け
た
」
担
当
７
年
９
か
月
（
旧

竹
田
市
時
代
の
６
年
を
含
め
る
と
約
14

年
）
を
経
て
、
こ
の
春
に
異
動
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。▽「
土
、
日
も
取
材
で
大

変
ね
」「
い
つ
も
表
紙
の
写
真
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
」
等
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は

こ
れ
ま
で
大
変
励
み
に
な
る
お
言
葉
を
頂

戴
し
ま
し
た
。▽
取
材
先
や
印
刷
会
社
、

職
場
の
上
司
、
同
僚
、
寄
稿
し
て
い
た
だ

い
た
執
筆
者
の
先
生
方
、
多
く
の
関
係
者

の
皆
さ
ま
の
お
陰
で
、
毎
月
発
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。▽
ま
た
、
毎
月
の
広
報

紙
は
視
覚
障
害
の
方
の
た
め
に
、
社
協
を

通
じ
て
「
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
版
」
を
制
作

し
回
覧
し
て
い
ま
す
。
録
音
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
の
温
か
い
善
意
に
、
こ
の
場

を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。▽
お

世
話
に
な
っ
た
す
べ
て
の
方
に
感
謝
を
込

め
て
、
最
初
で
最
後
の
「
あ
と
が
き
」
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　
　
　（
江
渡
）
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